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序
章

第
一
節

本
研
究
の
目
的
と
背
景

中
國
の
傳
統
的
學
術
は
、
經
書
解
釋
學
、
す
な
わ
ち
經
學
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
本
研
究
が
對
象
と
す
る
今
古
文
經
學
は
、
も
と
よ
り

經
學
を
構
成
す
る
一
要
素
で
は
あ
る
が
、
二
千
年
に
も
及
ぶ
經
學
史
の
中
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
位
置
を
占
め
る
だ
ろ
う
か
。

清
朝
中
期
の
乾
隆
年
間
に
成
立
し
た
『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
（
以
下
『
四
庫
提
要
』
と
略
稱
）
の
經
部
總
敍
で
は
、
漢
代
以
來
、
經
學
は
合
計
六
回
變
化

し
た
と
し
つ
つ
も
、
大
き
く
分
類
す
れ
ば
、
漢
學
・
宋
學
二
派
の
抗
爭
に
歸
納
で
き
る
と
す
る
（
一
）

。
一
方
で
、
こ
れ
よ
り
も
後
、
清
朝
末
期
に
活
躍
し
た
皮
錫

瑞
（
一
八
五
〇
～
一
九
〇
八
）
は
、
そ
の
『
經
學
歴
史
』
末
尾
に
こ
の
記
述
の
一
部
を
引
用
し
た
上
で
、『
四
庫
提
要
』
成
立
以
後
に
興
っ
た
今
文
の
學
こ
そ
、

學
ぶ
者
の
從
う
べ
き
と
こ
ろ
だ
と
主
張
す
る
（
二
）

。
そ
し
て
『
經
學
歴
史
』
に
注
釋
を
施
し
た
民
國
期
の
周
予
同
（
一
八
九
八
～
一
九
八
一
）
は
「
經
學
的
三
大

の

派
」
と
し
て
、
西
漢
今
文
學
・
東
漢
古
文
學
・
宋
學
と
い
う
分
類
を
掲
げ
て
い
る
（
三
）

。
周
予
同
自
身
も
説
く
通
り
、
こ
の
分
類
は
、
『
四
庫
提
要
』
に
い
う

「
漢
學
」
を
古
文
學
に
他
な
ら
な
い
と
し
た
上
で
、
漢
學
・
宋
學
二
派
の
他
に
、
さ
ら
に
西
漢
今
文
學
を
加
え
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
（
四
）

。

右
の
よ
う
な
皮
錫
瑞
・
周
予
同
に
よ
る
經
學
の
分
類
か
ら
は
、
清
末
か
ら
民
國
に
か
け
て
、
今
文
經
學
が
い
か
に
隆
盛
し
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
實

際
に
、
今
古
文
經
學
の
發
展
は
、
漢
代
と
清
末
民
國
期
に
二
つ
の
ピ
ー
ク
を
持
つ
と
言
わ
れ
る
（
五
）

。
本
研
究
は
、
こ
の
二
つ
目
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
清
末
の
今
文

經
學
を
中
心
に
据
え
て
、
今
文
學
の
發
展
史
、
今
古
文
經
學
の
相
違
點
、
竝
び
に
具
體
的
な
經
書
解
釋
の
あ
り
方
を
探
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

そ
も
そ
も
今
文
・
古
文
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
小
島
祐
馬
氏
は
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

支
那
に
於
て
漢
代
の
經
學
に
は
今
文
派
と
古
文
派
と
が
あ
る
。

今
文
古
文
と
い
ふ
の
は
元
來
當
時
行
は
れ
て
ゐ
た
書
體
の
文
字
及
び
當
時
行
は
れ
て
ゐ
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な
か
つ
た
古
代
の
文
字
を
い
ふ
意
味
か
ら
起
つ
た
言
葉
で
あ
る
が
、
こ
の
兩
學
派
の
用
ゐ
る
テ
キ
ス
ト
が
一
は
今
文
を
以
て
他
は
古
文
を
以
て
記
さ
れ
て

ゐ
る
こ
と
に
依
つ
て
發
し
た
名
稱
で
あ
る
。
然
る
に
こ
の
兩
學
派
は
唯
そ
の
テ
キ
ス
ト
の
字
體
を
異
に
し
て
ゐ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に

對
す
る
解
釋
上
の
立
場
が
全
く
異
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
し
て
も
一
方
の
學
派
に
存
し
て
他
學
派
に
存
せ
ぬ
も
の
も
あ
る
の
で

あ
つ
て
、
要
す
る
に
同
じ
く
儒
家
の
經
典
を
信
奉
す
る
も
の
ゝ
そ
の
經
典
に
對
す
る
態
度
の
異
る
が
た
め
に
か
う
い
ふ
學
派
の
對
立
を
見
る
に
到
つ
た
の

で
あ
る
。（
六
）

こ
こ
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
今
文
・
古
文
と
は
元
來
、
漢
代
に
お
け
る
異
な
る
文
字
を
指
す
語
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
派
生
し
て
、
い
ず
れ
の
文
字
に
よ

っ
て
筆
寫
さ
れ
た
經
書
に
依
據
す
る
か
と
い
う
點
か
ら
、
延
い
て
は
經
書
解
釋
の
正
統
性
を
め
ぐ
る
對
立
に
ま
で
發
展
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
研
究
で
は
、
こ

う
し
た
經
書
解
釋
の
立
場
の
相
違
を
、
以
下
、
今
文
學
・
古
文
學
、
も
し
く
は
今
文
經
學
・
古
文
經
學
と
稱
す
る
。

第
二
節

本
研
究
の
方
法

小
島
氏
は
ま
た
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。
こ
こ
に
は
、
今
古
文
經
學
を
考
察
す
る
に
當
た
っ
て
、
注
目
す
べ
き
言
及
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
微
言

大
義
」
と
い
う
語
を
め
ぐ
る
兩
學
派
の
相
違
で
あ
る
。

一
體
西
漢
の
學
者
即
ち
今
文
學
者
は
微
言
大
義
と
い
ふ
こ
と
を
口
に
す
る
の
で
あ
る
。

漢
書
藝
文
志
に
昔
仲
尼
沒
而
微
言
絶
。
七
十
子
喪
而
大
義
乖
。

と
言
ひ
、
劉
歆
傳
に
及
夫
子
沒
而
微
言
絶
。
七
十
子
終
而
大
義
乖
。
と
言
う
て
居
る
が
、
微
言
と
は
隱
微
で
現
れ
ぬ
と
い
ふ
意
味
で
、
孔
子
の
教
に
は
兩

面
が
存
し
て
ゐ
て
極
め
て
平
易
で
解
し
易
い
反
面
に
於
て
非
常
に
隱
微
で
明
に
し
難
い
點
が
あ
る
。

こ
の
隱
微
で
明
に
し
得
ぬ
點
が
微
言
即
ち
神
祕
的

な
言
葉
に
外
な
ら
ぬ
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

大
義
と
は
一
經
の
全
體
を
通
ず
る
最
も
重
要
な
意
味
を
言
ふ
の
で
あ
つ
て
、
一
言
一
句
の
解
釋
に
對
し
て

言
ふ
も
の
で
あ
る
。

西
漢
の
學
風
は
こ
の
微
言
大
義
に
重
點
を
置
き
、
そ
し
て
こ
れ
は
孔
子
の
弟
子
か
ら
西
漢
ま
で
口
傳
さ
れ
た
も
の
と
考
へ
ら
れ
た



- 3 -

の
で
あ
る
。

之
に
對
し
て
古
文
學
の
學
風
は
孔
子
か
ら
傳
つ
た
經
書
を
一
つ
の
歴
史
と
見
る
の
で
あ
り
、
從
つ
て
そ
の
研
究
方
法
も
ま
た
自
ら
實
證
的

方
法
を
以
て
し
、
寧
ろ
大
義
に
通
ず
る
と
い
ふ
こ
と
よ
り
も
一
言
一
句
の
訓
詁
に
先
づ
重
點
を
置
き
微
言
大
義
と
い
ふ
こ
と
を
考
へ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
七
）

小
島
氏
の
指
摘
す
る
通
り
、
微
言
大
義
の
語
は
『
漢
書
』
藝
文
志
及
び
同
劉
歆
傳
を
出
典
と
す
る
。
小
島
氏
に
よ
れ
ば
、
前
漢
に
流
行
し
た
今
文
學
で
は
、
こ

の
微
言
大
義
、
す
な
わ
ち
孔
子
の
口
傳
を
尊
重
す
る
一
方
、
後
漢
に
隆
盛
と
な
っ
た
古
文
學
で
は
、
こ
れ
を
全
く
顧
み
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

微
言
大
義
の
語
は
今
文
經
學
・
古
文
經
學
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
考
え
る
に
當
た
っ
て
、
一
つ
の
有
效
な
指
標
と
な
る
と
言
え
よ
う
。

も
っ
と
も
、
漢
代
の
今
古
文
經
學
の
實
態
が
、
果
た
し
て
小
島
氏
の
言
う
通
り
で
あ
っ
た
か
、
と
い
う
點
に
は
疑
問
も
の
こ
る
。
そ
れ
は
漢
代
の
今
文
學
・

古
文
學
と
微
言
大
義
と
い
う
語
と
の
關
聯
に
つ
い
て
で
あ
る
。
錢
穆
（
一
八
九
五
～
一
九
九
〇
）
は
、
清
末
今
文
學
の
代
表
的
人
物
に
廖
平
（
一
八
五
二
～
一

九
三
二
）
と
康
有
爲
（
一
八
五
八
～
一
九
二
七
）
の
二
人
を
數
え
、
こ
の
う
ち
康
有
爲
の
著
作
と
し
て
は
特
に
『
新
學
僞
經
考
』
を
擧
げ
る
の
で
あ
る
が
（
八
）

、

こ
の
『
新
學
僞
經
考
』
を
民
國
期
に
重
刊
す
る
に
際
し
て
、
錢
玄
同
（
一
八
八
七
～
一
九
三
九
）
が
附
し
た
序
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

今
文
家
は
「
微
言
大
義
」
を
言
ひ
、
古
文
家
は
「
訓
詁
名
物
」
を
言
ふ
、
こ
れ
が
兩
家
最
も
不
同
の
點
で
あ
る
と
近
人
で
謂
ふ
者
が
有
る
（
九
）

。
こ
れ
は
實

に
大
な
る
謬
論
で
あ
る
。
…
…
「
微
言
」「
大
義
」
と
は
、
本
來
は
兩
詞
で
あ
る
。
近
人
が
合
し
て
一
詞
と
し
て
、
凡
そ
今
文
經
説
は
、
專
ら
微
言
大
義

を
發
揮
す
る
こ
と
を
務
む
と
謂
ひ
、
而
し
て
近
代
の
今
文
家
も
亦
多
く
は
微
言
大
義
を
發
揮
す
る
こ
と
を
以
て
自
ら
任
じ
て
ゐ
る
。
其
實
こ
の
兩
詞
は
絶

え
て
西
漢
今
文
家
の
書
籍
中
に
は
見
受
け
な
い
も
の
で
あ
る
。（
十
）

錢
玄
同
の
指
摘
す
る
通
り
、
清
代
の
今
文
家
は
微
言
大
義
を
發
揮
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
こ
の
こ
と
は
、
以
下
、
本
研
究
に
お
い
て
實
際
に
今
文
學
者
の
著
作

を
參
照
し
な
が
ら
確
認
す
る
こ
と
で
あ
る
し
、
同
樣
の
指
摘
は
錢
玄
同
に
止
ま
ら
な
い
（
十
一
）

。
一
方
で
、
錢
玄
同
は
ま
た
、
漢
代
の
今
文
家
の
著
作
中
に
は
微

言
大
義
の
語
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
。
こ
の
指
摘
は
正
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
先
の
小
島
氏
の
言
及
は
、
二
つ
目
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
清
代
の
今
文
家
に
よ
っ
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て
標
榜
さ
れ
た
微
言
大
義
を
、
觀
念
的
に
一
つ
目
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
漢
代
に
ま
で
遡
ら
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
裏
を
返
せ
ば
、
微
言
大
義
の
語
こ

そ
は
、
清
代
の
今
文
經
學
を
考
察
す
る
た
め
の
重
要
な
キ
ー
ワ
ー
ド
と
言
え
る
。
本
研
究
は
、
こ
の
微
言
大
義
の
語
に
着
目
し
て
考
察
を
進
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

第
三
節

本
研
究
の
構
成

本
研
究
の
出
發
點
と
な
る
の
は
、
微
言
大
義
の
語
に
對
す
る
定
義
と
し
て
今
日
最
も
一
般
的
と
目
さ
れ
る
皮
錫
瑞
の
説
で
あ
る
。
第
一
章
で
は
、
こ
の
皮
錫

瑞
の
説
を
取
り
上
げ
、
そ
の
説
が
成
立
し
た
經
緯
を
探
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
皮
錫
瑞
の
説
が
獨
自
の
背
景
に
基
づ
く
こ
と
を
指
摘
し
、
今
文
學
派
と
微
言
大
義

の
語
と
の
關
聯
を
改
め
て
捉
え
直
す
べ
き
こ
と
を
提
唱
す
る
。

こ
れ
を
承
け
て
第
二
章
で
は
、
宋
翔
鳳
（
一
七
七
七
～
一
八
六
〇
）
の
説
を
取
り
上
げ
る
。
乾
隆
・
嘉
慶
・
道
光
・
咸
豐
年
間
を
生
き
た
宋
翔
鳳
は
、
先
の

い
わ
ゆ
る
「
漢
學
」
の
傳
統
と
、
新
興
の
今
文
學
と
の
い
ず
れ
に
も
關
わ
り
を
持
つ
學
者
と
さ
れ
る
。
そ
の
宋
翔
鳳
が
今
文
學
に
果
た
し
た
役
割
を
、
や
は
り

微
言
大
義
の
語
と
の
關
聯
か
ら
考
察
す
る
。
こ
れ
ら
二
章
に
わ
た
る
考
察
を
通
じ
て
、
ま
ず
は
、
今
文
學
の
發
展
史
を
微
言
大
義
の
語
に
即
し
て
明
ら
か
に
す

る
。こ

れ
に
續
け
て
第
三
章
・
第
四
章
で
は
廖
平
の
著
作
を
取
り
上
げ
、
中
で
も
そ
の
『
穀
梁
古
義
疏
』
に
注
目
す
る
。
廖
平
は
そ
の
自
序
に
お
い
て
、『
春
秋

穀
梁
傳
』
に
こ
そ
微
言
大
義
が
備
わ
っ
て
い
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
堙
滅
に
發
憤
し
て
該
書
を
成
し
た
と
述
べ
て
い
る
（
十
二
）

。
第
三
章
で
は
、
こ
の
よ
う
な
廖

平
の
主
張
の
背
景
を
、
今
古
文
經
學
の
相
違
に
對
す
る
彼
の
見
解
と
と
も
に
探
る
。
第
四
章
で
は
、
そ
の
今
古
文
經
學
史
觀
が
實
際
の
經
書
解
釋
に
ど
の
よ
う

に
應
用
さ
れ
て
い
る
か
、『
穀
梁
古
義
疏
』
を
讀
み
解
き
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。

な
お
、
本
研
究
中
、
原
文
を
引
用
す
る
に
際
し
て
は
、
基
本
的
に
提
行
二
字
下
げ
の
形
で
訓
讀
文
を
示
し
、
そ
の
直
後
に
原
文
を
（

）
に
入
れ
て
併
載
す
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る
。
ま
た
、
原
文
中
の
自
注
の
類
は
［

］
に
よ
り
示
す
。

注

（
一
）

『
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
經
部
總
敍
に
「
自
漢
京
以
後
、
垂
二
千
年
、
儒
者
沿
波
、
學
凡
六
變
。
…
…
要
其
歸
宿
、
則
不
過
漢
學
・
宋
學
兩
家
互

爲
勝
負
」
と
あ
る
。

（
二
）

皮
錫
瑞
『
經
學
歴
史
』
經
學
復
盛
時
代
に
「
若
道
・
咸
以
後
、
講
求
今
文
大
義
微
言
、
竝
不
失
之
於
瑣
。
學
者
可
以
擇
所
從
矣
」
と
あ
り
、
乾

隆
・
嘉
慶
の
後
、
道
光
・
咸
豐
年
間
に
興
っ
た
今
文
學
の
優
れ
る
こ
と
を
述
べ
る
。

（
三
）

皮
錫
瑞
著
・
周
予
同
注
釋
『
經
學
歴
史
』（
中
華
書
局
、
一
九
五
九
）「
序
言
」。
初
出
は
『
民
鐸
』
第
九
卷
第
一
號
（
一
九
二
八
）。

（
四
）

注
（
三
）
所
掲
の
周
予
同
「
序
言
」
に
『
提
要
』
の
記
述
を
引
用
し
て
「
其
實
他
們
所
謂
「
漢
學
」、
是
專
指
東
漢
古
文
學
、
竝
不
包
括
西
漢
今

文
學
」
と
あ
る
。

（
五
）

川
原
秀
城
「
今
文
・
古
文
」（
同
氏
編
『
漢
學
と
は
何
か

漢
唐
お
よ
び
清
朝
中
後
期
の
學
術
世
界
』、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
〇
所
收
）
を
參
照
。

（
六
）

高
知
大
學
小
島
文
庫
所
藏
『
讖
緯
説
研
究
』（
昭
和
九
年
度
特
殊
講
義
、
小
島
祐
馬
著
、
大
久
保
莊
太
郞
寫
定
、
一
九
四
一
）

（
七
）

同
注
（
六
）

（
八
）

錢
穆
『
兩
漢
經
學
今
古
文
平
議
』
（
『
錢
賓
四
先
生
全
集
』、
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
八
所
收
。
原
著
初
版
は
新
亞
研
究
所
、
一
九
五
八
）

自
序
に
「
清
季
今
文
學
大
師
凡
兩
人
、
曰
廖
季
平
與
康
有
爲
。
康
著
『
新
學
僞
經
考
』、
專
主
劉
歆
僞
造
古
文
經
之
説
」
と
あ
る
。

（
九
）

こ
こ
に
言
う
「
近
人
」
の
中
に
は
、
周
予
同
を
含
む
だ
ろ
う
。
注
（
三
）
所
掲
の
周
予
同
「
序
言
」
に
、
今
文
學
は
「
微
言
大
義
」
を
重
ん
じ
、

古
文
學
は
「
名
物
訓
詁
」
を
重
ん
ず
る
、
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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（
十
）

錢
玄
同
「
重
論
經
今
古
文
學
問
題
―
―
重
印
新
學
僞
經
考
序
」（
一
九
三
一
）。
本
文
で
の
引
用
は
田
中
慶
太
郞
氏
の
譯
（
文
求
堂
、
一
九
三
六
）

に
よ
っ
た
。

（
十
一
）

注
（
二
）
所
引
の
皮
錫
瑞
の
文
章
に
も
、
清
代
の
今
文
學
派
と
微
言
大
義
と
の
關
係
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
梁
啓
超
『
清
代
學
術
概
論
』

（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
一
）
の
二
十
二
、
支
偉
成
『
清
代
樸
學
大
師
列
傳
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
二
四
）
常
州
派
今
文
經
學
家
列
傳
敍
目
な

ど
の
清
代
學
術
史
が
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

（
十
二
）

廖
平
『
穀
梁
古
義
疏
』
自
序
。
本
研
究
第
三
章
第
一
節
の
（
三
）
を
參
照
。
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第
一
章

皮
錫
瑞
の
「
微
言
大
義
」
言
説

は
じ
め
に

梁
啓
超
『
清
代
學
術
概
論
』
や
支
偉
成
『
清
代
樸
學
大
師
列
傳
』
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
清
代
の
今
文
學
派
は
「
微
言
大
義
」
な
る
も
の
の
闡
明
に
努
め
た

と
さ
れ
る
（
一
）

。
こ
の
微
言
大
義
の
内
容
を
説
明
す
る
際
、
し
ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
の
が
、
清
末
湖
南
の
今
文
學
者
、
皮
錫
瑞
（
一
八
五
〇
～
一
九
〇
八
）
の
説

で
あ
る
。
皮
錫
瑞
は
、
晩
年
の
著
作
『
經
學
通
論
』
に
お
い
て
、
『
孟
子
』
の
記
述
を
根
據
に
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
定
義
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
は
古

今
・
内
外
を
通
じ
て
廣
く
祖
述
さ
れ
て
お
り
、
目
下
、
微
言
大
義
に
關
す
る
言
説
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
二
）

。

そ
の
一
方
で
、
皮
錫
瑞
の
説
そ
れ
自
體
を
對
象
と
し
た
考
察
は
、
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
（
三
）

。
今
文
學
者
が
廣
く
微
言
大
義
を
標
榜
し
た
の

で
あ
れ
ば
、
そ
の
中
に
あ
っ
て
皮
説
は
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
、
そ
も
そ
も
皮
説
は
、
微
言
大
義
に
つ
い
て
の
公
約
數
的
言
説
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

本
章
で
は
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
、
改
め
て
皮
錫
瑞
の
説
を
取
り
上
げ
て
、
思
想
史
的
觀
點
か
ら
檢
討
を
加
え
た
い
。

幸
い
に
も
近
年
、
皮
錫
瑞
の
日
記
の
全
文
が
公
刊
さ
れ
た
が
（
四
）

、
こ
の
よ
う
な
『
經
學
通
論
』
以
外
の
著
作
も
讀
み
解
く
こ
と
で
、
皮
説
が
形
成
さ
れ
た
背

景
と
過
程
と
が
具
體
的
に
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
ま
ず
第
一
節
に
お
い
て
『
經
學
通
論
』
に
記
さ
れ
た
説
を
改
め
て
整
理
し
、

そ
こ
に
見
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
特
徴
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
第
二
節
で
は
、
そ
う
し
た
特
徴
が
い
か
な
る
背
景
に
よ
る
も
の
な
の
か
、
日
記
等
の
周
邊
資
料

を
も
と
に
清
末
湖
南
の
學
術
界
の
状
況
を
讀
み
解
く
。
第
三
節
で
は
『
經
學
通
論
』
に
先
立
つ
著
作
に
着
目
し
、
皮
説
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
た
ど
る
。
第
四

節
で
は
、
こ
れ
ら
を
蹈
ま
え
て
、
今
文
學
派
に
お
け
る
皮
説
の
位
置
づ
け
を
論
じ
た
い
。
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第
一
節

皮
錫
瑞
説
の
整
理

『
春
秋
』
の
微
言
大
義
に
關
す
る
皮
錫
瑞
の
説
は
、
そ
の
『
經
學
通
論
』
の
う
ち
、
春
秋
部
分
の
冒
頭
一
條
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
五
）

。
内
容
か
ら
分
析
す
る

な
ら
ば
、
本
條
は
二
分
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
以
下
、
前
半
と
後
半
と
で
項
を
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
整
理
す
る
。

（
一
）
微
言
大
義
の
定
義
と
『
孟
子
』

こ
の
一
條
は
次
の
よ
う
に
説
き
起
こ
さ
れ
る
。

『
春
秋
』
に
大
義
有
り
、
微
言
有
り
。
所
謂
大
義
な
る
者
は
、
亂
賊
を
誅
討
し
て
以
て
後
世
を
戒
む
る
、
是
れ
な
り
。
所
謂
微
言
な
る
者
は
、
法
制
を
改

立
し
て
以
て
太
平
を
致
す
、
是
れ
な
り
。

（
『
春
秋
』
有
大
義
、
有
微
言
。
所
謂
大
義
者
、
誅
討
亂
賊
以
戒
後
世
是
也
。
所
謂
微
言
者
、
改
立
法
制
以
致
太
平
是
也
。）

右
の
よ
う
に
皮
錫
瑞
は
、『
春
秋
』
に
は
大
義
と
微
言
と
二
つ
の
要
素
が
含
ま
れ
る
と
し
て
、
兩
者
を
區
別
す
る
と
同
時
に
、
ま
ず
は
各
々
の
定
義
を
簡
潔
に

示
す
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
「
此
れ
『
孟
子
』
に
在
り
て
已
に
之
を
明
言
す
」
と
し
て
、
こ
の
定
義
の
根
據
と
な
る
『
孟
子
』
の
記
述
を
二
つ
引
用
す
る
。
そ

の
一
つ
は
滕
文
公
下
篇
の
次
の
箇
所
。

世
衰
へ
道
微
に
し
て
、
邪
説
暴
行
、
又
た
作
る
。
臣
に
し
て
其
の
君
を
弑
す
る
者
、
之
れ
有
り
、
子
に
し
て
其
の
父
を
弑
す
る
者
、
之
れ
有
り
。
孔
子
懼

れ
、『
春
秋
』
を
作
る
。『
春
秋
』
は
、
天
子
の
事
な
り
。
是
の
故
に
孔
子
曰
は
く
、
我
を
知
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』
か
、
我
を
罪
す
る
者
は
其
れ
惟

だ
『
春
秋
』
か
、
と
。

（
世
衰
道
微
、
邪
説
暴
行
又
作
。
臣
弑
其
君
者
有
之
、
子
弑
其
父
者
有
之
。
孔
子
懼
、
作
『
春
秋
』
。『
春
秋
』、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔
子
曰
、
知
我
者
其

惟
『
春
秋
』
乎
、
罪
我
者
其
惟
『
春
秋
』
乎
。）
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い
ま
一
つ
は
離
婁
下
篇
の
次
の
一
章
。

王
者
の
迹
、
熄
み
て
『
詩
』
亡
び
、
『
詩
』
亡
び
て
然
る
後
に
『
春
秋
』
作
る
。
晉
の
乘
、
楚
の
檮
杌
、
魯
の
春
秋
は
、
一
な
り
。
其
の
事
は
則
ち
齊

桓
・
晉
文
、
其
の
文
は
則
ち
史
。
孔
子
曰
は
く
、
其
の
義
は
則
ち
丘
、
竊
か
に
之
を
取
る
、
と
。

（
王
者
之
迹
熄
而
『
詩
』
亡
、
『
詩
』
亡
然
後
『
春
秋
』
作
。
晉
之
乘
、
楚
之
檮
杌
、
魯
之
春
秋
、
一
也
。
其
事
則
齊
桓
・
晉
文
、
其
文
則
史
。
孔
子
曰
、

其
義
則
丘
竊
取
之
矣
。）

加
え
て
、
各
々
の
引
用
の
下
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
趙
岐
と
朱
子
の
注
も
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
後
半
に
お
け
る
論
證
の
材
料
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
『
孟
子
』
の
引
用
を
承
け
て
、
一
條
冒
頭
の
微
言
大
義
の
定
義
と
『
孟
子
』
の
記
述
と
の
關
係
を
以
下
の
よ
う
に
整
理
す
る
。

孔
子
、
君
を
弑
し
父
を
弑
す
る
を
懼
れ
て
『
春
秋
』
を
作
る
。「
『
春
秋
』
成
り
て
亂
臣
賊
子
懼
る
」
は
是
れ
『
春
秋
』
の
大
義
な
り
。「
天
子
の
事
」「
我

を
知
り
我
を
罪
す
」「
其
の
義
は
竊
か
に
取
る
」
は
是
れ
『
春
秋
』
の
微
言
な
り
。
大
義
は
顯
に
し
て
見
易
く
、
微
言
は
隱
に
し
て
明
ら
か
に
し
難
し
。

孔
子
、
人
の
知
ら
ざ
る
を
恐
る
。
故
に
自
ら
其
の
旨
を
明
ら
か
に
せ
ざ
る
を
得
ず
。

（
孔
子
懼
弑
君
弑
父
而
作
『
春
秋
』
。「
『
春
秋
』
成
而
亂
臣
賊
子
懼
」
是
『
春
秋
』
大
義
。「
天
子
之
事
」「
知
我
罪
我
」「
其
義
竊
取
」
是
『
春
秋
』
微
言
。

大
義
顯
而
易
見
、
微
言
隱
而
難
明
。
孔
子
恐
人
不
知
。
故
不
得
不
自
明
其
旨
。）

こ
こ
ま
で
が
本
條
の
前
半
部
分
に
相
當
す
る
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
讀
み
取
れ
る
の
は
、
皮
錫
瑞
が
微
言
と
大
義
と
を
區
別
し
つ
つ
、『
孟
子
』
の
記
述

に
よ
っ
て
そ
れ
ら
を
定
義
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
『
孟
子
』
に
よ
る
定
義
と
い
う
點
は
、
皮
錫
瑞
説
の
特
徴
の
一
つ
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

（
二
）『
孟
子
』
と
公
羊
家
説
と
の
合
致

後
半
に
か
け
て
は
、
孟
子
と
『
公
羊
傳
』
と
の
關
係
を
述
べ
る
次
の
一
段
を
起
點
に
、『
孟
子
』
と
公
羊
家
の
説
と
の
合
致
を
論
證
す
る
。
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「
其
の
事
は
則
ち
齊
桓
・
晉
文
」
の
一
節
は
、
亦
た
『
公
羊
』
昭
十
二
年
傳
に
見
え
、
大
同
小
異
な
り
（
六
）

。
孟
子
の
『
春
秋
』
の
學
、『
公
羊
』
と
同
一

の
師
承
な
る
を
見
る
に
足
る
。
故
に
其
の
微
言
を
表
章
す
る
こ
と
、
深
く
『
公
羊
』
の
旨
を
得
。

（
「
其
事
則
齊
桓
・
晉
文
」
一
節
、
亦
見
於
『
公
羊
』
昭
十
二
年
傳
、
大
同
小
異
。
足
見
孟
子
『
春
秋
』
之
學
、
與
『
公
羊
』
同
一
師
承
。
故
其
表
章
微
言
、

深
得
『
公
羊
』
之
旨
。）

孟
子
と
『
公
羊
傳
』
と
は
同
一
の
師
承
に
屬
す
る
と
し
た
上
で
、
こ
こ
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
後
半
で
は
專
ら
微
言
、
す
な
わ
ち
先
の
皮
錫
瑞
の
定
義
で
言
え

ば
「
法
制
を
改
立
し
て
以
て
太
平
を
致
す
」
こ
と
に
重
點
を
置
い
て
、
兩
者
の
合
致
を
論
證
す
る
。
な
お
、
こ
の
微
言
の
内
容
は
、
公
羊
家
の
言
う
素
王
説
な

る
も
の
に
相
當
す
る
と
言
え
る
（
七
）

。

そ
し
て
、『
孟
子
』
と
公
羊
家
の
素
王
説
と
の
合
致
を
説
く
根
據
と
な
る
の
が
、
前
半
部
分
に
す
で
に
引
用
さ
れ
て
い
た
趙
岐
と
朱
子
の
注
で
あ
る
。
趙
岐

は
『
孟
子
』
に
注
す
る
に
當
た
っ
て
「
素
王
」
と
い
う
語
を
用
い
て
い
る
。
以
下
に
見
る
よ
う
に
、
皮
錫
瑞
が
「
趙
岐
は
漢
人
に
し
て
、
其
の
時
『
公
羊
』
通

行
す
」
と
指
摘
す
る
通
り
、
こ
れ
は
正
し
く
漢
代
に
流
行
し
た
公
羊
家
説
に
基
づ
く
注
だ
と
言
え
る
。
さ
ら
に
皮
錫
瑞
は
、
趙
岐
ば
か
り
で
な
く
朱
子
の
注
も
、

胡
安
國
『
春
秋
傳
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
素
王
説
と
同
一
の
内
容
に
よ
っ
て
『
孟
子
』
を
解
し
て
い
る
と
い
う
。

朱
子
の
注
に
引
く
『
胡
傳
』
も
、
亦
た
『
公
羊
』
の
素
王
説
と
合
す
。
…
…
『
胡
傳
』
に
曰
は
く
「
其
の
位
無
く
し
て
南
面
の
權
を
託
す
」
と
。
此
れ
素

王
の
説
と
、
以
て
異
な
る
こ
と
有
ら
ん
か
、
以
て
異
な
る
こ
と
無
か
ら
ん
か
。
趙
岐
は
漢
人
に
し
て
、
其
の
時
『
公
羊
』
通
行
す
れ
ば
、
岐
、
引
き
て
以

て
『
孟
子
』
に
注
す
る
は
、
固
よ
り
怪
し
む
に
足
る
こ
と
無
し
。
朱
子
の
若
き
は
宋
人
に
し
て
、
其
の
時
『
公
羊
』
は
久
し
く
絶
學
と
成
り
、
朱
子
も
亦

た
『
公
羊
』
を
墨
守
す
る
者
に
非
ず
。
胡
安
國
『
春
秋
傳
』
は
、
朱
子
、
亦
た
深
く
信
ぜ
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
此
の
注
に
於
い
て
、『
胡
傳
』
を
引
き
て

説
を
爲
さ
ざ
る
能
は
ざ
る
は
、
誠
に
『
孟
子
』
の
義
は
本
よ
り
是
く
の
如
く
、
是
く
の
如
か
ら
ざ
れ
ば
則
ち
『
孟
子
』
を
解
し
て
通
ず
る
能
は
ざ
る
を
以

て
な
り
。
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（
朱
子
注
引
『
胡
傳
』、
亦
與
『
公
羊
』
素
王
説
合
。
…
…
『
胡
傳
』
曰
「
無
其
位
而
託
南
面
之
權
。」
此
與
素
王
之
説
、
有
以
異
乎
、
無
以
異
乎
。
趙
岐
漢

人
、
其
時
『
公
羊
』
通
行
、
岐
引
以
注
『
孟
子
』
、
固
無
足
怪
。
若
朱
子
宋
人
、
其
時
『
公
羊
』
久
成
絶
學
、
朱
子
亦
非
墨
守
『
公
羊
』
者
。
胡
安
國

『
春
秋
傳
』、
朱
子
亦
不
深
信
、
而
於
此
注
、
不
能
不
引
『
胡
傳
』
爲
説
、
誠
以
『
孟
子
』
義
本
如
是
、
不
如
是
則
解
『
孟
子
』
不
能
通
也
。）

『
公
羊
傳
』
が
絶
學
状
態
に
あ
っ
た
宋
人
の
説
で
さ
え
も
素
王
説
に
合
致
す
る
な
ら
ば
、『
孟
子
』
の
記
述
は
、
公
羊
家
の
素
王
説
と
合
致
す
る
も
の
と
し
て

解
釋
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。

こ
の
後
半
部
分
の
記
述
か
ら
は
、
趙
岐
・
朱
子
の
注
を
援
用
し
な
が
ら
『
孟
子
』
と
公
羊
家
の
素
王
説
と
の
合
致
を
論
證
す
る
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。
つ
ま

り
、
趙
注
・
朱
注
に
よ
っ
て
、
自
身
の
微
言
に
對
す
る
定
義
が
臆
説
で
な
い
こ
と
を
主
張
す
る
の
だ
が
、
こ
の
點
も
皮
説
の
特
徴
の
一
つ
に
數
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。改

め
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、『
經
學
通
論
』
の
皮
錫
瑞
の
説
に
は
、
第
一
に
『
孟
子
』
の
記
述
に
よ
っ
て
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
定
義
す
る
こ
と
、
第
二

に
『
孟
子
』
の
趙
岐
注
・
朱
子
注
を
根
據
と
し
て
微
言
に
對
す
る
定
義
を
論
證
す
る
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
皮
錫
瑞
の
引
用
す
る
『
孟
子
』
の
記
述
は
、『
春
秋
』
に
關
す
る
最
古
の
記
述
と
し
て
周
知
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
注
目
す
る

こ
と
は
、
何
ら
異
と
す
る
に
足
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
微
言
大
義
の
語
が
今
文
學
派
に
よ
っ
て
唱
道
さ
れ
た
こ
と
に
思
い
を
致
す
な

ら
ば
、
こ
の
語
に
よ
っ
て
『
孟
子
』
の
記
述
を
再
解
釋
す
る
點
に
、
や
は
り
今
文
學
者
と
し
て
の
皮
錫
瑞
の
立
場
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
何
よ
り

も
、
以
上
に
指
摘
し
た
特
徴
を
、
皮
錫
瑞
の
生
き
た
清
末
の
湖
南
と
い
う
時
間
・
空
間
に
還
元
し
て
捉
え
直
す
な
ら
ば
、
そ
こ
に
は
必
然
的
な
背
景
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。『
經
學
通
論
』
は
皮
錫
瑞
晩
年
の
著
作
で
あ
る
。
こ
の
晩
年
定
論
が
い
か
な
る
經
緯
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
の
か
、
次
節
に
お
い
て

清
末
湖
南
の
學
術
界
の
状
況
か
ら
捉
え
直
し
て
み
た
い
。
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第
二
節

皮
錫
瑞
と
清
末
湖
南
の
學
術
界

光
緖
二
十
四
年
（
一
八
九
八
）
戊
戌
の
變
法
に
先
驅
け
て
、
湖
南
は
特
に
革
新
の
氣
運
が
興
隆
し
た
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
一
方
で
、
革
新
派
の
主
張
が
尖

鋭
化
す
る
と
、
こ
れ
に
對
す
る
保
守
派
の
攻
勢
が
激
し
く
な
っ
た
こ
と
も
、
ま
た
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
（
八
）

。
本
節
で
は
、
革
新
派
を
主
導
す
る
立
場
に
あ
っ
た

梁
啓
超
と
、
保
守
派
の
代
表
的
人
物
と
も
言
え
る
葉
德
輝
と
を
取
り
上
げ
て
、
彼
ら
と
皮
錫
瑞
と
の
交
流
か
ら
、
皮
説
が
生
ま
れ
た
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

（
一
）
時
務
學
堂
と
梁
啓
超

梁
啓
超
（
字
は
卓
如
。
一
八
七
三
～
一
九
二
九
）
は
、
師
の
康
有
爲
と
竝
ん
で
「
康
梁
」
と
も
稱
さ
れ
る
よ
う
に
、
清
末
に
お
い
て
大
き
な
社
會
的
影
響
力

を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
が
、
皮
錫
瑞
は
地
元
湖
南
の
長
沙
に
お
い
て
、
こ
の
梁
啓
超
と
交
流
を
持
っ
て
い
る
。
梁
啓
超
自
身
の
語
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
上
海

で
師
説
を
喧
傳
し
て
い
た
彼
が
長
沙
に
や
っ
て
來
た
經
緯
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

已
に
し
て
嗣
同
と
黄
遵
憲
・
熊
希
齡
等
と
、
時
務
學
堂
を
長
沙
に
設
け
、
啓
超
を
聘
し
て
講
席
に
主
た
ら
し
め
、
唐
才
常
等
を
助
教
と
爲
す
。
啓
超
至
り
、

『
公
羊
』『
孟
子
』
を
以
て
教
へ
、
課
す
る
に
箚
記
を
以
て
す
。

（
已
而
嗣
同
與
黄
遵
憲
・
熊
希
齡
等
、
設
時
務
學
堂
於
長
沙
、
聘
啓
超
主
講
席
、
唐
才
常
等
爲
助
教
。
啓
超
至
、
以
『
公
羊
』『
孟
子
』
教
、
課
以
箚
記
。）

（
九
）

梁
啓
超
は
、
湖
南
出
身
の
同
學
、
譚
嗣
同
や
、
黄
遵
憲
・
熊
希
齡
と
い
っ
た
官
吏
の
求
め
に
應
じ
て
、
長
沙
に
新
設
さ
れ
た
時
務
學
堂
に
赴
い
た
の
だ
と
い

う
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
梁
啓
超
が
時
務
學
堂
に
お
い
て
主
に
『
公
羊
傳
』
と
『
孟
子
』
を
講
じ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

は
、
前
節
で
確
認
し
た
皮
錫
瑞
説
の
二
つ
の
特
徴
と
關
わ
る
も
の
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
も
兩
者
の
關
係
は
、
か
か
る
皮
相
の
レ
ベ
ル
に
止
ま

ら
な
い
。
皮
錫
瑞
は
早
速
、
梁
啓
超
と
交
流
を
持
っ
た
よ
う
で
、
日
記
に
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。
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學
堂
に
到
り
て
卓
如
に
見
え
、
略
ぼ
『
春
秋
』
の
學
を
談
ず
。
彼
、
即
ち
堂
に
升
り
て
講
學
す
。
竊
か
に
數
語
を
聽
く
に
、
是
れ
『
孟
子
』
の
中
の
告

子
・
子
莫
の
學
術
を
説
く
。
學
生
は
筆
を
執
り
て
録
記
し
、
加
ふ
る
に
發
明
を
以
て
す
。
予
、
謂
へ
ら
く
後
世
、
士
を
取
る
こ
と
有
り
て
、
士
を
教
ふ
る

法
無
し
。
此
く
の
如
く
に
し
て
方
め
て
是
れ
教
へ
な
り
。

は

じ

（
到
學
堂
見
卓
如
、
略
談
『
春
秋
』
學
。
彼
即
升
堂
講
學
。
竊
聽
數
語
、
是
説
『
孟
子
』
中
告
子
・
子
莫
學
術
。
學
生
執
筆
録
記
、
加
以
發
明
。
予
謂
後
世

有
取
士
、
無
教
士
法
。
如
此
方
是
教
。
）（
十
）

時
務
學
堂
に
お
け
る
梁
啓
超
の
教
育
を
絶
贊
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
確
か
に
『
孟
子
』
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
特
に
、
こ
こ
で
兩
者
が
『
春

秋
』
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
點
も
注
目
さ
れ
る
。
梁
啓
超
に
は
、
時
務
學
堂
に
お
い
て
『
孟
子
』
と
『
春
秋
』
を
い
か
に
讀
む
か
の
綱
領
を
示
し
た
「
讀

孟
子
界
説
」「
讀
春
秋
界
説
」
な
る
文
章
が
あ
る
が
（
十
一
）

、
皮
錫
瑞
は
本
人
か
ら
こ
れ
を
受
け
取
っ
て
、
日
記
に
も
一
部
を
抄
録
し
て
い
る
。

梁
卓
如
、
箸
す
所
の
「
讀
春
秋
界
説
」
一
卷
を
送
り
て
見
示
す
（
十
二
）

。
公
羊
家
の
言
を
發
明
す
。
其
の
精
な
る
者
に
云
ふ
「
…
…
。」
梁
氏
の
文
筆
甚
だ
暢

る
。
予
を
し
て
之
を
爲
ら
し
む
れ
ば
、
此
く
の
如
く
透
徹
な
る
能
は
ず
。
才
力
の
相
ひ
去
る
こ
と
遠
し
。

（
梁
卓
如
送
所
箸
「
讀
春
秋
界
説
」
一
卷
見
示
。
發
明
公
羊
家
言
。
其
精
者
云
「
…
…
。」
梁
氏
文
筆
甚
暢
、
使
予
爲
之
、
不
能
如
此
透
徹
。
才
力
之
相
去

遠
矣
。
）（
十
三
）

た
だ
、
な
お
も
意
に
滿
た
な
い
部
分
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
數
日
後
の
日
記
に
云
う
。

前
に
卓
如
の
「
讀
春
秋
界
説
」
を
觀
る
に
、
予
が
意
、
尚
ほ
未
だ
盡
く
さ
ざ
る
有
り
。
再
び
『
春
秋
義
説
』
を
作
り
、
互
ひ
に
相
ひ
發
明
し
、
撰
し
て
一

篇
を
成
さ
ん
こ
と
を
擬
す
。

（
前
觀
卓
如
「
讀
春
秋
界
説
」、
予
意
尚
有
未
盡
。
擬
再
作
『
春
秋
義
説
』、
互
相
發
明
、
撰
成
一
篇
。）（
十
四
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
皮
錫
瑞
は
、
梁
啓
超
の
「
讀
春
秋
界
説
」
に
啓
發
さ
れ
て
、
自
ら
『
春
秋
義
説
』
な
る
著
作
の
執
筆
を
試
み
た
と
い
う
。
實
際
に
日
記
に
徴
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し
て
も
、
こ
の
後
一
ヶ
月
ほ
ど
の
間
、
彼
が
そ
の
執
筆
に
取
り
か
か
っ
て
い
る
樣
子
が
窺
え
る
。

こ
の
『
春
秋
義
説
』
は
現
在
、
傳
わ
ら
な
い
が
、
現
存
す
る
著
作
か
ら
見
て
も
、
皮
錫
瑞
が
「
讀
春
秋
界
説
」
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
は
十
分
に
推

測
で
き
る
。「
讀
春
秋
界
説
」
の
一
條
目
「
『
春
秋
』
は
孔
子
、
制
度
を
改
定
し
て
以
て
萬
世
に
教
ふ
る
の
書
た
り
（
『
春
秋
』
爲
孔
子
改
定
制
度
以
教
萬
世
之

書
）」
に
お
い
て
、
梁
啓
超
は
、
孔
子
が
『
春
秋
』
を
著
し
た
こ
と
を
黄
宗
羲
の
『
明
夷
待
訪
録
』
等
に
比
擬
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

既
に
已
に
用
ゐ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
則
ち
空
文
を
垂
れ
て
以
て
來
者
を
待
ち
、
亦
た
其
の
平
日
の
懷
く
所
の
者
に
本
づ
き
て
之
を
著
す
は
、
又
た
何
ぞ
異
と
す

る
に
足
ら
ん
や
。
黄
梨
洲
に
『
明
夷
待
訪
録
』
有
る
は
、
黄
氏
の
改
制
な
り
。
王
船
山
に
『
黄
書
』『
噩
夢
』
有
る
は
、
王
氏
の
改
制
な
り
。
馮
林
一
に

『
校
邠
廬
抗
議
』
有
る
は
、
馮
氏
の
改
制
な
り
。
凡
そ
士
大
夫
の
書
を
讀
み
て
心
得
有
る
者
は
、
毎
に
當
時
の
制
度
に
未
だ
善
か
ら
ざ
る
處
有
る
を
覺
え

て
、
以
て
之
を
變
通
す
る
こ
と
有
ら
ん
と
思
ふ
。
此
れ
最
も
尋
常
の
事
な
り
。
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作
る
も
、
亦
た
猶
ほ
是
く
の
ご
と
き
の
み
。
夫
れ
梨

洲
・
船
山
・
林
一
の
能
く
爲
す
所
の
者
を
以
て
し
て
、
必
ず
我
が
孔
子
の
之
を
爲
す
を
許
さ
ざ
る
は
、
此
れ
何
の
理
ぞ
や
。

（
既
已
不
見
用
、
則
垂
空
文
以
待
來
者
、
亦
本
其
平
日
之
所
懷
者
而
著
之
、
又
何
足
異
乎
。
黄
梨
洲
有
『
明
夷
待
訪
録
』
、
黄
氏
之
改
制
也
。
王
船
山
有

『
黄
書
』『
噩
夢
』、
王
氏
之
改
制
也
。
馮
林
一
有
『
校
邠
廬
抗
議
』、
馮
氏
之
改
制
也
。
凡
士
大
夫
之
讀
書
有
心
得
者
、
毎
覺
當
時
之
制
度
有
未
善
處
、

而
思
有
以
變
通
之
。
此
最
尋
常
事
。
孔
子
之
作
『
春
秋
』
、
亦
猶
是
耳
。
夫
以
梨
洲
・
船
山
・
林
一
之
所
能
爲
者
、
而
必
不
許
我
孔
子
爲
之
、
此
何
理

也
。）

梁
啓
超
は
、
後
世
の
黄
宗
羲
ら
と
同
じ
く
、
孔
子
も
自
身
の
理
想
を
託
す
手
段
と
し
て
『
春
秋
』
を
著
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
同
樣
の
記
述
は
皮
錫
瑞
の

著
作
に
も
認
め
ら
れ
る
。

所
謂
改
制
と
は
、
猶
ほ
今
人
の
變
法
と
言
ふ
が
ご
と
き
の
み
。
法
は
積
む
こ
と
久
し
く
し
て
必
ず
變
ず
。
志
有
る
の
士
は
、
世
に
用
ゐ
ら
れ
ざ
れ
ば
、
書

を
著
し
て
説
を
立
て
、
其
の
變
ぜ
ん
と
欲
す
る
所
の
法
を
以
て
後
世
に
傳
へ
ん
と
思
ひ
、
其
の
實
に
行
は
る
る
を
望
ま
ざ
る
は
莫
し
。
周
・
秦
の
諸
子
よ
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り
、
以
て
近
ご
ろ
の
船
山
・
亭
林
・
梨
洲
・
桴
亭
の
諸
公
に
及
ぶ
ま
で
皆
、
然
り
。
亭
林
の
『
日
知
録
』
に
明
ら
か
に
云
ふ
「
言
を
立
つ
る
は
一
時
の
爲

な
ら
ず
」
と
。
船
山
の
『
黄
書
』『
噩
夢
』
は
、
讀
む
者
、
未
だ
嘗
て
其
の
僭
妄
を
疑
は
ず
。
何
ぞ
獨
り
孔
子
の
『
春
秋
』
に
於
い
て
、
反
り
て
僭
妄
を

以
て
之
を
疑
は
ん
。

（
所
謂
改
制
者
、
猶
今
人
之
言
變
法
耳
。
法
積
久
而
必
變
。
有
志
之
士
、
世
不
見
用
、
莫
不
著
書
立
説
、
思
以
其
所
欲
變
之
法
傳
於
後
世
、
望
其
實
行
。
自

周
・
秦
諸
子
、
以
及
近
之
船
山
・
亭
林
・
梨
洲
・
桴
亭
諸
公
皆
然
。
亭
林
『
日
知
録
』
明
云
「
立
言
不
爲
一
時
。」
船
山
『
黄
書
』『
噩
夢
』、
讀
者
未
嘗

疑
其
僭
妄
。
何
獨
於
孔
子
『
春
秋
』、
反
以
僭
妄
疑
之
。）（
十
五
）

兩
者
を
比
較
す
れ
ば
、
論
述
の
主
旨
は
も
と
よ
り
、
王
夫
之
の
『
黄
書
』『
噩
夢
』
を
引
き
合
い
に
出
す
と
こ
ろ
な
ど
、
梁
啓
超
か
ら
の
影
響
は
歴
然
と
し
て

い
る
と
言
え
る
。
な
お
同
樣
の
記
述
は
、
湖
南
學
政
の
徐
仁
鑄
が
著
し
た
『
輶
軒
今
語
』
に
も
見
ら
れ
る
（
十
六
）

。
こ
の
よ
う
に
、
梁
啓
超
の
説
が
當
時
の
湖
南

に
お
い
て
擴
が
り
を
見
せ
て
い
る
こ
と
や
、
皮
錫
瑞
が
そ
の
梁
啓
超
か
ら
啓
發
と
影
響
を
受
け
て
い
る
事
實
か
ら
推
せ
ば
、
皮
錫
瑞
が
『
孟
子
』
と
公
羊
家
説

と
に
着
目
し
た
背
景
に
は
、
梁
啓
超
の
存
在
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
梁
啓
超
が
湖
南
に
滯
在
し
た
の
は
光
緖
二
十
三
年
の
冬
か
ら
翌
二
十
四
年

の
年
初
に
か
け
て
の
僅
か
な
期
間
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
の
交
流
は
、
皮
錫
瑞
の
「
微
言
大
義
」
言
説
に
と
っ
て
少
な
か
ら
ぬ
意
味
を
持
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

年
が
明
け
て
光
緖
二
十
四
年
に
な
る
と
、
皮
錫
瑞
は
、
熊
希
齡
ら
が
官
紳
の
啓
蒙
に
資
す
る
べ
く
開
設
し
た
南
學
會
の
學
長
に
推
擧
さ
れ
、
講
學
を
擔
當
す

る
こ
と
と
な
っ
た
（
十
七
）

。
こ
の
南
學
會
に
お
け
る
講
義
を
見
る
と
、『
孟
子
』
を
引
用
し
つ
つ
『
春
秋
』
の
性
質
を
説
い
て
お
り
、
實
際
に
當
時
か
ら
梁
啓
超
の

説
に
共
鳴
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
梁
啓
超
ら
に
反
對
す
る
葉
德
輝
か
ら
は
強
い
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
こ
の
こ
と
を

確
認
し
よ
う
。
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（
二
）
南
學
會
講
義
と
葉
德
輝

南
學
會
に
お
い
て
、
皮
錫
瑞
は
前
後
十
二
回
の
講
義
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
三
月
二
十
日
に
行
わ
れ
た
第
八
次
講
義
は
、
當
日
の
日
記
に
自
ら
「
『
春

秋
』
の
大
義
を
説
く
」
と
記
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
前
節
で
整
理
し
た
『
經
學
通
論
』
の
説
に
類
似
す
る
内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
皮
錫
瑞
の
南

學
會
第
八
次
講
義
に
云
う
。

孟
子
、
公
孫
丑
（
十
八
）

の
問
ふ
に
答
ふ
る
に
「
孔
子
、『
春
秋
』
を
成
し
て
亂
臣
賊
子
、
懼
る
」
を
以
て
禹
の
洪
水
を
抑
へ
、
周
公
の
夷
狄
を
兼
ね
猛
獸
を

驅
る
の
功
と
竝
び
稱
す
。
又
た
「
孟
子
曰
は
く
、
人
の
禽
獸
に
異
な
る
所
以
の
者
は
幾
ど
希
な
り
」
以
下
四
章
は
、
文
義
一
貫
し
、「
舜
、
庶
物
に
明
ら

か
」
よ
り
以
下
、
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
を
歴
擧
し
、
遂
に
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作
る
に
及
び
、
終
ふ
る
に
「
予
、
未
だ
孔
子
の
徒
と
爲
る
を
得
ざ
る

な
り
。
予
、
私
か
に
諸
を
人
に
淑
く
す
る
な
り
云
云
」
を
以
て
し
、
亦
た
孔
子
、『
春
秋
』
を
作
る
を
以
て
、
舜
・
禹
諸
聖
人
と
竝
び
稱
す
。
朱
子
の
注

に
曰
は
く
「
此
れ
上
章
の
群
聖
を
歴
敍
す
る
を
承
け
、
因
り
て
孔
子
の
事
を
以
て
之
を
繼
ぐ
。
而
し
て
孔
子
の
事
は
、『
春
秋
』
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。

故
に
特
に
之
を
言
ふ
」
と
。
是
れ
朱
子
、
此
の
數
章
を
以
て
一
氣
の
説
と
作
し
、
緯
書
の
云
ふ
所
の
「
志
は
『
春
秋
』
に
在
り
」、
公
羊
家
の
云
ふ
所
の

『
春
秋
』
素
王
と
符
節
を
合
す
る
が
若
し
。
…
…
朱
子
、『
孟
子
』
に
注
し
て
曰
は
く
「
孔
子
を
罪
す
と
は
、
以
謂
へ
ら
く
其
の
位
無
く
し
て
二
百
四
十

年
南
面
の
權
を
託
す
」
と
。「
其
の
位
無
し
」
は
、
即
ち
素
王
な
り
。「
二
百
四
十
年
南
面
の
權
を
託
す
」
は
、
即
ち
王
を
魯
に
託
す
る
な
り
。
學
者
、
緯

書
・
『
公
羊
』
を
信
ぜ
ず
し
て
、
亦
た
將
た
竝
び
に
孟
子
・
朱
子
を
信
ぜ
ざ
ら
ん
や
。

（
孟
子
答
公
孫
丑
問
、
以
「
孔
子
成
『
春
秋
』
而
亂
臣
賊
子
懼
」
與
禹
抑
洪
水
、
周
公
兼
夷
狄
驅
猛
獸
之
功
竝
稱
。
又
「
孟
子
曰
、
人
之
所
以
異
於
禽
獸
者

幾
希
」
以
下
四
章
、
文
義
一
貫
、
自
「
舜
明
於
庶
物
」
以
下
、
歴
擧
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
、
遂
及
孔
子
之
作
『
春
秋
』、
終
以
「
予
未
得
爲
孔
子
徒

也
。
予
私
淑
諸
人
也
云
云
」、
亦
以
孔
子
作
『
春
秋
』、
與
舜
・
禹
諸
聖
人
竝
稱
。
朱
子
注
曰
「
此
承
上
章
歴
敍
群
聖
、
因
以
孔
子
之
事
繼
之
。
而
孔
子
之

事
、
莫
大
於
『
春
秋
』。
故
特
言
之
。」
是
朱
子
以
此
數
章
作
一
氣
説
、
與
緯
書
所
云
「
志
在
『
春
秋
』
」、
公
羊
家
所
云
『
春
秋
』
素
王
若
合
符
節
。
…
…
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朱
子
注
『
孟
子
』
曰
「
罪
孔
子
者
、
以
謂
無
其
位
而
託
二
百
四
十
年
南
面
之
權
。
」「
無
其
位
」、
即
素
王
也
。「
託
二
百
四
十
年
南
面
之
權
」、
即
託
王
於

魯
也
。
學
者
不
信
緯
書
・
『
公
羊
』、
亦
將
竝
不
信
孟
子
・
朱
子
乎
。
）（
十
九
）

こ
こ
で
は
『
孟
子
』
滕
文
公
下
篇
及
び
離
婁
下
篇
の
記
述
を
引
用
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
に
對
す
る
朱
子
の
注
を
も
引
き
な
が
ら
、『
孟
子
』
の
記
述
が

公
羊
家
の
素
王
説
と
合
致
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
は
微
言
大
義
と
い
う
語
こ
そ
用
い
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
説
く
と
こ
ろ
は
、
前
節

で
確
認
し
た
『
經
學
通
論
』
の
説
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
講
義
は
『
經
學
通
論
』
の
説
の
形
成
過
程
を
探
る
に
當
た

っ
て
も
、
そ
の
萌
芽
的
な
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
次
節
で
改
め
て
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
て
、
そ
の
一
方

で
、
當
時
、
こ
の
よ
う
な
皮
錫
瑞
の
言
論
に
對
し
て
、
強
い
異
議
を
唱
え
た
の
が
葉
德
輝
（
字
は
煥
彬
。
一
八
六
四
～
一
九
二
七
）
で
あ
る
。
こ
の
講
義
の
約

一
ヶ
月
後
、
閏
三
月
二
十
九
日
の
日
記
に
、
皮
錫
瑞
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

葉
煥
彬
の
書
の
、
山
膏
の
罵
る
を
好
む
が
如
き
、
及
び
刻
す
る
所
の
『
輶
軒
今
語
評
』
を
接
す
。
此
の
人
、
此
く
の
如
き
の
陋
な
る
を
料
ら
ず
。
中
間
に

大
な
る
笑
話
多
し
。
何
ぞ
苦
し
む
こ
と
乃
ち
爾
る
。
是
の
日
は
時
務
學
堂
の
月
課
に
し
て
、
歐
・
韓
・
葉
の
三
君
、
秉
三
・
紱
丞
、
皆
、
此
こ
に
到
る
。

同
じ
く
其
の
書
を
閲
る
に
、
之
を
哂
は
ざ
る
莫
し
。

（
接
葉
煥
彬
書
、
如
山
膏
好
罵
、
及
所
刻
『
輶
軒
今
語
評
』。
不
料
此
人
如
此
之
陋
。
中
間
多
大
笑
話
。
何
苦
乃
爾
。
是
日
時
務
學
堂
月
課
、
歐
・
韓
・
葉

三
君
、
秉
三
・
紱
丞
、
皆
到
此
。
同
閲
其
書
、
莫
不
哂
之
。）

こ
の
日
、
葉
德
輝
の
書
信
と
そ
の
著
作
『
輶
軒
今
語
評
』
を
受
け
取
っ
た
皮
錫
瑞
は
、
時
務
學
堂
教
習
の
歐
榘
甲
・
韓
文
擧
・
葉
覺
邁
、
そ
れ
に
熊
希
齡
や
唐

才
常
ら
と
と
も
に
、
そ
れ
を
一
笑
に
付
し
て
い
る
。

こ
の
『
輶
軒
今
語
評
』
は
、
前
出
の
徐
仁
鑄
『
輶
軒
今
語
』
を
訂
正
す
べ
く
、
葉
德
輝
が
一
條
ご
と
に
評
語
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
徐
仁
鑄
は
經
學
・
史

學
・
諸
子
學
・
宋
學
の
四
門
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
い
く
つ
か
の
條
目
を
掲
げ
て
治
學
の
綱
領
を
略
述
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
開
卷
劈
頭
の
經
學
・
第
一
條
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に
は
「
經
學
は
當
に
微
言
大
義
を
求
む
べ
く
、
考
据
訓
詁
の
困
し
む
所
と
爲
る
こ
と
勿
れ
（
經
學
當
求
微
言
大
義
、
勿
爲
考
据
訓
詁
所
困
）」
と
題
し
て
い
る
。

煩
瑣
な
考
證
を
捨
て
て
、
前
漢
の
微
言
大
義
の
學
に
歸
る
こ
と
を
提
唱
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
對
す
る
葉
德
輝
の
評
語
は
以
下
の
通
り
。

外
患
日
〻
に
迫
り
、
凡
そ
學
術
・
經
濟
を
空
談
す
る
者
は
、
同
じ
く
無
用
に
歸
す
。
未
だ
微
言
大
義
の
致
用
の
、
即
ち
能
く
考
据
訓
詁
に
勝
る
を
見
ず
。

特
だ
微
言
大
義
は
以
て
近
事
に
比
傅
す
べ
し
。
故
に
此
れ
を
藉
り
て
以
て
其
の
私
を
行
ふ
。
此
れ
則
ち
西
漢
の
諸
儒
、
聞
き
て
痛
哭
流
涕
す
る
者
な
り
。

（
外
患
日
迫
、
凡
空
談
學
術
・
經
濟
者
、
同
歸
于
無
用
。
未
見
微
言
大
義
之
致
用
、
即
能
勝
于
考
据
訓
詁
。
特
微
言
大
義
可
以
比
傅
近
事
。
故
藉
此
以
行
其

私
。
此
則
西
漢
諸
儒
聞
而
痛
哭
流
涕
者
矣
。）（
二
十
）

す
な
わ
ち
、
康
有
爲
ら
現
今
の
今
文
學
者
が
標
榜
す
る
微
言
大
義
は
附
會
に
過
ぎ
な
い
と
斷
ず
る
の
で
あ
る
。
徐
仁
鑄
『
輶
軒
今
語
』
は
こ
の
他
に
も
、『
公

羊
傳
』
や
『
孟
子
』
を
學
ぶ
べ
き
こ
と
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
葉
德
輝
は
そ
れ
ら
に
對
し
て
も
、
一
つ
一
つ
反
駁
を
加
え
て
い
る
（
二
十
一
）

。

こ
れ
に
對
し
皮
錫
瑞
は
、
こ
う
し
た
『
輶
軒
今
語
評
』
の
記
述
に
對
す
る
不
滿
か
ら
、
葉
德
輝
に
書
信
を
送
っ
て
次
の
よ
う
に
難
ず
る
。

大
箸
は
康
氏
の
學
を
惡
む
に
因
り
て
、
竝
び
に
怒
り
を
古
人
に
遷
し
、『
孟
子
』
を
詆
り
、『
公
羊
』
を
詆
る
。

（
大
箸
因
惡
康
氏
之
學
、
竝
遷
怒
於
古
人
、
詆
『
孟
子
』、
詆
『
公
羊
』。
）（
二
十
二
）

こ
の
皮
錫
瑞
か
ら
の
批
判
に
對
し
て
、
葉
德
輝
か
ら
辯
解
の
書
信
が
屆
け
ら
れ
る
と
、
皮
錫
瑞
は
再
び
日
記
の
中
に
返
信
の
原
稿
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
中
に

次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

弟
、
初
め
て
講
學
す
る
に
、
公
に
『
孟
子
』『
公
羊
』
を
言
ふ
こ
と
勿
れ
の
教
へ
有
る
を
承
く
る
も
、
而
れ
ど
も
其
の
後
、
略
ぼ
之
に
及
ば
ざ
る
能
は
ざ

る
は
、
此
れ
意
有
り
て
公
と
背
馳
す
る
に
非
ず
。
實
に
學
會
の
講
ず
る
所
は
、
民
智
を
開
く
に
在
り
て
、
聽
く
者
は
人
、
雜
に
し
て
多
く
、
必
ず
此
く
の

如
く
に
し
て
乃
ち
孔
教
を
推
尊
し
て
變
法
の
説
を
引
伸
す
べ
き
を
以
て
な
り
。

（
弟
初
講
學
、
承
公
有
勿
言
『
孟
子
』『
公
羊
』
之
教
、
而
其
後
不
能
不
略
及
之
者
、
此
非
有
意
與
公
背
馳
。
實
以
學
會
所
講
、
在
開
民
智
、
聽
者
人
雜
而
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多
、
必
如
此
乃
可
推
尊
孔
教
而
引
伸
變
法
之
説
也
。
）（
二
十
三
）

葉
德
輝
は
、
梁
啓
超
や
そ
の
師
で
あ
る
康
有
爲
が
『
孟
子
』『
公
羊
傳
』
を
顯
彰
す
る
こ
と
に
反
對
し
て
お
り
、
皮
錫
瑞
も
そ
の
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
の

で
あ
る
が
、
皮
錫
瑞
は
そ
れ
で
も
な
お
、
斷
乎
と
し
て
南
學
會
に
お
い
て
『
孟
子
』『
公
羊
』
の
學
を
講
じ
た
の
で
あ
る
。

右
の
よ
う
な
清
末
湖
南
の
學
術
界
の
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
前
節
で
整
理
し
た
皮
説
の
第
一
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
『
孟
子
』
に
よ
っ
て
『
春
秋
』
の
微

言
大
義
を
定
義
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
梁
啓
超
が
唱
道
し
、
徐
仁
鑄
も
贊
同
し
た
よ
う
な
、
當
地
に
お
け
る
『
孟
子
』『
公
羊
傳
』
の
流
行
が
想
定
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
ま
た
第
二
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
趙
岐
や
朱
子
の
注
を
引
用
し
な
が
ら
微
言
の
定
義
を
論
證
す
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
微
言
大
義
が
附
會
に
近
い
と

す
る
葉
德
輝
の
よ
う
な
批
判
に
應
え
よ
う
と
す
る
意
圖
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

前
節
で
整
理
し
た
『
經
學
通
論
』
の
説
を
め
ぐ
っ
て
は
、
光
緖
二
十
四
年
の
南
學
會
講
義
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
う
し
た
背
景
と
意
圖
を
讀
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
晩
年
の
『
經
學
通
論
』
を
つ
な
ぐ
も
の
と
し
て
、
い
ま
一
つ
注
目
す
べ
き
著
作
が
あ
る
。
次
節
で
は
そ
れ
に
基
づ
い

て
、
皮
錫
瑞
の
説
が
形
成
さ
れ
て
い
く
過
程
を
た
ど
ろ
う
。

第
三
節

皮
錫
瑞
説
の
形
成
過
程

皮
錫
瑞
は
光
緖
三
十
四
年
に
卒
し
て
い
る
が
、『
經
學
通
論
』
は
そ
の
前
年
、
光
緖
三
十
三
年
に
脱
稿
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
經
學
通
論
』
に
先
立

っ
て
皮
錫
瑞
が
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
言
明
し
た
著
作
に
『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
が
あ
る
。

卷
末
に
附
さ
れ
た
息
子
の
皮
嘉
祐
の
跋
文
に
よ
れ
ば
、
該
書
は
湖
南
高
等
學
堂
・
湖
南
中
路
師
範
學
堂
・
長
沙
府
中
學
堂
に
お
け
る
皮
錫
瑞
の
講
義
を
、
そ

の
死
後
に
ま
と
め
た
も
の
だ
と
い
う
。
た
だ
し
、
皮
錫
瑞
は
光
緖
二
十
九
年
以
來
、
こ
れ
ら
の
學
堂
で
教
育
に
携
わ
っ
て
お
り
、
ま
た
光
緖
三
十
年
八
月
十
八

日
の
日
記
に
「
『
春
秋
講
義
』
を
録
す
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
以
後
の
日
記
に
は
講
義
原
稿
執
筆
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
か
ら
、
『
師
伏
堂
春
秋
講
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義
』
は
、
こ
の
時
期
の
皮
錫
瑞
の
説
を
代
表
す
る
も
の
と
見
て
差
し
支
え
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
書
は
上
下
二
卷
か
ら
成
る
が
、
そ
の
う
ち
上
卷
の
第
十
七
條
に
は
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

蓋
し
『
春
秋
』
に
大
義
有
り
、
微
言
有
り
。
大
義
は
亂
臣
賊
子
を
誅
す
る
に
在
り
、
人
人
、
盡
く
知
る
者
な
り
。
微
言
は
後
王
の
爲
に
法
を
立
つ
る
に
在

り
、
人
人
、
盡
く
は
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
者
な
り
。
孟
子
、
又
た
之
を
明
言
す
。
曰
は
く
「
『
春
秋
』
は
、
天
子
の
事
な
り
。
是
の
故
に
孔
子
曰
は
く
、

我
を
知
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』
か
、
我
を
罪
す
る
者
は
其
れ
惟
だ
『
春
秋
』
か
」
と
。
趙
岐
の
注
に
「
素
王
の
法
を
設
け
、
天
子
の
事
と
謂
ふ
な

り
」
と
。
…
…
朱
注
の
引
く
胡
氏
曰
は
く
「
孔
子
を
罪
す
と
は
、
以
謂
へ
ら
く
其
の
位
無
く
し
て
二
百
四
十
年
南
面
の
權
を
託
す
」
と
。
「
其
の
位
無

し
」「
南
面
の
權
を
託
す
」
は
、
正
に
是
れ
空
に
一
王
の
法
を
設
く
る
な
り
。
素
王
は
『
公
羊
』
の
説
に
出
で
、『
孟
子
』
は
『
公
羊
』
と
合
す
。
趙
岐
は

後
漢
の
人
な
れ
ば
、
是
れ
『
公
羊
』
を
習
ふ
者
な
り
。
朱
子
は
宋
人
に
し
て
、『
公
羊
』
を
習
ふ
に
非
ざ
る
も
、
而
れ
ど
も
『
孟
子
』
に
注
す
る
に
胡
安

國
『
春
秋
傳
』
を
引
き
て
以
て
之
を
解
せ
ざ
る
こ
と
能
は
ず
、
其
の
説
、『
公
羊
春
秋
』
の
素
王
の
義
と
略
ぼ
同
じ
。
此
く
の
如
か
ら
ざ
れ
ば
『
孟
子
』

を
解
す
る
能
は
ざ
る
を
以
て
な
り
。

（
蓋
『
春
秋
』
有
大
義
、
有
微
言
。
大
義
在
誅
亂
臣
賊
子
、
人
人
盡
知
者
也
。
微
言
在
爲
後
王
立
法
、
不
能
人
人
盡
知
者
也
。
孟
子
又
明
言
之
矣
。
曰

「
『
春
秋
』、
天
子
之
事
也
。
是
故
孔
子
曰
、
知
我
者
其
惟
『
春
秋
』
乎
、
罪
我
者
其
惟
『
春
秋
』
乎
。」
趙
岐
注
「
設
素
王
之
法
、
謂
天
子
之
事
也
。」

…
…
朱
注
引
胡
氏
曰
「
罪
孔
子
者
、
以
謂
無
其
位
而
託
二
百
四
十
年
南
面
之
權
。
」
「
無
其
位
」
「
託
南
面
之
權
」
、
正
是
空
設
一
王
之
法
。
素
王
出
『
公

羊
』
説
、『
孟
子
』
與
『
公
羊
』
合
。
趙
岐
後
漢
人
、
是
習
『
公
羊
』
者
。
朱
子
宋
人
、
非
習
『
公
羊
』、
而
注
『
孟
子
』
不
能
不
引
胡
安
國
『
春
秋
傳
』

以
解
之
、
其
説
與
『
公
羊
春
秋
』
素
王
之
義
略
同
。
以
不
如
此
不
能
解
『
孟
子
』
也
。）

大
義
と
微
言
と
を
區
別
し
て
各
々
の
定
義
を
明
言
す
る
こ
と
や
、『
孟
子
』
と
そ
の
趙
岐
注
・
朱
子
注
を
引
用
す
る
點
な
ど
、
一
見
し
て
、
本
章
第
一
節
で

整
理
し
た
『
經
學
通
論
』
の
説
と
の
類
似
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
南
學
會
第
八
次
講
義
以
來
、
一
貫
し
て
『
孟
子
』
と
そ
の
注
を
重
視
し
て
い
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る
こ
と
も
分
か
る
。

『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
に
は
こ
の
他
に
も
、
皮
錫
瑞
の
い
う
大
義
の
方
面
に
專
ら
注
目
し
た
一
條
も
見
出
さ
れ
る
。
上
卷
の
第
十
二
條
に
云
う
。

『
左
氏
傳
』
を
讀
む
に
、
先
づ
『
春
秋
』
經
を
讀
む
を
要
す
。『
春
秋
』
經
を
讀
む
に
、
先
づ
孔
子
『
春
秋
』
を
作
る
の
大
義
を
知
る
を
要
す
。
大
義
、

何
く
に
か
在
る
。
孟
子
、
之
を
明
言
す
。
曰
は
く
「
世
衰
へ
道
微
に
し
て
、
邪
説
暴
行
、
又
た
作
る
。
臣
に
し
て
其
の
君
を
弑
す
る
者
、
之
れ
有
り
、
子

に
し
て
其
の
父
を
弑
す
る
者
、
之
れ
有
り
。
孔
子
懼
れ
、『
春
秋
』
を
作
る
」
と
。
孟
子
の
説
に
據
れ
ば
、
是
れ
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作
る
は
、
是
れ
當

時
の
人
の
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
を
懼
れ
、
尤
も
人
、
倡
へ
て
父
を
無
み
し
君
を
無
み
す
る
の
邪
説
を
爲
し
、
亂
賊
、
益
〻
忌
む
所
無
き
を
懼
る
。

…
…
孔
子
、
亂
賊
を
誅
し
、
必
ず
邪
説
を
息
め
ん
と
欲
す
。
故
に
『
春
秋
』
を
作
り
て
以
て
大
義
を
明
ら
か
に
し
、
天
下
を
し
て
亂
臣
賊
子
は
人
人
得
て

之
を
誅
す
る
を
知
り
、
自
ら
容
る
る
所
無
く
し
て
懼
れ
し
む
。
此
れ
孔
子
の
『
春
秋
』
を
成
す
こ
と
、
禹
の
洪
水
を
抑
へ
、
周
公
の
夷
狄
を
兼
ね
猛
獸
を

驅
る
の
功
に
比
す
べ
く
、
孟
子
、
以
て
天
下
の
一
治
と
爲
す
所
以
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
孔
子
の
空
言
を
以
て
世
に
垂
れ
、
萬
世
の
師
表
と
爲
る
は
、
首
め

に
『
春
秋
』
一
書
に
在
り
。
故
に
孟
子
、
又
た
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
よ
り
し
て
孔
子
の
『
春
秋
』
を
作
る
を
稱
す
。
朱
注
に
「
此
れ
又
た
上
章

に
群
聖
を
歴
敍
す
る
を
承
け
て
、
因
り
て
孔
子
の
事
を
以
て
之
を
繼
ぐ
。
而
し
て
孔
子
の
事
は
、
『
春
秋
』
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
故
に
特
に
之
を
言

ふ
」
と
。『
孟
子
』
の
兩
處
の
文
は
、
正
に
互
ひ
に
相
ひ
發
明
す
る
な
り
。

（
讀
『
左
氏
傳
』、
要
先
讀
『
春
秋
』
經
。
讀
『
春
秋
』
經
、
要
先
知
孔
子
作
『
春
秋
』
大
義
。
大
義
何
在
。
孟
子
明
言
之
矣
。
曰
「
世
衰
道
微
、
邪
説
暴

行
又
作
。
臣
弑
其
君
者
有
之
、
子
弑
其
父
者
有
之
。
孔
子
懼
、
作
『
春
秋
』
。
」
據
孟
子
説
、
是
孔
子
作
『
春
秋
』、
是
懼
當
時
之
人
無
父
無
君
、
尤
懼
人

倡
爲
無
父
無
君
之
邪
説
、
亂
賊
益
無
所
忌
。
…
…
孔
子
欲
誅
亂
賊
、
必
息
邪
説
。
故
作
『
春
秋
』
以
明
大
義
、
使
天
下
知
亂
臣
賊
子
人
人
得
而
誅
之
、
自

無
所
容
而
懼
。
此
孔
子
成
『
春
秋
』、
所
以
可
比
禹
抑
洪
水
、
周
公
兼
夷
狄
驅
猛
獸
之
功
、
孟
子
以
爲
天
下
一
治
。
然
則
孔
子
以
空
言
垂
世
、
爲
萬
世
師

表
者
、
首
在
『
春
秋
』
一
書
。
故
孟
子
又
由
舜
・
禹
・
湯
・
文
・
武
・
周
公
而
稱
孔
子
作
『
春
秋
』。
朱
注
「
此
又
承
上
章
歴
敍
群
聖
、
因
以
孔
子
之
事
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繼
之
。
而
孔
子
之
事
、
莫
大
於
『
春
秋
』。
故
特
言
之
。
」『
孟
子
』
兩
處
之
文
、
正
互
相
發
明
也
。）

こ
こ
で
も
や
は
り
南
學
會
第
八
次
講
義
を
繼
承
し
つ
つ
、
後
の
『
經
學
通
論
』
と
同
樣
に
、『
孟
子
』・
朱
子
注
を
引
用
し
て
自
説
を
論
證
し
て
い
る
。
こ
の

『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
は
、『
經
學
通
論
』
に
先
ん
じ
て
『
春
秋
』
の
微
言
大
義
を
明
言
し
た
も
の
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
著
作
と
言
え
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
皮
錫
瑞
の
著
名
な
著
作
に
『
經
學
歴
史
』
が
あ
る
が
、
該
書
の
一
部
は
、
や
は
り
湖
南
師
範
館
に
お
け
る
講
義
原
稿
に
基
づ
く
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
（
二
十
四
）

。
こ
の
よ
う
に
、
舊
稿
に
整
理
を
加
え
て
著
作
を
ま
と
め
る
こ
と
が
皮
錫
瑞
の
著
述
ス
タ
イ
ル
と
す
る
な
ら
ば
、『
經
學
通
論
』
春
秋
部
分
の

少
な
く
と
も
一
部
は
、『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
を
繼
承
し
た
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
（
二
十
五
）

。
南
學
會
第
八
次
講
義
を
も
と
に
、『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
で
は
微

言
大
義
の
定
義
を
加
え
、
こ
れ
を
更
に
整
理
す
る
こ
と
で
、
定
論
と
し
て
の
『
經
學
通
論
』
の
説
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
以
上
の
よ
う
な
背
景
と
過
程
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
皮
錫
瑞
の
説
が
、
今
文
學
派
内
部
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
い
。

第
四
節

今
文
學
派
に
お
け
る
「
微
言
大
義
」
言
説
の
發
展

上
述
の
よ
う
に
、
今
文
學
派
と
微
言
大
義
と
の
關
聯
は
、
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
專
ら
皮
説
ば
か
り
を
取
り
上
げ
る
現
状

で
は
、
こ
の
説
が
今
文
學
派
内
部
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
は
明
ら
か
に
し
難
い
。
本
節
で
は
、
今
文
學
者
の
著
作
を
改
め
て
繙
き
な
が
ら
、
彼
ら

の
中
で
微
言
大
義
に
關
す
る
言
説
が
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
た
か
を
確
認
し
た
上
で
、
皮
説
が
い
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
を
考
察
し
た
い
。

今
文
學
者
の
う
ち
、
ま
ず
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
劉
逢
祿
（
一
七
七
六
～
一
八
二
九
）
だ
ろ
う
。
劉
逢
祿
は
、
清
代
今
文
學
の
創
始
者
と
さ
れ
る
莊
存
與

（
一
七
一
九
～
一
七
八
八
）
の
外
孫
に
當
た
り
、
莊
氏
の
學
を
よ
く
繼
承
し
た
と
評
さ
れ
る
（
二
十
六
）

。
そ
の
『
左
氏
春
秋
考
證
』
は
、『
春
秋
左
氏
傳
』
が
元
來

『
左
氏
春
秋
』
と
稱
し
て
事
實
の
み
を
傳
え
た
書
で
あ
り
、『
春
秋
』
の
傳
と
し
て
の
性
質
を
缺
く
こ
と
を
主
張
す
る
。
今
文
公
羊
學
の
立
場
か
ら
す
る
古
文
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『
左
氏
傳
』
へ
の
批
判
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

劉
逢
祿
の
い
う
『
左
氏
春
秋
』
の
名
稱
は
、『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
序
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
。

魯
の
君
子
左
邱
明
、
弟
子
の
人
人
、
端
を
異
に
し
、
各
〻
其
の
意
に
安
ん
じ
、
其
の
眞
を
失
ふ
を
懼
る
。
故
に
孔
子
の
史
記
に
因
り
て
具
さ
に
其
の
語
を

論
じ
、『
左
氏
春
秋
』
を
成
す
。

（
魯
君
子
左
邱
明
、
懼
弟
子
人
人
異
端
、
各
安
其
意
失
其
眞
。
故
因
孔
子
史
記
具
論
其
語
、
成
『
左
氏
春
秋
』
。）

こ
の
記
述
に
對
し
て
、
劉
逢
祿
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

證
に
曰
は
く
、
夫
子
の
經
は
、
竹
帛
に
書
す
る
も
、
微
言
大
義
は
、
書
を
以
て
見
す
べ
か
ら
ざ
れ
ば
、
則
ち
游
・
夏
の
徒
、
之
を
傳
ふ
。
邱
明
は
蓋
し
魯

し

め

悼
の
後
に
生
ま
れ
、
徒
だ
夫
子
の
經
、
及
び
史
記
の
晉
の
乘
の
類
を
見
る
の
み
に
し
て
、
未
だ
口
受
の
微
恉
を
聞
か
ず
。

（
證
曰
、
夫
子
之
經
、
書
於
竹
帛
、
微
言
大
義
、
不
可
以
書
見
、
則
游
・
夏
之
徒
傳
之
。
邱
明
蓋
生
魯
悼
之
後
、
徒
見
夫
子
之
經
及
史
記
晉
乘
之
類
、
而
未

聞
口
受
微
恉
。
）（
二
十
七
）

す
な
わ
ち
、
微
言
大
義
な
る
も
の
が
、
口
傳
に
よ
っ
て
孔
子
か
ら
子
游
・
子
夏
ら
へ
と
授
け
ら
れ
た
一
方
で
、『
左
氏
春
秋
』
の
作
者
、
左
邱
明
は
、
こ
の

微
言
大
義
の
傳
授
に
は
與
ら
な
か
っ
た
と
述
べ
る
の
で
あ
る
。
劉
逢
祿
は
『
左
氏
春
秋
考
證
』
に
お
い
て
、
か
か
る
論
調
を
も
と
に
『
左
氏
』
の
性
質
を
規
定

し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
別
の
「
春
秋
論
下
」
と
い
う
論
文
で
は
ま
た
、『
春
秋
』
の
他
の
二
傳
、
す
な
わ
ち
『
公
羊
傳
』『
穀
梁
傳
』
に
つ
い
て
も
、
微
言
大

義
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

是
の
故
に
日
月
名
字
を
以
て
褒
貶
と
爲
す
は
、『
公
』『
穀
』
の
同
じ
き
所
に
し
て
、
大
義
迥
か
に
異
な
る
は
、
則
ち
穀
梁
は
卜
商
の
高
弟
に
非
ず
し
て
、

章
句
を
傳
ふ
る
も
而
れ
ど
も
微
言
を
傳
へ
ざ
る
を
以
て
す
。
所
謂
「
中
人
以
下
、
上
を
語
ぐ
べ
か
ら
ざ
る
」
者
か
。

（
是
故
以
日
月
名
字
爲
褒
貶
、『
公
』『
穀
』
所
同
、
而
大
義
迥
異
者
、
則
以
穀
梁
非
卜
商
高
弟
、
傳
章
句
而
不
傳
微
言
。
所
謂
「
中
人
以
下
、
不
可
語
上
」
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者
與
。
）（
二
十
八
）

孔
子
か
ら
卜
商
、
す
な
わ
ち
子
夏
ら
に
傳
え
ら
れ
た
微
言
大
義
は
、
本
來
で
あ
れ
ば
そ
の
弟
子
へ
と
再
傳
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
穀
梁
氏
は
『
論
語
』
雍

也
篇
に
い
う
中
人
以
下
の
人
で
あ
っ
て
、
微
言
大
義
を
繼
承
す
べ
き
高
弟
で
は
な
い
と
す
る
。

こ
の
よ
う
に
劉
逢
祿
は
、
口
傳
に
よ
っ
て
孔
子
か
ら
弟
子
へ
と
授
け
ら
れ
た
も
の
を
微
言
大
義
と
規
定
し
、
そ
れ
を
完
全
に
傳
え
る
の
は
『
公
羊
傳
』
の
み

と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
劉
逢
祿
の
想
定
す
る
微
言
大
義
の
内
容
と
は
、
つ
ま
り
三
科
九
旨
説
等
の
『
公
羊
傳
』
獨
自
の
傳
義
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
じ

く
「
春
秋
論
下
」
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
の
は
、
そ
の
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。

三
科
九
旨
無
け
れ
ば
則
ち
『
公
羊
』
無
く
、『
公
羊
』
無
け
れ
ば
則
ち
『
春
秋
』
無
し
。
尚
ほ
奚
の
微
言
か
之
れ
與
り
有
ら
ん
。

（
無
三
科
九
旨
則
無
『
公
羊
』、
無
『
公
羊
』
則
無
『
春
秋
』。
尚
奚
微
言
之
與
有
。）

次
に
、
こ
の
劉
逢
祿
に
師
事
し
た
魏
源
（
一
七
九
四
～
一
八
五
七
）
の
説
を
見
て
み
よ
う
。
魏
源
は
、
劉
逢
祿
の
遺
稿
を
整
理
し
た
『
劉
禮
部
集
』
に
序
し

て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

西
京
の
微
言
大
義
の
學
は
東
京
に
墜
ち
、
東
京
の
典
章
制
度
の
學
は
隋
唐
に
絶
え
、
兩
漢
の
故
訓
聲
音
の
學
は
魏
晉
に
熄
む
。
其
の
道
、
果
た
し
て
孰
れ

か
隆
替
せ
ん
や
。
且
つ
夫
れ
文
質
は
再
世
に
し
て
必
ず
復
し
、
天
道
は
三
微
に
し
て
一
箸
を
成
す
。
今
日
復
古
の
要
は
、
故
訓
聲
音
よ
り
し
て
以
て
東
漢

の
典
章
制
度
に
進
む
。
此
れ
齊
、
一
變
し
て
魯
に
至
る
な
り
。
典
章
制
度
よ
り
し
て
以
て
西
漢
の
微
言
大
義
に
進
み
、
經
術
・
政
事
・
文
章
を
一
に
貫
く
。

此
れ
魯
、
一
變
し
て
道
に
至
る
な
り
。

（
西
京
微
言
大
義
之
學
墜
于
東
京
、
東
京
典
章
制
度
之
學
絶
于
隋
唐
、
兩
漢
故
訓
聲
音
之
學
熄
于
魏
晉
。
其
道
果
孰
隆
替
哉
。
且
夫
文
質
再
世
而
必
復
、
天

道
三
微
而
成
一
箸
。
今
日
復
古
之
要
、
由
故
訓
聲
音
以
進
于
東
漢
典
章
制
度
。
此
齊
一
變
至
魯
也
。
由
典
章
制
度
以
進
于
西
漢
微
言
大
義
、
貫
經
術
・
政

事
・
文
章
于
一
。
此
魯
一
變
至
道
也
。
）（
二
十
九
）
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魏
源
は
、
前
漢
の
學
術
の
特
徴
を
微
言
大
義
と
捉
え
、
こ
れ
を
後
漢
の
典
章
制
度
の
學
と
對
比
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
師
の
劉
逢
祿
が
『
公
羊
傳
』
の
み

に
限
っ
て
い
た
微
言
大
義
の
範
圍
を
、
前
漢
の
今
文
學
全
體
に
擴
大
し
た
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
二
節
で
見
た
徐
仁
鑄
『
輶
軒
今
語
』
に
も
同
樣

の
説
が
見
ら
れ
た
が
、
や
は
り
魏
源
と
同
樣
の
構
圖
を
用
い
て
漢
代
の
經
學
史
を
素
描
す
る
の
が
、
皮
錫
瑞
の
『
經
學
歴
史
』
で
あ
る
。

經
を
治
む
る
は
必
ず
漢
學
を
宗
と
す
る
も
、
而
れ
ど
も
漢
學
も
亦
た
辨
有
り
。
前
漢
の
今
文
説
は
、
專
ら
大
義
微
言
を
明
ら
か
に
す
。
後
漢
は
古
文
を
雜

へ
、
多
く
章
句
訓
詁
に
詳
ら
か
な
り
。

（
治
經
必
宗
漢
學
、
而
漢
學
亦
有
辨
。
前
漢
今
文
説
、
專
明
大
義
微
言
。
後
漢
雜
古
文
、
多
詳
章
句
訓
詁
。）（
三
十
）

皮
錫
瑞
が
前
漢
の
大
義
微
言
・
後
漢
の
章
句
訓
詁
、
と
對
比
す
る
こ
と
は
、
魏
源
の
説
に
西
漢
の
微
言
大
義
・
東
漢
の
典
章
制
度
・
兩
漢
の
故
訓
聲
音
と
あ

っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
必
ず
し
も
パ
ラ
レ
ル
な
對
應
關
係
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
れ
で
も
微
言
大
義
を
前
漢
の
學
術
の
特
徴
と
す
る
點
で
は
共
通
し
て
い
る
。

さ
ら
に
皮
錫
瑞
が
魏
源
と
同
樣
に
、
微
言
大
義
の
範
圍
を
『
公
羊
傳
』
の
み
に
限
ら
な
い
こ
と
も
、
次
の
記
述
か
ら
窺
え
る
。

孔
子
の
定
む
る
所
の
六
經
に
、
皆
、
微
言
大
義
有
り
。
東
漢
に
專
ら
章
句
訓
詁
を
講
じ
て
、
微
言
大
義
は
置
き
て
論
ぜ
ざ
る
よ
り
、
今
文
十
四
博
士
の
師

傳
は
中
絶
し
、
聖
經
の
宗
旨
は
闇
忽
と
し
て
章
ら
か
な
ら
ざ
る
も
、
猶
ほ
遺
文
の
古
書
に
散
見
す
る
者
有
り
。『
文
選
』
潘
安
仁
の
笙
の
賦
の
注
に
引
く

『
樂
緯
動
聲
儀
』
に
曰
は
く
「
先
魯
後
殷
、
新
周
故
宋
」
と
。
此
れ
『
詩
』
の
三
頌
に
、
通
三
統
の
義
有
り
、『
春
秋
』
の
存
三
統
の
大
義
と
相
ひ
通
ず
。

三
家
詩
の
遺
説
の
傳
は
ら
ず
し
て
、
緯
書
に
散
見
す
る
者
な
り
。

（
孔
子
所
定
六
經
、
皆
有
微
言
大
義
。
自
東
漢
專
講
章
句
訓
詁
、
而
微
言
大
義
置
不
論
、
今
文
十
四
博
士
師
傳
中
絶
、
聖
經
宗
旨
闇
忽
不
章
、
猶
有
遺
文
散

見
於
古
書
者
。『
文
選
』
潘
安
仁
笙
賦
注
引
『
樂
緯
動
聲
儀
』
曰
「
先
魯
後
殷
、
新
周
故
宋
。」
此
『
詩
』
三
頌
、
有
通
三
統
之
義
、
與
『
春
秋
』
存
三
統

大
義
相
通
。
三
家
詩
之
遺
説
不
傳
、
而
散
見
於
緯
書
者
也
。）（
三
十
一
）

今
文
十
四
博
士
の
説
は
い
ず
れ
も
孔
子
の
微
言
大
義
を
傳
え
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
『
樂
緯
動
聲
儀
』
に
保
存
さ
れ
て
い
る
三
家
詩
の
遺
説
が
そ
の
例
で
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あ
る
と
い
う
。

右
に
見
た
よ
う
に
、
今
文
學
派
に
お
け
る
「
微
言
大
義
」
言
説
は
、『
公
羊
傳
』
を
中
心
と
し
つ
つ
も
そ
れ
に
止
ま
ら
ず
、
次
第
に
範
圍
を
擴
大
し
な
が
ら
、

今
文
經
典
を
包
括
す
べ
く
發
展
し
て
い
っ
た
と
言
え
る
（
三
十
二
）

。

こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
從
來
、
今
文
學
派
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
皮
錫
瑞
の
説
は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
ま

ず
何
よ
り
も
、
今
日
で
は
や
や
も
す
れ
ば
、
微
言
大
義
と
言
え
ば
專
ら
『
春
秋
』
の
性
質
を
表
す
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
節
で
確

認
し
た
魏
源
や
皮
錫
瑞
の
説
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
今
文
學
派
が
標
榜
し
た
微
言
大
義
と
は
、『
春
秋
』
に
限
ら
ず
全
て
の
今
文
經
典
に
及
ぶ
べ
き
も
の

で
あ
る
と
言
え
る
。
葉
德
輝
が
指
彈
し
た
の
も
、
こ
う
し
た
意
味
で
の
微
言
大
義
に
他
な
ら
な
い
。
從
來
注
目
さ
れ
て
き
た
皮
錫
瑞
の
説
は
、
そ
の
中
で
も
特

に
『
春
秋
』
一
經
の
微
言
大
義
に
對
し
て
定
義
を
下
し
た
も
の
と
見
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
清
末
の
湖
南
と
い
う
獨
自
の
土
壤
に
萌
芽
し
た

思
考
を
、
今
文
學
派
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
も
言
う
べ
き
微
言
大
義
の
語
に
巧
み
に
結
び
つ
け
、
簡
潔
に
示
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
、
微
言
大
義
の
定
義
と
し
て
廣
く
知
ら
れ
た
皮
錫
瑞
の
説
を
改
め
て
取
り
上
げ
、
そ
の
時
代
背
景
や
形
成
過
程
を
掘
り
起
こ
す
と
と
も
に
、
今
文

學
派
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
探
っ
た
。

第
一
節
で
は
、
こ
の
説
を
整
理
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
二
つ
特
徴
、
す
な
わ
ち
、『
孟
子
』
の
記
述
に
よ
っ
て
微
言
大
義
を
定
義
す
る
こ
と
と
、『
孟
子
』
の

趙
岐
・
朱
子
の
注
を
根
據
と
し
て
微
言
に
對
す
る
定
義
を
論
證
す
る
こ
と
の
二
點
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

第
二
節
で
は
、
こ
う
し
た
特
徴
の
背
景
を
探
る
べ
く
、
皮
錫
瑞
の
日
記
や
南
學
會
に
お
け
る
講
義
を
參
照
し
な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
は
清
末
の
湖
南
に
お
け

る
『
孟
子
』『
公
羊
傳
』
の
流
行
や
、
保
守
派
の
批
判
へ
の
應
答
が
想
定
で
き
る
こ
と
を
論
じ
た
。
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第
三
節
で
は
、
南
學
會
講
義
と
『
經
學
通
論
』
と
を
つ
な
ぐ
『
師
伏
堂
春
秋
講
義
』
の
記
述
を
取
り
上
げ
、
皮
説
が
形
成
さ
れ
る
具
體
的
な
過
程
を
跡
づ
け

た
。第

四
節
で
は
、
今
文
學
派
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
考
察
し
た
。
皮
説
は
微
言
大
義
を
重
視
し
た
今
文
學
派
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
第
二
節

で
指
摘
し
た
よ
う
な
背
景
に
基
づ
い
て
、
微
言
大
義
の
語
に
具
體
的
な
定
義
を
與
え
た
點
に
獨
自
性
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

本
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
從
來
、
今
文
學
派
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
皮
錫
瑞
説
が
獨
自
の
背
景
を
持
つ
も
の
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
を
今
文
學

派
の
總
意
と
す
る
こ
と
は
、
一
度
、
留
保
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
各
々
の
今
文
學
派
の
「
微
言
大
義
」
言
説
に
は
、
皮
錫
瑞
と
同
樣
に
、
何
ら
か

の
獨
自
の
要
素
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次
章
で
は
、
そ
う
し
た
こ
と
の
一
例
と
し
て
、
皮
錫
瑞
と
同
じ
く
微
言
と
大
義
と
を
區
別
し
て
定
義
し

た
今
文
學
者
、
宋
翔
鳳
の
説
を
取
り
上
げ
る
こ
と
と
し
た
い
。

注

(

一)

本
研
究
序
章
の
注
（
十
一
）
を
參
照
。

(

二)

狩
野
直
喜
『
春
秋
研
究
』（
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
四
。
原
講
義
は
一
九
一
一
～
一
九
一
四
）
第
五
章
・
第
九
章
、
小
島
祐
馬
「
公
羊
家
の
三
科
九

旨
説
」（
同
『
中
國
の
社
會
思
想
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
六
七
所
收
。
論
文
初
出
は
一
九
二
〇
）、
阮
芝
生
『
從
公
羊
學
論
春
秋
的
性
質
』（
國
立
臺
灣

大
學
文
學
院
、
一
九
六
九
）
第
三
章
、
黄
開
國
『
清
代
今
文
經
學
的
興
起
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
八
）
第
一
章
、
曾
亦
・
郭
曉
東
『
春
秋
公
羊
學

史
』（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
）
第
一
章
な
ど
。

(

三)

黎
漢
基
「
孟
子
已
明
言
〝
大
義
〟
和
〝
微
言
〟
嗎
？
―
―
論
皮
錫
瑞
對
《
孟
子
》
的
錯
誤
解
讀
」（
『
哲
學
動
態
』
二
〇
一
九
年
第
七
期
、
中
國
社
會

科
學
院
哲
學
研
究
所
）
、
同
『
《
經
學
通
論
》
辨
證
：
以
皮
錫
瑞
《
春
秋
》
改
制
思
想
爲
討
論
起
點
』
（
中
央
編
譯
出
版
社
、
二
〇
二
〇
）
第
三
章
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「
〝
微
言
〟
與
〝
大
義
〟
的
分
拆
」
は
、
こ
の
皮
錫
瑞
説
を
取
り
上
げ
た
貴
重
な
研
究
だ
が
、
皮
錫
瑞
が
論
據
と
す
る
『
孟
子
』
に
微
言
や
大
義
の

語
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
根
據
に
、
皮
説
を
附
會
と
斥
け
る
。
し
か
し
、
微
言
大
義
の
語
と
今
文
學
派
と
の
關
聯
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
皮
説

は
單
な
る
附
會
と
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
説
を
唱
え
る
に
至
っ
た
背
景
こ
そ
を
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
ろ
う
。

(

四)

呉
仰
湘
編
『
皮
錫
瑞
全
集
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
）
第
九
・
十
・
十
一
册
所
收
。
な
お
、
本
章
に
お
け
る
皮
錫
瑞
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
全

て
こ
の
『
皮
錫
瑞
全
集
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
標
點
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

(

五)

皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
春
秋
第
一
條
「
論
『
春
秋
』
大
義
在
誅
討
亂
賊
、
微
言
在
改
立
法
制
、
孟
子
之
言
與
『
公
羊
』
合
、
朱
子
之
注
深
得
孟
子
之

旨
」

(

六)

『
公
羊
傳
』
昭
公
十
二
年
に
は
「
『
春
秋
』
之
信
史
也
。
其
序
則
齊
桓
・
晉
文
、
其
會
則
主
會
者
爲
之
也
。
其
詞
則
丘
有
罪
焉
耳
」
と
あ
る
。

(

七)

本
條
の
前
半
で
、
皮
錫
瑞
は
『
孟
子
』
の
「
天
子
之
事
」
を
微
言
に
當
て
て
い
た
が
、
同
じ
く
『
經
學
通
論
』
春
秋
の
第
四
十
三
條
「
論
宋
五
子
説

『
春
秋
』
有
特
見
、
與
孟
子
・
『
公
羊
』
合
、
足
正
杜
預
以
後
之
陋
見
謬
解
」
に
「
其
義
在
『
孟
子
』
云
「
天
子
之
事
」
、
『
公
羊
』
云
「
素
王
改

制
」」
と
あ
る
か
ら
、
皮
錫
瑞
に
よ
れ
ば
公
羊
家
の
素
王
説
は
微
言
に
他
な
ら
な
い
と
言
え
る
。

(

八)

小
野
川
秀
美
『
清
末
政
治
思
想
研
究
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
。
原
著
初
版
は
一
九
六
九
）
第
五
章
「
戊
戌
變
法
と
湖
南
省
」、
羅
志
田
「
思
想
觀
念

與
社
會
角
色
的
錯
位
：
王
先
謙
・
葉
德
輝
與
戊
戌
前
後
湖
南
新
舊
之
爭
」（
同
『
道
出
于
二
：
過
渡
時
代
的
新
舊
之
爭
』、
北
京
師
範
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
四
所
收
。
論
文
初
出
は
一
九
九
八
）
な
ど
。

(

九)

梁
啓
超
『
清
代
學
術
概
論
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
一
）
二
十
五

(

十)

『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緖
二
十
三
年
十
二
月
初
一
日
條

(

十
一)

と
も
に
『
湖
南
時
務
學
堂
遺
編
』（
民
國
十
一
年
（
一
九
二
二
）
序
）
所
收
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(
十
二)

こ
れ
は
實
は
稿
本
の
類
で
あ
る
ら
し
い
。
こ
の
後
の
光
緖
二
十
四
年
閏
三
月
初
九
日
の
日
記
に
「
梁
卓
如
「
春
秋
界
説
」
未
成
、
從
時
務
學
堂
諸
生

假
得
之
、
擬
刻
」
と
あ
る
。

(

十
三)
『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緖
二
十
三
年
十
一
月
廿
九
日
條

(

十
四)

『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緖
二
十
三
年
十
二
月
初
三
日
條

(

十
五)

皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
春
秋
第
七
條
「
論
『
春
秋
』
改
制
猶
今
人
言
變
法
、
損
益
四
代
、
孔
子
以
告
顏
淵
、
其
作
『
春
秋
』
亦
即
此
意
」

(

十
六)

『
輶
軒
今
語
』
の
經
學
部
門
の
う
ち
「
經
學
當
先
通
『
春
秋
公
羊
傳
』」
條
に
、
や
は
り
「
讀
春
秋
界
説
」
と
同
樣
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
輶
軒
今

語
』
は
葉
德
輝
の
反
駁
を
加
え
た
『
輶
軒
今
語
評
』
に
附
載
す
る
か
た
ち
で
『
翼
教
叢
編
』
卷
四
に
所
收
。

(

十
七)

注
（
八
）
所
掲
小
野
川
書
第
五
章
、
呉
仰
湘
『
通
經
致
用
一
代
師
―
―
皮
錫
瑞
生
平
和
思
想
研
究
』（
嶽
麓
書
社
、
二
〇
〇
二
）
第
四
章
を
參
照
。

(

十
八)

「
公
都
子
」
の
誤
り
か
。
以
下
の
「
孔
子
成
『
春
秋
』
云
々
」
は
滕
文
公
下
篇
の
公
都
子
と
の
問
答
中
に
見
ら
れ
る
。

(

十
九)

皮
錫
瑞
「
皮
鹿
門
學
長
南
學
會
第
八
次
講
義
」
（
『
湘
報
』
第
三
十
五
號
、
光
緖
二
十
四
年
三
月
二
十
五
日
に
掲
載
。
原
稿
は
皮
錫
瑞
『
皮
錫
瑞
日

記
』
光
緖
二
十
四
年
三
月
十
六
日
條
）

(

二
十)

『
翼
教
叢
編
』
卷
四
所
收
『
輶
軒
今
語
評
』「
經
學
當
求
微
言
大
義
、
勿
爲
考
据
訓
詁
所
困
」
條

(

二
十
一)

『
翼
教
叢
編
』
卷
四
所
收
『
輶
軒
今
語
評
』「
經
學
當
先
通
『
春
秋
公
羊
傳
』」
條
、「
四
書
宜
畱
心
熟
讀
」
條

(

二
十
二)

『
翼
教
叢
編
』
卷
六
所
收
「
葉
吏
部
答
皮
鹿
門
書
」
附
來
書

(

二
十
三)

『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緖
二
十
四
年
四
月
初
七
日
條

(

二
十
四)

呉
仰
湘
『
皮
錫
瑞
的
經
學
成
就
與
經
學
思
想
』（
湖
南
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
三
）
第
八
章
「
皮
錫
瑞
《
經
學
歴
史
》
新
論
」

(

二
十
五)

皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
春
秋
第
五
十
五
條
「
論
兪
正
燮
説
『
春
秋
』
最
謬
、
乃
不
通
經
義
、
不
合
史
事
、
疑
誤
後
學
之
妄
言
」
が
、
皮
錫
瑞
『
經
訓
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書
院
自
課
文
』
所
收
「
駁
兪
理
初
公
羊
傳
及
注
論
」
を
蹈
襲
し
て
い
る
こ
と
も
、
こ
う
し
た
著
述
ス
タ
イ
ル
の
實
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

二
十
六)
『
清
史
稿
』
卷
四
百
八
十
二
・
儒
林
三
・
劉
逢
祿
傳
に
「
外
王
父
莊
存
與
・
舅
莊
述
祖
、
竝
以
經
術
名
世
、
逢
祿
盡
傳
其
學
」
と
あ
る
。

(

二
十
七)
『
皇
清
經
解
』
卷
一
千
二
百
九
十
五
所
收
劉
逢
祿
『
左
氏
春
秋
考
證
』

(

二
十
八)

『
劉
禮
部
集
』
卷
三
「
春
秋
論
下
」『
劉
禮
部
集
』
は
『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
五
〇
一
册
所
收
。

(

二
十
九)

『
劉
禮
部
集
』
卷
首
魏
源
「
劉
禮
部
集
敘
」
同
一
の
文
は
魏
源
「
兩
漢
經
師
今
古
文
家
法
攷
敍
」
に
も
見
ら
れ
る
。

(

三
十)

皮
錫
瑞
『
經
學
歴
史
』
經
學
昌
明
時
代

(

三
十
一)

皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
詩
經
第
二
十
七
條
「
論
先
魯
後
殷
、
新
周
故
宋
見
『
樂
緯
』、
三
頌
有
『
春
秋
』
存
三
統
之
義
」

(

三
十
二)

今
文
學
派
の
發
展
に
つ
い
て
、
皮
錫
瑞
は
『
經
學
通
論
』
書
經
第
三
十
條
「
論
劉
逢
祿
・
魏
源
之
解
『
尚
書
』
多
臆
説
不
可
據
」
に
お
い
て
「
陽
湖

莊
氏
、
乃
推
今
『
春
秋
公
羊
』
義
、
竝
及
諸
經
。
劉
逢
祿
・
宋
翔
鳳
・
龔
自
珍
・
魏
源
繼
之
、
而
三
家
『
尚
書
』・
三
家
『
詩
』、
皆
能
紹
承
絶
學
。

…
…
其
有
功
於
聖
經
甚
大
、
實
亦
由
治
『
公
羊
春
秋
』、
漸
通
『
詩
』『
書
』『
易
』『
禮
』
之
今
文
義
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
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第
二
章

宋
翔
鳳
『
論
語
説
義
』
の
微
言
説

は
じ
め
に

梁
啓
超
『
清
代
學
術
概
論
』
は
、
莊
存
與
（
一
七
一
九
～
一
七
八
八
）
を
祖
と
す
る
清
代
の
今
文
學
派
が
、
訓
詁
名
物
を
排
し
て
專
ら
「
微
言
大
義
」
を
求

め
た
こ
と
を
述
べ
る
が
（
一
）

、
莊
存
與
の
姪
、
莊
述
祖
（
一
七
五
〇
～
一
八
一
六
）
に
學
ん
だ
宋
翔
鳳
（
一
七
七
七
～
一
八
六
〇
）
の
學
を
評
し
て
、
『
清
史

お
い

稿
』
が
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
價
す
る
（
二
）

。

翔
鳳
、
訓
詁
名
物
に
通
ず
る
も
、
志
は
西
漢
の
家
法
に
在
り
、
微
言
大
義
は
、
莊
氏
の
眞
傳
を
得
。

（
翔
鳳
通
訓
詁
名
物
、
志
在
西
漢
家
法
、
微
言
大
義
、
得
莊
氏
之
眞
傳
。）

す
な
わ
ち
、
微
言
大
義
は
勿
論
の
こ
と
と
し
て
、
そ
の
一
方
で
訓
詁
名
物
の
學
に
も
通
じ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
訓
詁
名
物
と
微
言
大
義
、
換
言
す
れ
ば
、

乾
隆
・
嘉
慶
の
漢
學
と
今
文
學
と
の
雙
方
に
通
曉
し
た
點
に
、
彼
の
學
術
の
特
徴
が
あ
る
と
言
え
る
。
事
實
、
こ
の
こ
と
は
、
宋
翔
鳳
を
扱
っ
た
從
來
の
研
究

に
お
い
て
も
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
學
術
に
つ
い
て
の
定
論
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
（
三
）

。

ま
た
、
宋
翔
鳳
の
代
表
的
著
作
と
目
さ
れ
る
も
の
に
『
論
語
説
義
』
十
卷
（
以
下
『
説
義
』
と
略
稱
）
が
あ
る
が
、
そ
こ
に
開
陳
さ
れ
る
『
論
語
』
の
公
羊

家
的
解
釋
に
つ
い
て
も
、
通
三
統
・
張
三
世
・
素
王
説
と
い
っ
た
公
羊
學
の
主
要
な
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
（
四
）

。

こ
の
よ
う
に
、
從
來
の
研
究
に
お
い
て
、
宋
翔
鳳
が
漢
學
の
素
養
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
れ
と
同
時
に
、
今
文
公
羊
學
の
發
揮
に
も
努
め
た
こ
と
が
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
こ
の
他
に
特
に
注
目
す
べ
き
點
と
し
て
、
微
言
大
義
の
語
に
關
わ
る
以
下
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。

微
言
大
義
の
語
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
今
文
學
派
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
タ
ー
ム
と
さ
れ
る
。
今
日
、
こ
の
語
の
定
義
と
し
て
最
も
廣
く
知
ら
れ
る
の
は
、
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前
章
で
檢
討
し
た
皮
錫
瑞
の
、
微
言
と
大
義
と
を
區
別
す
る
そ
れ
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
よ
う
に
微
言
と
大
義
と
を
明
確
に
分
け
る
こ
と
は
、
宋
翔
鳳
に
始
ま
る

と
い
う
の
で
あ
る
（
五
）

。
さ
ら
に
、
他
な
ら
ぬ
皮
錫
瑞
自
身
が
、
他
の
今
文
學
者
に
比
べ
て
宋
翔
鳳
を
高
く
評
價
す
る
事
實
か
ら
も
（
六
）

、
宋
翔
鳳
は
微
言
大
義

の
言
説
史
、
延
い
て
は
今
文
學
派
の
發
展
史
を
考
察
す
る
上
で
注
目
す
べ
き
存
在
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
主
と
し
て
『
説
義
』
に
よ
り
つ
つ
宋
翔
鳳
の
微
言
大
義
に
關
す
る
説
を
整
理
し
、
そ
の
特
徴
を
探
り
た
い
。
た
だ
し
、
微
言
と
大
義
と

で
は
、
微
言
の
方
に
論
述
の
重
點
が
置
か
れ
る
の
で
、
本
章
で
は
特
に
微
言
に
關
す
る
説
を
中
心
に
取
り
上
げ
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
、
そ
の
特
徴
を
探
る
に

當
た
っ
て
は
、
先
行
す
る
漢
學
家
の
説
と
の
比
較
を
試
み
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
彼
の
學
術
の
特
徴
と
微
言
説
と
の
關
聯
が
明
ら
か
に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
ほ
か
、

微
言
大
義
の
言
説
史
に
お
け
る
宋
翔
鳳
の
位
置
づ
け
を
探
る
手
が
か
り
も
、
同
時
に
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

第
一
節

微
言
大
義
と
劉
歆

そ
も
そ
も
微
言
大
義
の
語
は
、
序
章
に
お
い
て
も
確
認
し
た
通
り
、『
漢
書
』
藝
文
志
の
冒
頭
に
、

昔
、
仲
尼
沒
し
て
微
言
絶
え
、
七
十
子
喪
び
て
大
義
乖
く
。

（
昔
仲
尼
沒
而
微
言
絶
、
七
十
子
喪
而
大
義
乖
。）

と
見
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
他
に
、
同
劉
歆
傳
に
載
せ
る
、
い
わ
ゆ
る
劉
歆
「
移
書
讓
太
常
博
士
」
に
も
同
樣
の
記
述
が
あ
る
（
七
）

。『
漢
書
』
藝
文
志
冒
頭

の
「
大
序
」
が
劉
歆
の
語
を
襲
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
（
八
）

、
微
言
大
義
の
語
は
、
劉
歆
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き

る
だ
ろ
う
。

劉
歆
は
こ
れ
ら
の
文
に
お
い
て
、
孔
子
や
そ
の
弟
子
の
死
と
と
も
に
微
言
や
大
義
は
失
わ
れ
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
宋
翔
鳳
は
ま
ず
、
こ
の
劉
歆
の
説
に

反
駁
し
、
微
言
や
大
義
は
滅
ん
で
い
な
い
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
『
論
語
』
に
基
づ
い
て
定
義
す
る
。
以
下
、
本
節
で
は
こ
の
二
點
を
整
理
す
る
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こ
と
で
、
宋
翔
鳳
の
「
微
言
大
義
」
言
説
の
輪
廓
を
捉
え
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
劉
歆
説
へ
の
反
駁

『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
は
、
孔
子
が
稱
贊
す
る
人
物
と
し
て
左
丘
明
の
名
が
見
え
る
が
、
傳
統
經
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
左
丘
明
は
『
春
秋
左
氏
傳
』
の
作
者

と
さ
れ
る
（
九
）

。
宋
翔
鳳
も
ま
た
、
當
該
章
に
對
す
る
『
説
義
』
の
中
で
、『
左
氏
』
を
左
丘
明
の
作
と
し
た
上
で
、
そ
の
書
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い

る
。

丘
明
は
魯
の
太
史
た
り
て
、
自
ら
當
時
の
事
を
紀
し
、
魯
の
史
記
を
成
す
。
故
に
漢
の
太
常
博
士
は
咸
、
『
左
氏
』
を
謂
ひ
て
『
春
秋
』
を
傳
せ
ず
と
爲

す
。『
春
秋
』
の
義
を
求
む
る
は
、
則
ち
『
公
羊
』『
穀
梁
』
兩
家
の
學
に
在
り
。
然
れ
ど
も
當
時
の
諸
侯
・
卿
大
夫
の
事
を
考
ふ
る
に
、『
左
氏
』
よ
り

備
は
る
は
莫
し
。
其
の
人
、
質
直
に
し
て
恥
有
り
、
孔
子
、
引
き
て
與
に
相
ひ
同
じ
と
す
。
故
に
其
の
書
た
る
、
宜
し
く
良
史
た
る
べ
く
、
終
に
廢
す
べ

か
ら
ず
。
但
だ
當
に
其
の
古
字
古
言
を
辨
じ
て
、
其
の
竄
亂
を
芟
夷
す
べ
き
の
み
。

（
丘
明
爲
魯
太
史
、
自
紀
當
時
之
事
、
成
魯
史
記
。
故
漢
太
常
博
士
咸
謂
『
左
氏
』
爲
不
傳
『
春
秋
』。
求
『
春
秋
』
之
義
、
則
在
『
公
羊
』『
穀
梁
』
兩
家

之
學
。
然
考
當
時
諸
侯
・
卿
大
夫
之
事
、
莫
備
於
『
左
氏
』。
其
人
質
直
有
恥
、
孔
子
引
與
相
同
。
故
其
爲
書
、
宜
爲
良
史
、
終
不
可
廢
。
但
當
辨
其
古

字
古
言
、
而
芟
夷
其
竄
亂
。
）（
『
説
義
』
卷
三
）

宋
翔
鳳
は
、
左
丘
明
そ
の
人
の
人
格
と
と
も
に
、『
左
氏
』
が
當
時
の
事
實
を
考
え
る
上
で
不
可
缺
の
書
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
評
價
す
る
。
そ
の
一
方

で
、
同
書
に
は
後
人
が
改
竄
し
た
部
分
も
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
辨
別
し
て
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
と
す
る
。
こ
う
し
た
改
竄
の
一
例
と
し
て
、『
説
義
』
に

は
次
の
よ
う
な
點
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
春
秋
』
は
先
に
「
春
」
と
言
ひ
、
後
に
「
王
の
正
月
」
と
言
ふ
。「
正
月
」
と
い
ふ
は
、
不
脩
春
秋
な
り
。
春
と
曰
ひ
、
王
と
曰
ふ
は
、
孔
子
の
脩
む
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る
『
春
秋
』
な
り
。
…
…
『
左
氏
』
は
『
春
秋
』
を
傳
せ
ず
。
其
の
「
春
正
月
」「
夏
四
月
」
と
云
ふ
は
、『
史
記
』
の
引
く
『
左
氏
』
を
以
て
之
を
校
す

る
に
、
往
往
、「
春
」「
夏
」
の
字
無
け
れ
ば
、
劉
歆
、
傳
を
以
て
經
に
合
し
、
始
め
て
經
文
に
依
り
て
之
を
加
ふ
る
を
知
る
。
實
に
『
春
秋
』
の
義
に
違

ふ
は
、
歆
、『
左
氏
』
を
改
む
る
よ
り
す
。

（
『
春
秋
』
先
言
「
春
」、
後
言
「
王
正
月
」
。
「
正
月
」
者
、
不
脩
春
秋
也
。
曰
春
、
曰
王
、
孔
子
之
脩
『
春
秋
』
也
。
…
…
『
左
氏
』
不
傳
『
春
秋
』。
其

云
「
春
正
月
」「
夏
四
月
」、
以
『
史
記
』
引
『
左
氏
』
校
之
、
往
往
無
「
春
」「
夏
」
字
、
知
劉
歆
以
傳
合
經
、
始
依
經
文
加
之
。
實
違
『
春
秋
』
之
義
、

自
歆
改
『
左
氏
』。
）（
『
説
義
』
卷
八
）

宋
翔
鳳
に
よ
れ
ば
、
孔
子
が
修
訂
す
る
以
前
の
、
魯
の
史
書
と
し
て
の
不
脩
春
秋
に
は
、
た
だ
月
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
孔
子
が
修
訂
し
て
『
春
秋
』

と
し
た
際
に
、
季
節
や
「
王
」
字
を
書
き
加
え
た
の
だ
と
い
う
。
そ
し
て
、『
左
氏
』
は
本
來
、
孔
子
の
『
春
秋
』
と
は
無
關
係
の
、
歴
史
事
實
を
集
成
し
た

だ
け
の
書
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
や
は
り
、
た
だ
月
だ
け
が
記
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
と
す
る
。
そ
の
例
證
と
し
て
『
史
記
』
の
引
用
を
擧
げ
、
現
在
の
『
左
氏
』

に
季
節
と
月
と
が
共
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
劉
歆
が
經
文
に
合
致
さ
せ
る
た
め
改
竄
を
加
え
た
か
ら
だ
と
す
る
の
で
あ
る
（
十
）

。

こ
の
よ
う
に
、
劉
歆
は
自
身
の
依
據
す
る
古
文
經
を
尊
ぶ
餘
り
、
改
竄
ま
で
も
敢
え
て
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
發
言
に
は
今
文
經
を
故
意
に
貶
め
る
と

こ
ろ
が
あ
る
。
現
に
、
微
言
大
義
は
今
文
家
に
よ
っ
て
綿
々
と
傳
わ
っ
て
い
る
と
い
う
の
が
、
宋
翔
鳳
の
主
張
で
あ
る
。『
論
語
』
學
而
篇
の

子
曰
は
く
、
父
、
在
せ
ば
其
の
志
を
觀
、
父
、
沒
す
れ
ば
其
の
行
を
觀
る
。
三
年
、
父
の
道
を
改
む
る
こ
と
無
き
を
、
孝
と
謂
ふ
べ
し
。

（
子
曰
、
父
在
觀
其
志
、
父
沒
觀
其
行
。
三
年
無
改
於
父
之
道
、
可
謂
孝
矣
。）

を
め
ぐ
っ
て
、『
説
義
』
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

按
ず
る
に
、『
七
略
』
に
「
『
春
秋
』
古
經
十
二
篇
、
經
十
一
卷
。『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
家
」
と
。「
古
經
十
二
篇
」
な
る
者
は
、『
左
氏
』
の
學
に
し
て
、

博
士
の
傳
ふ
る
所
無
し
。「
經
十
一
卷
」
な
る
者
は
、
今
文
家
に
出
で
、
閔
公
の
篇
を
莊
公
の
下
に
繋
く
。
博
士
、
其
の
説
を
傳
へ
て
曰
は
く
「
子
、
未
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だ
三
年
な
ら
ざ
れ
ば
、
父
の
道
を
改
む
る
こ
と
無
し
。
傳
に
曰
は
く
、
則
ち
曷
爲
れ
ぞ
其
の
封
内
に
於
い
て
三
年
、
子
と
稱
す
る
。
孝
子
の
心
に
縁
れ
ば
、

則
ち
三
年
、
當
た
る
に
忍
び
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。［
何
休
『
公
羊
』
閔
二
年
傳
の
注
に
見
ゆ
。
唐
石
經
の
『
穀
梁
傳
』、
十
二
卷
に
分
か
つ
は
、
范
甯
の
本

を
用
ふ
。
此
れ
正
に
晉
人
、
師
法
を
知
ら
ず
し
て
妄
り
に
分
か
つ
な
り
。
］『
論
語
』
の
微
言
は
、
『
春
秋
』
と
通
ず
。
三
年
、
改
む
る
こ
と
無
き
の
道
を

明
ら
か
に
し
て
、
以
て
體
を
繼
ぎ
政
を
爲
す
の
法
を
示
し
て
孝
道
立
つ
。
孰
か
「
七
十
子
喪
び
て
大
義
、
遂
に
乖
く
」
と
謂
は
ん
や
。

（
按
『
七
略
』「
『
春
秋
』
古
經
十
二
篇
、
經
十
一
卷
。『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
家
。
」「
古
經
十
二
篇
」
者
、『
左
氏
』
之
學
、
無
博
士
所
傳
。「
經
十
一
卷
」
者
、

出
今
文
家
、
繋
閔
公
篇
於
莊
公
下
。
博
士
傳
其
説
曰
「
子
未
三
年
、
無
改
於
父
之
道
。
傳
曰
、
則
曷
爲
於
其
封
内
三
年
稱
子
。
縁
孝
子
之
心
、
則
三
年
不

忍
當
也
。
」［
見
何
休
『
公
羊
』
閔
二
年
傳
注
。
唐
石
經
『
穀
梁
傳
』、
分
十
二
卷
、
用
范
甯
本
。
此
正
晉
人
不
知
師
法
而
妄
分
也
。
］『
論
語
』
微
言
、
與

『
春
秋
』
通
。
明
三
年
無
改
之
道
、
以
示
繼
體
爲
政
之
法
而
孝
道
立
。
孰
謂
「
七
十
子
喪
而
大
義
遂
乖
」
乎
。
）（
『
説
義
』
卷
一
）

『
公
羊
傳
』
『
穀
梁
傳
』
に
附
載
さ
れ
て
傳
わ
る
今
文
家
の
『
春
秋
』
經
は
、
魯
公
十
二
君
の
う
ち
閔
公
二
年
間
の
經
文
を
、
そ
の
先
代
の
莊
公
と
同
一
の

卷
に
收
め
て
、
都
合
十
一
卷
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
宋
翔
鳳
は
、
閔
公
二
年
の
『
公
羊
傳
』
何
休
注
を
引
用
し
、
今
文
の
博
士
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
構

成
は
ま
さ
に
『
論
語
』
の
「
三
年
、
父
の
道
を
改
む
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
考
え
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
、『
論
語
』
に
記
さ
れ
た
孔
子
の
微
言
が

『
春
秋
』
經
の
構
成
の
上
に
遺
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
微
言
大
義
が
滅
ん
だ
と
す
る
劉
歆
の
語
は
眞
實
で
な
い
と
し
て
、
最
後
に
そ
れ
を
引
用

し
つ
つ
反
駁
を
加
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
宋
翔
鳳
は
こ
の
微
言
や
大
義
の
内
容
を
、
具
體
的
に
い
か
な
る
も
の
と
す
る
の
か
。
次
に
こ
の
點
を
確
認
し
よ
う
。

（
二
）
微
言
と
大
義
の
相
違

宋
翔
鳳
の
微
言
大
義
に
關
す
る
説
を
整
理
す
る
に
當
た
り
、
ま
ず
問
題
と
な
る
の
は
、
そ
の
主
著
『
説
義
』
一
書
の
性
質
で
あ
る
。『
説
義
』
は
そ
も
そ
も
、
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『
論
語
』
各
章
に
對
す
る
個
別
的
解
釋
の
集
成
で
あ
る
た
め
、
同
書
か
ら
微
言
大
義
に
關
す
る
體
系
的
か
つ
簡
要
な
記
述
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い
。
そ
こ
で
、

こ
こ
で
は
ま
ず
宋
翔
鳳
の
文
集
『
樸
學
齋
文
録
』
に
收
め
る
「
漢
學
今
文
古
文
攷
」
の
記
述
か
ら
、
そ
の
梗
概
を
把
握
す
る
こ
と
と
し
た
い
（
十
一
）

。
該
文
に
お

い
て
、
宋
翔
鳳
は
『
論
語
』
を
引
用
し
つ
つ
、
微
言
と
大
義
の
別
を
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
。
ま
ず
は
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
宋
翔
鳳
の
説
を
整
理
し
、
そ

の
後
、
關
聯
す
る
『
説
義
』
の
解
説
を
參
照
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

「
漢
學
今
文
古
文
攷
」
で
は
、
ま
ず
微
言
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

今
案
ず
る
に
、
微
言
と
は
、
即
ち
夫
子
の
言
に
し
て
、
性
、
天
道
に
與
り
（
十
二
）

、
聞
く
を
得
べ
か
ら
ざ
る
も
の
。「
子
の
罕
言
。
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與

る
。
」「
子
曰
は
く
、
予
、
言
ふ
こ
と
無
か
ら
ん
と
欲
す
。
天
、
何
を
か
言
は
ん
や
。」
の
如
し
。『
易
』『
春
秋
』
は
皆
、
性
、
天
道
に
與
る
の
原
を
具
ふ
。

利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與
る
の
理
［
與
は
猶
ほ
合
の
ご
と
き
な
り
。
別
に
解
有
り
。
］
は
、
二
經
に
備
は
る
。
『
論
語
』
二
十
篇
は
、
多
く
『
易
』
『
春

秋
』
の
微
に
し
て
未
だ
嘗
て
顯
ら
か
な
ら
ざ
る
を
言
ふ
。
故
に
『
論
語
説
』
に
曰
は
く
「
子
夏
六
十
四
人
、
共
に
仲
尼
の
微
言
を
撰
し
、
以
て
素
王
に
當

つ
」
と
（
十
三
）

。『
春
秋
』
の
元
に
始
ま
り
麟
に
終
は
り
、『
易
』
の
六
爻
發
揮
旁
通
、
乾
道
各
〻
性
命
を
正
す
が
如
き
は
、
賈
・
董
・
孟
・
京
の
徒
、
之
を

傳
へ
て
絶
え
ず
。

（
今
案
、
微
言
者
、
即
夫
子
之
言
、
性
與
天
道
、
不
可
得
聞
。
如
「
子
罕
言
。
利
與
命
與
仁
。
」
「
子
曰
、
予
欲
無
言
。
天
何
言
哉
。
」『
易
』『
春
秋
』
皆
具

性
與
天
道
之
原
。
利
與
命
與
仁
之
理
［
與
猶
合
也
。
別
有
解
。
］
、
備
於
二
經
。
『
論
語
』
二
十
篇
、
多
言
『
易
』
『
春
秋
』
之
微
而
未
嘗
顯
。
故
『
論
語

説
』
曰
「
子
夏
六
十
四
人
、
共
撰
仲
尼
微
言
、
以
當
素
王
。」
如
『
春
秋
』
始
元
終
麟
、『
易
』
六
爻
發
揮
旁
通
、
乾
道
各
正
性
命
、
賈
・
董
・
孟
・
京
之

徒
、
傳
之
不
絶
。）

こ
れ
に
續
い
て
、
大
義
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

大
義
は
即
ち
夫
子
の
文
章
に
し
て
、
得
て
聞
く
べ
き
も
の
。『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
の
如
き
是
れ
な
り
。
故
に
「
子
の
雅
言
す
る
所
は
、『
詩
』『
書
』
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執
禮
」
と
。
此
れ
夫
子
の
正
言
し
て
以
て
弟
子
に
告
ぐ
る
所
な
り
。
當
時
は
竝
び
に
其
の
大
義
を
口
授
す
。

（
大
義
即
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
。
如
『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
是
也
。
故
「
子
所
雅
言
、『
詩
』『
書
』
執
禮
。」
此
夫
子
所
正
言
以
告
弟
子
。
當
時
竝

口
授
其
大
義
。）

右
に
示
し
た
微
言
と
大
義
と
に
つ
い
て
の
定
義
は
、
ま
ず
、『
論
語
』
公
冶
長
篇
の
子
貢
の
言
、

子
貢
曰
は
く
、
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く
べ
き
な
り
。
夫
子
の
言
、
性
、
天
道
に
與
る
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。
夫
子
之
言
、
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。）

を
根
據
と
し
て
、
兩
者
を
大
き
く
區
別
し
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
微
言
と
は
「
性
、
天
道
に
與
る
」
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
り
、「
得
て
聞
く
べ
か

ら
ざ
る
」
も
の
、
大
義
と
は
「
文
章
」
の
こ
と
で
あ
っ
て
「
得
て
聞
く
べ
き
」
も
の
だ
と
い
う
。
そ
の
上
で
、
微
言
は
『
易
』『
春
秋
』
に
備
わ
り
、
大
義
は

『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
に
備
わ
る
と
言
う
の
で
あ
る
が
（
十
四
）

、
兩
者
を
比
較
し
た
場
合
、
孔
子
の
祕
傳
た
る
微
言
が
、
大
義
よ
り
も
重
視
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、
右
に
引
用
さ
れ
た
『
論
語
』
各
章
に
對
す
る
『
説
義
』
の
説
を
參
照
す
る
こ
と
で
、
そ
の
微
言
説
を
敷
衍
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節

『
論
語
』
と
微
言

ま
ず
は
じ
め
に
、
宋
翔
鳳
が
微
言
と
大
義
と
を
區
別
す
る
根
據
と
し
た
公
冶
長
篇
の
一
章
に
つ
い
て
、『
説
義
』
の
解
説
を
見
て
み
よ
う
。

以
下
に
示
す
よ
う
に
、
宋
翔
鳳
は
、
そ
の
冒
頭
に
『
史
記
』
孔
子
世
家
の
『
易
』
と
『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
と
に
言
及
す
る
箇
所
を
引
用
し
て
、
こ
れ

を
や
は
り
「
性
與
天
道
」
と
「
文
章
」
と
に
配
當
し
て
い
る
。

孔
子
世
家
に
言
ふ
「
孔
子
、
晩
に
し
て
『
易
』
を
喜
み
、
序
・
彖
・
繋
・
象
・
説
卦
・
文
言
あ
り
。『
易
』
を
讀
み
て
韋
編
三
絶
す
。
曰
は
く
、
我
に
數

年
を
假
し
、
是
く
の
若
く
ん
ば
、
我
、
『
易
』
に
於
い
て
は
則
ち
彬
彬
た
ら
ん
。
孔
子
、『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
を
以
て
教
ふ
。
弟
子
は
蓋
し
三
千
。
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身
、
六
藝
に
通
ず
る
者
は
、
七
十
有
二
人
。
顏
濁
鄒
の
徒
の
如
く
、
頗
る
業
を
受
く
る
者
は
甚
だ
衆
し
」
と
。
按
ず
る
に
、『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
な

る
者
は
、
夫
子
の
文
章
な
り
。『
易
』
な
る
者
は
、
夫
子
の
言
、
性
、
天
道
に
與
る
な
り
。

（
孔
子
世
家
言
「
孔
子
晩
而
喜
『
易
』、
序
・
彖
・
繋
・
象
・
説
卦
・
文
言
。
讀
『
易
』
韋
編
三
絶
。
曰
、
假
我
數
年
、
若
是
、
我
於
『
易
』
則
彬
彬
矣
。

孔
子
以
『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
教
。
弟
子
蓋
三
千
焉
。
身
通
六
藝
者
、
七
十
有
二
人
。
如
顏
濁
鄒
之
徒
、
頗
受
業
者
甚
衆
。」
按
『
詩
』『
書
』『
禮
』

『
樂
』
者
、
夫
子
之
文
章
也
。『
易
』
者
、
夫
子
之
言
、
性
與
天
道
也
。
）（
『
説
義
』
卷
三
）

こ
れ
を
承
け
て
、
さ
ら
に
『
史
記
』『
漢
書
』
を
引
用
し
な
が
ら
、
微
言
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を
次
の
よ
う
に
敷
衍
す
る
。

又
、
天
官
書
に
曰
は
く
「
孔
子
、
六
經
を
論
ず
る
に
、
異
を
紀
し
て
説
は
書
せ
ず
。
天
道
の
命
に
至
り
て
は
傳
へ
ず
。
其
の
人
に
傳
ふ
れ
ば
、
告
ぐ
る
を

待
た
ず
。
告
ぐ
る
に
其
の
人
に
非
ざ
れ
ば
、
言
ふ
と
雖
も
著
れ
ず
」
と
。『
漢
書
』
李
尋
傳
の
贊
に
曰
は
く
「
神
明
を
幽
贊
し
、
天
人
の
道
を
通
合
す
る

者
は
、『
易
』『
春
秋
』
よ
り
著
ら
か
な
る
は
莫
し
。
然
れ
ど
も
子
贛
す
ら
猶
ほ
云
ふ
、
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く
べ
し
。
夫
子
の
言
、
性
、
天
道
に
與

る
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
の
み
」
と
。
按
ず
る
に
、
班
氏
は
『
易
』『
春
秋
』
を
以
て
性
、
天
道
に
與
る
の
書
と
爲
す
。
故
に
子
貢
の
言
を
引
き
て

以
て
之
を
實
に
す
。［
顏
師
古
の
注
に
、『
易
』『
春
秋
』
を
以
て
夫
子
の
文
章
と
爲
す
は
、
誤
る
。
文
章
は
、
自
ら
『
詩
』『
書
』『
禮
』『
樂
』
を
謂
ふ
な

り
。
］『
易
』
は
天
道
を
明
ら
か
に
し
て
以
て
人
事
に
通
ず
。
故
に
隱
に
本
づ
き
て
以
て
顯
に
之
く
。『
春
秋
』
は
人
事
を
紀
し
て
以
て
天
道
を
成
す
。
故

に
見
を
推
し
て
隱
に
至
る
。
天
人
の
際
、
之
を
通
ず
る
に
性
を
以
て
す
。
故
に
曰
は
く
「
性
、
天
道
に
與
る
」
と
。
所
謂
「
與
」
と
は
、
天
人
、
相
ひ
與

る
な
り
。
人
は
皆
、
天
、
命
ず
る
の
性
有
り
、
性
に
率
ふ
能
は
ざ
れ
ば
、
則
ち
道
を
離
る
。
聖
人
は
能
く
性
に
率
へ
ば
、
則
ち
道
に
合
す
。
道
と
は
、
天

道
な
り
。「
睹
え
ざ
る
を
戒
愼
し
、
聞
こ
え
ざ
る
を
恐
懼
す
」
は
、
性
、
天
道
に
與
る
の
學
な
り
。

（
又
天
官
書
曰
「
孔
子
論
六
經
、
紀
異
而
説
不
書
。
至
天
道
命
不
傳
。
傳
其
人
、
不
待
告
。
告
非
其
人
、
雖
言
不
著
。
」『
漢
書
』
李
尋
傳
贊
曰
「
幽
贊
神
明
、

通
合
天
人
之
道
者
、
莫
著
於
『
易
』『
春
秋
』。
然
子
贛
猶
云
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
。
夫
子
之
言
、
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
已
矣
。」
按
班
氏
以
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『
易
』『
春
秋
』
爲
性
與
天
道
之
書
。
故
引
子
貢
之
言
以
實
之
。［
顏
師
古
注
、
以
『
易
』『
春
秋
』
爲
夫
子
之
文
章
者
、
誤
。
文
章
、
自
謂
『
詩
』『
書
』

『
禮
』『
樂
』
也
。
］『
易
』
明
天
道
以
通
人
事
。
故
本
隱
以
之
顯
。『
春
秋
』
紀
人
事
以
成
天
道
。
故
推
見
至
隱
。
天
人
之
際
、
通
之
以
性
。
故
曰
「
性
與

天
道
。」
所
謂
與
者
、
天
人
相
與
也
。
人
皆
有
天
命
之
性
、
不
能
率
性
、
則
離
道
。
聖
人
能
率
性
、
則
合
道
。
道
者
、
天
道
。「
戒
愼
不
睹
、
恐
懼
不
聞
」
、

性
與
天
道
之
學
也
。）（
同
上
）

こ
こ
で
は
ま
ず
、『
史
記
』
天
官
書
に
よ
っ
て
、
な
ぜ
微
言
が
「
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
」
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
し
た
後
に
、『
漢
書
』
李
尋
傳
を
引
用
し

て
、『
易
』『
春
秋
』
が
い
ず
れ
も
天
人
の
道
を
通
ず
る
書
と
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

『
史
記
』
天
官
書
に
よ
れ
ば
、
孔
子
は
天
道
の
こ
と
を
告
げ
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
は
、
告
げ
る
べ
き
人
で
な
け
れ
ば
、
た
と
え
告
げ
た
と
し
て
も
理
解

で
き
な
い
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
告
げ
る
べ
き
人
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
告
げ
な
く
と
も
自
ら
理
解
し
得
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
孔
子
の
微
言
を
聞

く
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
で
あ
る
。
そ
し
て
、
『
漢
書
』
李
尋
傳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
微
言
が
記
さ
れ
た
書
こ
そ
が
『
易
』
と
『
春
秋
』
で
あ
る
。
班
固
は
こ
の

二
經
を
か
く
捉
え
た
か
ら
こ
そ
、
子
貢
の
言
に
よ
っ
て
そ
れ
を
證
し
た
の
だ
と
言
う
。

そ
の
上
で
、
宋
翔
鳳
自
身
は
、
天
道
と
人
道
と
を
媒
介
す
る
存
在
と
し
て
性
を
擧
げ
る
。
人
は
誰
も
が
、
天
に
よ
っ
て
授
け
ら
れ
た
性
を
備
え
て
い
る
。
そ

の
性
に
率
由
し
、
天
道
に
合
致
す
る
こ
と
が
「
性
、
天
道
に
與
る
」
と
い
う
微
言
の
内
容
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。

宋
翔
鳳
の
微
言
説
の
骨
子
と
も
言
え
る
「
性
與
天
道
」
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
一
應
、
右
の
よ
う
に
理
解
で
き
る
が
、「
漢
學
今
文
古
文
攷
」
に
お
い
て
や

は
り
微
言
の
例
と
し
て
擧
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
と
同
じ
く
「
與
」
字
を
含
む
子
罕
篇
冒
頭
の
一
章

子
の
罕
言
。
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與
る
。

（
子
罕
言
。
利
與
命
與
仁
。）

に
對
す
る
『
説
義
』
の
解
説
も
、
引
き
續
い
て
見
て
み
よ
う
。
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「
子
の
罕
言
。［
句
。］
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與
る
。
」
謹
ん
で
案
ず
る
に
、
此
の
篇
の
文
を
盡
く
し
て
、
皆
、
以
て
聖
人
の
微
言
の
故
を
説
く
な
り
。

罕
と
は
、
希
な
り
、
微
な
り
。
罕
言
と
は
、
猶
ほ
微
言
の
ご
と
き
な
り
。「
子
貢
曰
は
く
、
夫
子
の
言
、
性
、
天
道
に
與
る
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る

な
り
。」
幾
ん
ど
希
の
間
に
存
し
、
絶
續
の
介
を
通
ず
。
故
に
聞
く
を
得
べ
か
ら
ざ
る
者
は
、
之
を
微
言
と
謂
ふ
。「
與
」
と
は
、
相
與
の
際
な
り
。
夫
子

の
『
易
』
を
贊
し
、『
春
秋
』
を
脩
む
る
は
、
弟
子
、
聞
く
を
得
ず
。

（
「
子
罕
言
。［
句
。］
利
與
命
與
仁
。」
謹
案
、
盡
此
篇
之
文
、
皆
以
説
聖
人
微
言
之
故
也
。
罕
者
、
希
也
、
微
也
。
罕
言
者
、
猶
微
言
也
。「
子
貢
曰
、
夫

子
之
言
、
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。」
存
於
幾
希
之
間
、
通
乎
絶
續
之
介
。
故
不
可
得
聞
者
、
謂
之
微
言
。
與
者
、
相
與
之
際
也
。
夫
子
贊
『
易
』、

脩
『
春
秋
』、
弟
子
不
得
聞
。
）（
『
説
義
』
卷
五
）

右
の
よ
う
に
、
ま
ず
は
じ
め
に
、
宋
翔
鳳
は
「
子
罕
言
」
ま
で
を
一
句
と
し
、
罕
言
を
微
言
と
し
た
上
で
、
先
の
公
冶
長
篇
の
文
を
引
用
し
な
が
ら
、
微
言

に
つ
い
て
の
自
身
の
定
義
を
繰
り
返
す
。

そ
れ
で
は
、
孔
子
の
罕
言
、
す
な
わ
ち
微
言
の
内
容
と
し
て
こ
こ
に
記
さ
れ
る
「
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與
る
」
と
は
何
を
言
う
の
だ
ろ
う
か
。
宋
翔
鳳
は

こ
れ
に
續
い
て
、『
易
』
の
四
德
―
―
元
・
亨
・
利
・
貞
、
と
『
春
秋
』
の
五
始
―
―
元
年
・
春
・
王
・
正
月
・
公
即
位
、
と
が
、
ひ
と
し
く
天
道
と
人
道
と

の
關
係
を
説
い
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
記
す
。

弟
子
、
微
言
を
撰
す
れ
ば
、
則
ち
「
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與
る
」
と
曰
ふ
は
、
何
ぞ
や
。
『
易
』
文
言
に
曰
く
「
利
は
、
義
の
和
な
り
」
と
。
荀
氏
説

に
「
陰
陽
相
ひ
和
し
、
各
〻
其
の
宜
を
得
、
然
る
後
に
利
た
り
」
と
。
「
相
ひ
和
す
」
は
、
猶
ほ
「
與
」
と
言
ふ
が
ご
と
き
な
り
。
惟
だ
物
を
利
し
て
以

て
義
を
和
す
る
に
足
れ
ば
、
則
ち
元
亨
の
德
、
成
り
て
、
貞
固
の
事
、
定
ま
る
。
故
に
曰
は
く
「
乾
元
と
は
、
始
ま
り
て
亨
る
者
な
り
。
利
貞
と
は
、
性

情
な
り
。
乾
始
は
能
く
美
利
を
以
て
天
下
を
利
し
、
利
す
る
所
を
言
は
ず
。
大
な
る
か
な
」
と
。
必
ず
物
を
利
し
義
を
和
し
て
後
に
萬
世
の
性
を
見
、
萬

物
の
情
を
正
す
。
故
に
「
性
、
天
道
に
與
る
」
を
求
む
れ
ば
、
必
ず
之
を
「
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與
る
」
に
求
む
る
な
り
。「
命
に
與
る
」
と
は
、
性
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に
率
ふ
な
り
。「
仁
に
與
る
」
と
は
、
仁
を
利
と
す
る
な
り
。

（
弟
子
撰
微
言
、
則
曰
「
利
與
命
與
仁
」
者
、
何
也
。『
易
』
文
言
曰
「
利
者
、
義
之
和
也
。」
荀
氏
説
「
陰
陽
相
和
、
各
得
其
宜
、
然
後
利
矣
。
」「
相
和
」
、

猶
言
與
也
。
惟
利
物
足
以
和
義
、
則
元
亨
之
德
成
、
而
貞
固
之
事
定
。
故
曰
「
乾
元
者
、
始
而
亨
者
也
。
利
貞
者
、
性
情
也
。
乾
始
能
以
美
利
利
天
下
、

不
言
所
利
。
大
矣
哉
。」
必
利
物
和
義
而
後
見
萬
世
之
性
、
正
萬
物
之
情
。
故
求
「
性
與
天
道
」、
必
求
之
「
利
與
命
與
仁
」
也
。「
與
命
」
者
、
率
性
也
。

「
與
仁
」
者
、
利
仁
也
。
）（
同
上
）

宋
翔
鳳
は
『
易
』
乾
卦
文
言
傳
に
依
據
し
て
、
こ
の
微
言
の
内
容
を
説
く
。
文
言
傳
に
よ
れ
ば
、
利
と
は
義
の
和
な
る
状
態
。
こ
れ
は
、
荀
爽
の
注
に
從
え

ば
、
陰
陽
が
調
和
し
、
事
物
が
そ
れ
ぞ
れ
の
宜
し
き
、
つ
ま
り
、
義
を
得
た
状
態
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
萬
物
を
利
し
て
各
々
の
義
を
得
し
め
る
こ
と
で
、

は
じ
め
て
性
情
の
こ
と
に
通
ず
る
の
だ
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
「
性
、
天
道
に
與
る
」
こ
と
を
知
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
「
利
し
て
命
に
與
り
仁
に
與

る
」
こ
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
こ
の
子
罕
篇
の
言
と
先
の
公
冶
長
篇
の
言
と
は
、
微
言
の
内
容
と
し
て
關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
と
言
う
。

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
右
の
引
用
部
分
の
終
わ
り
に
「
命
に
與
る
」
を
「
性
に
率
ふ
」
と
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
「
率
性
」
の
語

は
、
公
冶
長
篇
の
解
説
中
に
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
章
に
は
「
率
性
」
に
關
聯
し
て
「
天
命
」「
道
」
と
あ
り
、
加
え
て
「
睹
え
ざ
る
を
戒
愼
し
、

聞
こ
え
ざ
る
を
恐
懼
す
」
と
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
『
禮
記
』
中
庸
篇
に
由
來
す
る
表
現
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
（
十
五
）

、
宋
翔
鳳
が
微
言
に
關
わ
っ

て
、
中
庸
篇
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
豫
想
さ
れ
る
。
以
下
、
こ
の
點
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

宋
翔
鳳
が
中
庸
篇
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
雍
也
篇
の

子
曰
は
く
、
中
庸
の
德
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民
、
鮮
き
こ
と
久
し
。

（
子
曰
、
中
庸
之
爲
德
也
、
其
至
矣
乎
。
民
鮮
久
矣
。）

に
對
す
る
『
説
義
』
の
中
に
、
次
の
よ
う
に
記
す
こ
と
か
ら
、
端
的
に
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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『
三
禮
目
録
』
に
曰
は
く
「
中
庸
。
名
づ
け
て
中
庸
と
曰
ふ
は
、
其
の
中
和
の
用
た
る
を
紀
す
を
以
て
な
り
。
庸
は
、
用
な
り
。
孔
子
の
孫
、
子
思
伋
、

之
を
作
り
、
以
て
聖
祖
の
德
を
昭
明
す
。
此
れ
『
別
録
』
に
於
い
て
、
通
論
に
屬
す
」
と
。
鄭
君
の
説
を
按
ず
る
に
、
中
庸
の
一
篇
は
、
中
庸
の
德
を
發

す
る
所
以
の
微
言
な
る
を
知
る
な
り
。

（
『
三
禮
目
録
』
曰
「
中
庸
。
名
曰
中
庸
者
、
以
其
紀
中
和
之
爲
用
也
。
庸
、
用
也
。
孔
子
之
孫
子
思
伋
作
之
、
以
昭
明
聖
祖
之
德
。
此
於
『
別
録
』、
屬
通

論
。」
按
鄭
君
之
説
、
知
中
庸
一
篇
、
所
以
發
中
庸
之
德
之
微
言
也
。
）（
『
説
義
』
卷
三
）

こ
こ
で
は
、
中
庸
篇
を
指
し
て
、
孔
子
の
微
言
が
記
さ
れ
た
も
の
と
明
言
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
宋
翔
鳳
が
中
庸
一
篇
を
い
か
に
重
視
し
て
い
る
か
が
分
か
る
。

さ
ら
に
、『
説
義
』
末
尾
の
一
條
は
、
一
書
全
體
の
ま
と
め
と
も
言
え
る
も
の
だ
が
、
そ
の
箇
所
に
、
や
は
り
中
庸
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
以
下
の
よ
う
に

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
が
窺
え
る
。

「
子
曰
は
く
、
中
庸
の
德
た
る
や
、
其
れ
至
れ
る
か
な
。
民
、
鮮
き
こ
と
久
し
。」
此
れ
孔
子
の
微
言
な
り
。「
堯
曰
は
く
、
咨
、
爾
舜
、
天
の
厤
數
、
爾

の
躬
に
在
り
。
允
に
其
の
中
を
執
れ
。
四
海
、
困
窮
し
、
天
祿
、
永
く
終
へ
ん
。」
此
れ
堯
の
中
庸
な
り
。
是
れ
に
由
り
て
命
を
受
け
天
下
を
有
つ
者
は
、

皆
、
中
庸
の
德
有
り
。
故
に
『
禮
』
中
庸
記
に
曰
は
く
「
舜
は
其
れ
大
知
な
る
か
な
。
舜
は
問
ふ
こ
と
を
好
み
て
邇
言
を
察
す
る
こ
と
を
好
み
、
其
の
兩

端
を
執
り
、
其
の
中
を
民
に
用
ふ
」
と
。『
孟
子
』
に
曰
は
く
「
湯
は
中
を
執
り
、
賢
を
立
つ
る
こ
と
方
無
し
」
と
。
鴻
範
に
曰
は
く
「
五
、
皇
極
。
皇

い
に
其
の
有
極
を
建
つ
」
と
。
傳
に
曰
は
く
「
皇
は
、
大
、
極
は
、
中
な
り
」
と
。
凡
そ
此
れ
皆
、
中
庸
の
德
を
言
ふ
な
り
。
庸
と
は
、
用
な
り
。
能
く

中
を
用
ふ
る
者
は
、
斯
れ
中
庸
と
謂
ふ
。
蓋
し
學
問
は
中
よ
り
出
で
ざ
れ
ば
、
則
ち
邪
僻
隱
怪
に
し
て
用
ひ
て
以
て
教
と
爲
す
べ
か
ら
ず
。
政
法
は
中
よ

り
出
で
ざ
れ
ば
、
則
ち
阻
偏
滯
礙
に
し
て
用
ひ
て
以
て
治
と
爲
す
べ
か
ら
ず
。
是
れ
中
庸
の
德
た
る
、
乃
ち
古
よ
り
聖
王
相
傳
の
大
法
に
し
て
、
之
を
改

む
べ
き
こ
と
莫
し
。
此
れ
其
の
至
る
と
爲
す
所
以
な
り
。

（
「
子
曰
、
中
庸
之
爲
德
也
、
其
至
矣
乎
。
民
鮮
久
矣
。」
此
孔
子
之
微
言
也
。「
堯
曰
、
咨
爾
舜
、
天
之
厤
數
在
爾
躬
。
允
執
其
中
。
四
海
困
窮
、
天
祿
永
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終
。
」
此
堯
之
中
庸
也
。
由
是
受
命
有
天
下
者
、
皆
有
中
庸
之
德
。
故
『
禮
』
中
庸
記
曰
「
舜
其
大
知
也
與
。
舜
好
問
而
好
察
邇
言
、
執
其
兩
端
、
用
其

中
於
民
。
」『
孟
子
』
曰
「
湯
執
中
、
立
賢
無
方
。」
鴻
範
曰
「
五
、
皇
極
。
皇
建
其
有
極
。」
傳
曰
「
皇
、
大
、
極
、
中
也
。
」
凡
此
皆
言
中
庸
之
德
也
。

庸
者
、
用
也
。
能
用
中
者
、
斯
謂
中
庸
。
蓋
學
問
不
出
於
中
、
則
邪
僻
隱
怪
而
不
可
用
以
爲
教
。
政
法
不
出
於
中
、
則
阻
偏
滯
礙
而
不
可
用
以
爲
治
。
是

中
庸
之
爲
德
、
乃
自
古
聖
王
相
傳
之
大
法
、
而
莫
之
可
改
。
此
其
所
以
爲
至
也
。）（
『
説
義
』
卷
十
）

は
じ
め
に
雍
也
篇
の
言
を
孔
子
の
微
言
と
し
て
提
示
し
、
そ
の
上
で
、
堯
曰
篇
の
堯
の
言
、
中
庸
篇
の
舜
に
つ
い
て
の
記
述
と
、『
孟
子
』
離
婁
下
篇
の
湯

に
つ
い
て
の
記
述
、
さ
ら
に
は
『
尚
書
』
洪
範
の
記
述
と
を
こ
れ
に
重
ね
合
わ
せ
て
、
中
庸
が
堯
舜
以
來
相
傳
の
道
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
宋
翔
鳳
は
公
冶
長
篇
の
記
述
に
基
づ
い
て
、
微
言
を
「
性
、
天
道
に
與
る
」
こ
と
と
す
る
の
だ
が
、
そ
の
具
體
的
な
内
容
に
至
っ
て
は
、
中

庸
篇
の
内
容
に
よ
っ
て
そ
れ
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
中
庸
篇
の
重
視
と
い
う
こ
と
は
、
宋
翔
鳳
の
微
言
説
の
一
つ
の
特
徴
に
數
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

宋
翔
鳳
は
右
に
引
用
し
た
堯
曰
篇
の
一
條
の
末
尾
、
す
な
わ
ち
、『
説
義
』
全
體
の
末
尾
を
、
以
下
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。

吾
、
故
に
曰
は
く
、
仲
尼
沒
し
て
微
言
未
だ
絶
え
ず
、
七
十
子
喪
び
て
大
義
未
だ
乖
か
ず
。
蓋
し
其
の
命
意
は
傳
記
に
備
は
り
、
千
百
世
に
し
て
泯
び
ざ

る
者
な
り
。
是
れ
固
よ
り
好
學
深
思
の
者
の
任
ず
る
所
な
り
。

（
吾
故
曰
、
仲
尼
沒
而
微
言
未
絶
、
七
十
子
喪
而
大
義
未
乖
。
蓋
其
命
意
備
於
傳
記
、
千
百
世
而
不
泯
者
。
是
固
好
學
深
思
者
之
所
任
也
。
）（
同
上
）

劉
歆
の
語
に
改
め
て
反
駁
を
加
え
、
微
言
大
義
は
現
存
の
經
傳
に
保
存
さ
れ
て
い
る
、
と
主
張
す
る
こ
の
語
に
は
、『
説
義
』
を
通
じ
て
自
ら
そ
の
微
言
大
義

を
明
ら
か
に
し
得
た
と
い
う
、
宋
翔
鳳
の
自
負
が
表
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
節

漢
學
家
説
の
繼
承

前
節
で
は
、『
説
義
』
に
よ
っ
て
宋
翔
鳳
の
微
言
説
を
檢
討
し
た
が
、『
説
義
』
に
は
、
そ
れ
と
表
裏
を
成
す
著
作
の
存
在
す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
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れ
は
、『
説
義
』
の
自
序
に
、
自
著
の
成
立
を
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。

『
論
語
説
』
に
曰
は
く
「
子
夏
六
十
四
人
、
共
に
仲
尼
の
微
言
を
撰
し
、
以
て
素
王
に
當
つ
」
と
。
微
言
と
は
、
性
、
天
道
に
與
る
の
言
な
り
。
此
の
二

十
篇
、
其
の
條
理
を
尋
ね
、
其
の
恉
趣
を
求
め
て
、
太
平
の
治
・
素
王
の
業
、
備
は
る
。
漢
よ
り
以
來
、
諸
家
の
説
、
時
に
合
し
時
に
離
れ
、
畫
一
な
る

能
は
ず
。
蒙
、
嘗
て
古
今
を
綜
覈
し
、
『
纂
言
』
の
作
有
り
。
其
の
文
、
繁
多
な
れ
ば
、
別
に
私
説
を
録
し
、
題
し
て
『
説
義
』
と
爲
す
。
紬
繹
已
に
久

し
き
も
、
未
だ
子
墨
に
著
さ
ざ
る
者
有
り
。
年
衰
へ
事
は
益
〻
倥
傯
に
し
て
暇
、
尟
な
け
れ
ば
、
并
び
に
散
佚
す
る
を
恐
れ
、
遂
に
此
の
數
萬
言
を
以
て
、

先
づ
殺
靑
に
付
す
。
引
き
て
之
を
申
ば
す
は
、
或
い
は
異
日
に
俟
つ
。

（
『
論
語
説
』
曰
「
子
夏
六
十
四
人
、
共
撰
仲
尼
微
言
、
以
當
素
王
。
」
微
言
者
、
性
與
天
道
之
言
也
。
此
二
十
篇
、
尋
其
條
理
、
求
其
恉
趣
、
而
太
平
之

治
・
素
王
之
業
備
焉
。
自
漢
以
來
、
諸
家
之
説
、
時
合
時
離
、
不
能
畫
一
。
蒙
嘗
綜
覈
古
今
、
有
『
纂
言
』
之
作
。
其
文
繁
多
、
別
録
私
説
、
題
爲
『
説

義
』。
紬
繹
已
久
、
有
未
著
於
子
墨
者
。
年
衰
事
益
倥
傯
尟
暇
、
恐
并
散
佚
、
遂
以
此
數
萬
言
、
先
付
殺
靑
。
引
而
申
之
、
或
俟
異
日
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
宋
翔
鳳
は
か
つ
て
『
論
語
』
に
關
す
る
古
今
の
説
を
博
搜
し
、『
纂
言
』
な
る
書
を
作
っ
た
が
、
そ
の
中
か
ら
自
説
を
拔
き
出
し
た
も
の

が
、『
説
義
』
な
の
だ
と
い
う
。
こ
の
『
説
義
』
の
自
序
に
は
「
道
光
二
十
年
五
月
九
日
長
洲
宋
翔
鳳
」
と
署
し
て
い
る
。
道
光
二
十
年
（
一
八
四
〇
）
と
言

え
ば
、
宋
翔
鳳
は
時
に
六
十
四
歳
。
結
果
と
し
て
、
彼
は
こ
の
後
二
十
年
の
長
壽
を
保
つ
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
自
説
の
散
佚
を
恐
れ
て
、
ひ
と
ま
ず
『
説

義
』
を
單
行
さ
せ
る
こ
と
に
し
た
の
だ
と
い
う
。

そ
れ
で
は
も
う
一
方
の
『
纂
言
』
は
ど
う
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
現
在
、
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）
の
序
を
持
つ
『
論
語
纂
言
』
が
傳
わ
っ
て
い
る
が
（
十
六
）

、

『
説
義
』
自
序
の
口
吻
か
ら
察
す
る
に
、
そ
れ
を
遡
る
嘉
慶
八
年
序
刊
本
『
論
語
纂
言
』
が
宋
翔
鳳
の
定
稿
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
宋
翔
鳳
は
『
論

語
』
に
限
ら
ず
、
四
書
全
て
に
つ
い
て
先
儒
の
説
の
蒐
集
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
成
果
が
現
在
、
『
四
書
纂
言
』
と
し
て
傳
わ
っ
て
い
る
。
該
書
に
は
道
光
丙

午
、
す
な
わ
ち
同
二
十
六
年
（
一
八
四
六
）
の
自
序
を
持
つ
光
緖
年
間
の
刊
本
が
あ
る
。
そ
の
自
序
に
附
さ
れ
た
天
津
の
邵
棻
の
言
に
よ
れ
ば
、
宋
翔
鳳
は
嘉
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慶
壬
戌
（
七
年
。
一
八
〇
二
）
か
ら
こ
の
書
の
編
輯
を
開
始
し
、
四
十
餘
年
を
閲
し
て
脱
稿
し
た
の
だ
と
い
う
。
同
書
に
は
『
説
義
』
の
説
も
引
用
さ
れ
て
お

り
（
十
七
）

、
宋
翔
鳳
が
『
説
義
』
公
表
後
も
『
論
語
纂
言
』
の
改
訂
を
續
け
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

今
、
こ
の
『
論
語
纂
言
』
を
繙
く
と
、
そ
こ
に
は
何
晏
『
論
語
集
解
』
や
皇
侃
『
論
語
義
疏
』
、
邢
昺
『
論
語
正
義
』
等
の
歴
代
の
注
釋
に
止
ま
ら
ず
、
閻

若
璩
『
四
書
釋
地
』
や
翟
灝
『
四
書
考
異
』、
錢
坫
『
論
語
後
録
』
と
い
っ
た
、
清
人
の
著
作
か
ら
も
多
く
の
説
が
引
用
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
氣
づ
く
。
こ

れ
は
、
本
章
冒
頭
で
述
べ
た
宋
翔
鳳
の
學
の
う
ち
、
乾
嘉
の
學
に
通
じ
た
こ
と
の
現
れ
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
『
論
語
纂
言
』
に

採
録
さ
れ
た
説
を
『
説
義
』
の
説
と
對
應
さ
せ
て
み
る
と
、
宋
翔
鳳
が
先
儒
の
説
を
自
説
に
取
り
入
れ
な
が
ら
『
説
義
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

る
。
以
下
、
前
節
で
檢
討
し
た
「
性
與
天
道
」
と
「
中
庸
」
と
を
例
證
と
し
て
、
宋
翔
鳳
の
微
言
説
に
漢
學
家
説
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
論
じ
た
い
。

（
一
）
性
與
天
道

『
説
義
』
に
は
、「
性
與
天
道
」
の
「
與
」
字
の
訓
み
方
を
論
じ
た
一
條
が
あ
り
、
文
獻
を
引
用
し
な
が
ら
、
以
下
の
よ
う
に
考
證
を
加
え
て
い
る
。

『
漢
書
』
外
戚
傳
注
に
「
師
古
曰
は
く
、
『
論
語
』
に
稱
す
ら
く
「
子
貢
曰
は
く
、
夫
子
の
文
章
は
、
得
て
聞
く
べ
き
な
り
。
夫
子
の
性
と
天
道
と
を
言

ふ
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
の
み
」
と
。
孔
子
の
性
命
及
び
天
道
を
言
は
ざ
る
を
謂
ふ
。
而
し
て
學
者
は
誤
り
て
孔
子
の
言
、
自
然
に
し
て
天
道
と
合

す
と
謂
ふ
。
唯
だ
に
文
句
に
失
す
る
の
み
に
非
ず
し
て
、
實
に
乃
ち
大
い
に
意
旨
に
乖
く
」
と
。
按
ず
る
に
、
顏
の
意
の
如
く
ん
ば
、
則
ち
漢
以
後
の
學

者
は
、
性
は
自
然
の
理
た
り
て
、
天
と
合
を
爲
す
を
以
て
す
。
故
に
自
然
に
し
て
天
道
と
合
す
と
曰
ふ
。［
『
後
漢
』
馮
異
傳
に
「
臣
、
伏
し
て
自
ら
思
維

す
る
に
、
詔
敕
を
以
て
戰
攻
す
る
に
、
毎
に
輒
ち
意
の
如
し
。
時
に
私
心
を
以
て
斷
決
す
る
に
、
未
だ
嘗
て
悔
い
有
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
國
家
獨
見
の
明
、

久
し
く
し
て
益
〻
遠
し
。
乃
ち
知
る
性
、
天
道
に
與
る
は
、
得
て
聞
く
べ
か
ら
ざ
る
な
り
」
と
。『
管
輅
別
傳
』
に
「
苟
し
く
も
性
、
天
道
に
與
る
に
非

ず
ん
ば
、
何
に
由
り
て
か
爻
象
に
背
き
て
胸
心
に
任
ぜ
ん
」
と
。
『
晉
書
』
紀
瞻
傳
に
「
陛
下
は
性
、
天
道
に
與
る
に
、
猶
ほ
復
た
機
神
を
史
籍
に
役
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す
」
と
。
竝
び
に
與
を
以
て
合
と
爲
す
な
り
。］
何
平
叔
も
亦
た
與
を
以
て
及
と
爲
す
の
説
無
し
。
皇
氏
『
義
疏
』
に
至
り
、
始
め
て
與
を
以
て
及
と
爲

す
。
然
れ
ど
も
猶
ほ
自
然
の
旨
を
説
く
。
自
後
、
遂
に
一
變
し
て
顏
氏
の
解
に
同
じ
。

（
『
漢
書
』
外
戚
傳
注
「
師
古
曰
、『
論
語
』
稱
「
子
貢
曰
、
夫
子
之
文
章
、
可
得
而
聞
也
。
夫
子
之
言
、
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
已
矣
。」
謂
孔
子
不

言
性
命
及
天
道
。
而
學
者
誤
謂
孔
子
之
言
、
自
然
與
天
道
合
。
非
唯
失
於
文
句
、
實
乃
大
乖
意
旨
。」
按
如
顏
意
、
則
漢
以
後
學
者
、
以
性
爲
自
然
之
理
、

與
天
爲
合
。
故
曰
自
然
與
天
道
合
。［
『
後
漢
』
馮
異
傳
「
臣
伏
自
思
維
、
以
詔
敕
戰
攻
、
毎
輒
如
意
。
時
以
私
心
斷
決
、
未
嘗
不
有
悔
。
國
家
獨
見
之
明
、

久
而
益
遠
。
乃
知
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。
」『
管
輅
別
傳
』
「
苟
非
性
與
天
道
、
何
由
背
爻
象
而
任
胸
心
。
」『
晉
書
』
紀
瞻
傳
「
陛
下
性
與
天
道
、

猶
復
役
機
神
於
史
籍
。」
竝
以
與
爲
合
也
。］
何
平
叔
亦
無
以
與
爲
及
之
説
。
至
皇
氏
『
義
疏
』、
始
以
與
爲
及
。
然
猶
説
自
然
之
旨
。
自
後
遂
一
變
而
同

顏
氏
之
解
矣
。
）（
『
説
義
』
卷
三
）

冒
頭
に
引
用
す
る
『
漢
書
』
外
戚
傳
上
の
顏
師
古
の
注
に
は
、
「
性
與
天
道
」
に
つ
い
て
兩
樣
の
訓
み
方
が
記
さ
れ
て
い
る
。
顏
師
古
自
身
は
「
與
」
を

「
及
」
と
す
る
訓
み
方
を
支
持
し
、
當
時
の
學
者
た
ち
の
、「
與
」
を
「
合
」
と
す
る
解
釋
を
誤
解
と
し
て
斥
け
る
の
で
あ
る
が
、
顏
師
古
に
否
定
さ
れ
る
こ

の
訓
み
方
こ
そ
が
、
前
節
で
見
た
、
宋
翔
鳳
の
主
張
す
る
「
性
、
天
道
に
與
る
」
式
の
も
の
で
あ
る
。
宋
翔
鳳
は
、
か
く
訓
む
こ
と
が
漢
以
來
の
傳
統
的
な
解

釋
で
あ
る
と
し
て
、『
後
漢
書
』
馮
異
傳
、『
三
國
志
』
魏
書
方
技
傳
注
に
引
く
『
管
輅
別
傳
』
、『
晉
書
』
紀
瞻
傳
を
例
證
と
し
て
擧
げ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ

も
「
與
」
を
「
合
」
と
す
る
の
で
な
け
れ
ば
文
意
が
通
じ
な
い
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
例
證
を
驅
使
し
な
が
ら
一
字
一
句
を
正
確
に
讀
解
し
よ
う
と
い
う
姿
勢
は
、
乾
嘉
の
學
に
通
じ
た
と
さ
れ
る
宋
翔
鳳
の
面
目
を
窺
う
に
足
る

も
の
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
公
冶
長
篇
の
一
章
の
『
論
語
纂
言
』
を
確
認
す
る
と
明
ら
か
に
な
る
の
だ
が
、
實
は
宋
翔
鳳
の
擧
例
に
は
基
づ
く

と
こ
ろ
が
あ
る
。

『
論
語
纂
言
』
は
、
こ
の
章
に
關
わ
っ
て
錢
大
昕
（
一
七
二
八
～
一
八
〇
四
）
の
『
潛
研
堂
文
集
』
卷
九
・
答
問
六
の
説
を
採
録
し
て
い
る
（
十
八
）

。
右
の
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『
説
義
』
と
大
部
分
が
重
複
す
る
の
で
、
原
文
の
み
を
示
せ
ば
、『
潛
研
堂
文
集
』
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

一
説
性
與
天
道
、
猶
言
性
與
天
合
也
。『
後
漢
書
』
馮
異
傳
「
臣
伏
自
思
維
、
以
詔
敕
戰
攻
、
毎
輒
如
意
。
時
以
私
心
斷
決
、
未
嘗
不
有
悔
。
國
家
獨
見

之
明
、
久
而
益
遠
。
乃
知
性
與
天
道
、
不
可
得
而
聞
也
。
」『
管
輅
別
傳
』「
苟
非
性
與
天
道
、
何
由
背
爻
象
而
任
胸
心
。
」『
晉
書
』
紀
瞻
傳
「
陛
下
性
與

天
道
、
猶
復
役
機
神
於
史
籍
。」
此
亦
漢
儒
相
承
之
説
、
而
何
平
叔
倶
不
取
。（
十
九
）

一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
説
義
』
で
例
證
と
し
て
擧
げ
ら
れ
て
い
た
三
書
は
、
錢
大
昕
が
す
で
に
擧
げ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
錢
大
昕
は
、
や
は
り
そ

れ
ら
を
例
證
と
し
て
、「
性
與
天
道
」
を
「
性
、
天
と
合
す
」
と
解
す
る
異
説
の
存
在
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
二
十
）

。
宋
翔
鳳
は
『
纂
言
』
に
こ
の
錢
大
昕
の

説
を
引
用
し
た
上
で
、
そ
れ
を
根
據
と
し
て
、
『
説
義
』
に
お
い
て
「
性
與
天
道
」
を
「
性
、
天
道
に
與
る
」
と
訓
ず
べ
き
こ
と
を
論
證
し
、
こ
れ
を
微
言
説

の
骨
子
と
し
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
中
庸

續
い
て
、
中
庸
に
つ
い
て
、
先
儒
の
説
と
の
關
聯
を
見
て
み
よ
う
。

宋
翔
鳳
は
、
中
庸
が
堯
舜
以
來
相
傳
の
道
で
あ
る
と
し
、『
禮
記
』
中
庸
篇
を
説
い
て
、
孔
子
の
微
言
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
述
べ
て
い
た
が
、
こ
れ
と

同
樣
の
主
張
を
し
た
學
者
に
惠
棟
（
一
六
九
七
～
一
七
五
八
）
が
い
る
。

惠
棟
は
呉
派
の
漢
學
の
大
家
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
と
り
わ
け
易
學
に
長
じ
た
と
さ
れ
て
お
り
、『
周
易
述
』『
易
漢
學
』
等
の
專
著
が
あ
る
。
注
目
す
べ
き

は
、
錢
大
昕
の
「
惠
先
生
棟
傳
」（
二
十
一
）

に
、
そ
の
易
學
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

年
五
十
の
後
、
經
術
に
專
心
し
、
尤
も
『
易
』
に
邃
し
。
謂
へ
ら
く
、
宣
尼
、
十
翼
を
作
り
、
其
の
微
言
大
義
は
、
七
十
子
の
徒
、
相
ひ
傳
へ
、
漢
に
至

ふ
か

り
て
猶
ほ
存
す
る
者
有
り
。
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（
年
五
十
後
、
專
心
經
術
、
尤
邃
於
『
易
』。
謂
宣
尼
作
十
翼
、
其
微
言
大
義
、
七
十
子
之
徒
相
傳
、
至
漢
猶
有
存
者
。）

こ
こ
に
、
『
易
』
の
十
翼
に
寓
さ
れ
た
孔
子
の
微
言
大
義
は
漢
代
ま
で
相
傳
さ
れ
て
い
た
、
と
す
る
惠
棟
の
考
え
が
記
さ
れ
て
い
る
。
事
實
、
惠
棟
に
は

『
易
微
言
』『
易
大
義
』
と
題
す
る
著
作
も
あ
り
（
二
十
二
）

、
微
言
や
大
義
の
語
を
意
識
的
に
用
い
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
微
言
大
義
の
語
に
注
目
し
、
い
ち

早
く
そ
れ
を
唱
道
し
た
の
は
、
今
文
學
者
で
は
な
く
惠
棟
で
あ
る
と
の
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
（
二
十
三
）

。

そ
の
『
易
大
義
』
は
、
實
際
に
は
中
庸
篇
の
注
釋
で
、
卷
末
に
附
さ
れ
た
江
藩
の
跋
に
よ
れ
ば
、
惠
棟
は
生
前
、
中
庸
注
二
卷
、
禮
運
注
一
卷
か
ら
な
る

『
易
大
義
』
三
卷
を
著
そ
う
と
し
て
い
た
が
、
本
書
は
そ
の
稿
本
に
當
た
る
の
だ
ろ
う
と
言
う
。
と
は
言
え
、
江
藩
は
、

是
の
注
、
徴
君
の
少
き
作
な
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
七
十
子
の
微
言
、
亦
た
具
さ
に
是
に
在
り
。

（
是
注
雖
徴
君
少
作
、
然
七
十
子
之
微
言
亦
具
在
是
矣
。）

と
記
し
て
、
そ
の
價
値
を
十
分
に
認
め
て
お
り
、
微
言
大
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
惠
棟
の
易
學
が
反
映
さ
れ
た
著
作
と
見
な
し
て
い
る
。

こ
の
『
易
大
義
』
を
繙
く
と
、
そ
の
開
卷
「
中
庸
」
二
字
の
題
下
に
、
惠
棟
は
ま
さ
に
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

此
れ
仲
尼
の
微
言
な
り
。
子
思
、
其
の
家
學
を
傳
へ
、
著
し
て
此
の
書
を
爲
る
。『
易
』
に
明
ら
か
な
る
に
非
ざ
れ
ば
、
此
の
書
に
通
ず
る
能
は
ざ
る
な

り
。

（
此
仲
尼
微
言
也
。
子
思
傳
其
家
學
、
著
爲
此
書
。
非
明
『
易
』、
不
能
通
此
書
也
。）

つ
ま
り
、
惠
棟
も
、
中
庸
篇
を
孔
子
の
微
言
が
記
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
宋
翔
鳳
の
説
は
、
こ
の
惠
棟
の
説
に
基
づ
く
も
の
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、『
四
書
纂
言
』
の
う
ち
の
『
中
庸
注
疏
集
證
』
に
『
易
大
義
』
の
大
部
分
を
採
録
し
、
そ
の
中
に
や
は
り
右
の
一

條
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
宋
翔
鳳
が
『
説
義
』
に
お
い
て
中
庸
の
德
を
重
視
し
、
微
言
の
内
容
と
す
る
こ
と
の
背
景
に
、
惠

棟
説
の
影
響
が
あ
る
こ
と
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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右
に
見
た
よ
う
に
、『
纂
言
』
と
呼
ば
れ
る
著
作
と
對
照
す
る
こ
と
で
、
宋
翔
鳳
の
微
言
説
の
根
幹
と
も
言
え
る
「
性
與
天
道
」
と
「
中
庸
」
と
に
關
す
る

説
は
、
い
ず
れ
も
錢
大
昕
や
惠
棟
と
い
っ
た
、
漢
學
家
の
説
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
宋

翔
鳳
の
學
術
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
漢
學
を
基
礎
と
し
つ
つ
微
言
大
義
の
發
揮
に
努
め
た
こ
と
の
、
一
つ
の
證
左
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
宋
翔
鳳
は
先
儒
の
説
の
博
搜
と
い
う
方
法
論
ば
か
り
で
な
く
、
微
言
説
と
い
う
思
想
内
容
の
面
に
お
い
て
も
、
漢
學
家
の
學
術
を
繼
承
し
た
と
言
う
こ

と
が
で
き
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
章
で
は
ま
ず
、
宋
翔
鳳
が
劉
歆
説
に
反
駁
し
、
微
言
や
大
義
は
滅
ん
で
い
な
い
と
し
た
上
で
、
そ
れ
ら
を
『
論
語
』
に
基
づ
い
て
定
義
し
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
た
。
次
に
、『
説
義
』
に
よ
っ
て
そ
の
微
言
説
を
檢
討
し
た
と
こ
ろ
、
宋
翔
鳳
が
中
庸
篇
に
も
依
據
し
な
が
ら
微
言
の
内
容
を
説
い
て
い
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。
そ
し
て
、『
纂
言
』
の
記
述
と
『
説
義
』
の
説
と
を
對
照
す
る
こ
と
で
、
そ
の
微
言
説
の
骨
子
と
も
言
え
る
部
分
に
は
、
先
行
す
る
漢
學

家
の
説
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
從
來
か
ら
指
摘
さ
れ
て
き
た
宋
翔
鳳
の
學
術
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
漢
學
と
今
文

學
と
の
雙
方
に
通
曉
し
た
點
が
、
そ
の
微
言
説
に
も
現
れ
た
も
の
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
章
の
結
び
に
、
こ
の
點
に
も
關
わ
る
こ
と
と
し
て
、
微
言
大
義
の
言
説
史
と
い
う
觀
點
か
ら
宋
翔
鳳
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
附
言
し
て
お
き
た
い
。

本
研
究
に
お
い
て
も
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
從
來
、
微
言
大
義
の
語
は
今
文
家
に
特
有
の
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
、
近
年
、
惠
棟
が
早

く
か
ら
こ
の
語
に
着
目
し
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
錢
大
昕
も
、『
潛
研
堂
文
集
』
卷
九
・
答
問
六
に
お
い
て
、『
論
語
』
に
は
孔
子
の
微
言
大
義
が

記
さ
れ
て
い
る
と
述
べ
て
い
る
（
二
十
四
）

。
こ
れ
ら
の
事
實
は
、
微
言
大
義
の
語
が
今
文
家
の
專
賣
特
許
で
は
な
く
、
む
し
ろ
漢
學
家
に
よ
っ
て
唱
道
さ
れ
た
經
緯

の
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
漢
學
に
も
通
じ
た
宋
翔
鳳
が
、『
纂
言
』
に
漢
學
家
説
を
採
録
し
、『
説
義
』
に
お
い
て
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
微
言
説
を
展
開
し
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て
い
る
こ
と
は
、
彼
が
微
言
大
義
の
語
を
今
文
學
の
體
系
中
に
取
り
込
む
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
宋
翔
鳳
は
、『
公
羊
傳
』
に
限
定
さ
れ

て
い
た
劉
逢
祿
の
「
微
言
大
義
」
言
説
を
漢
學
家
説
に
よ
っ
て
擴
充
し
、
今
文
家
の
微
言
大
義
の
學
に
發
展
の
契
機
を
與
え
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

（
一
）

梁
啓
超
『
清
代
學
術
概
論
』（
商
務
印
書
館
、
一
九
二
一
）
二
十
二

（
二
）

『
清
史
稿
』
卷
二
百
六
十
九
・
儒
林
三
・
劉
逢
祿
傳
附
。
宋
翔
鳳
の
詳
し
い
事
績
に
つ
い
て
は
、
鍾
彩
鈞
「
宋
翔
鳳
的
生
平
與
師
友
」（
『
清
代
學

術
論
叢
』
第
三
輯
、
文
津
出
版
社
、
二
〇
〇
二
）
を
參
照
。

（
三
）

濱
久
雄
『
公
羊
學
の
成
立
と
そ
の
展
開
』
第
二
部
第
四
章
「
清
代
公
羊
學
の
展
開
（
そ
の
二
）
―
―
宋
翔
鳳
の
學
問
と
思
想
―
―
」（
國
書
刊
行

會
、
一
九
九
二
。
論
文
初
出
は
一
九
八
八
）、
鍾
彩
鈞
「
宋
翔
鳳
學
術
及
思
想
概
述
」（
『
清
代
經
學
國
際
研
討
會
論
文
集
』、
中
央
研
究
院
中
國
文

哲
研
究
籌
備
處
、
一
九
九
四
）
、
陳
鵬
鳴
「
宋
翔
鳳
經
學
思
想
研
究
」（
『
中
華
文
化
論
壇
』
二
〇
〇
一
年
第
四
期
）
は
、
宋
翔
鳳
の
著
作
の
中
か

ら
具
體
例
を
擧
げ
つ
つ
、
そ
の
學
術
の
特
徴
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
蔡
長
林
「
訓
詁
與
微
言
―
―
宋
翔
鳳
二
重
性
經
説
考
論
」（
『
從
文

士
到
經
生
―
―
考
據
學
風
潮
下
的
常
州
學
派
』、
中
央
研
究
院
中
國
文
哲
研
究
所
、
二
〇
一
〇
）
は
、
特
に
考
據
學
の
流
行
と
い
う
、
當
時
の
風

潮
や
教
育
環
境
か
ら
こ
れ
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

（
四
）

『
論
語
説
義
』
は
『
皇
清
經
解
續
編
』
所
收
。
そ
の
公
羊
家
的
解
釋
に
つ
い
て
は
、
松
川
健
二
「
宋
翔
鳳
『
論
語
説
義
』
―
―
清
朝
公
羊
學
者
の

一
家
言
―
―
」（
『
論
語
の
思
想
史
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
四
）、
孔
祥
驊
「
論
宋
翔
鳳
的
《
論
語
》
學
」（
『
歴
史
教
學
問
題
』
一
九
九
九
年
第
六

期
）
、
黄
開
國
『
清
代
今
文
經
學
的
興
起
』
第
三
章
「
宋
翔
鳳
的
《
論
語
》
學
」
（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
八
）
、
曾
亦
・
郭
曉
東
『
春
秋
公
羊
學

史
』
第
十
四
章
「
宋
翔
鳳
與
戴
望
：
以
《
公
羊
》
釋
《
論
語
》」（
華
東
師
範
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
七
）
を
參
照
。
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（
五
）

注
（
四
）
所
掲
黄
開
國
書
は
、
皮
錫
瑞
の
定
義
に
基
づ
い
て
、
清
代
今
文
學
の
展
開
を
大
き
く
大
義
の
闡
明
か
ら
微
言
の
闡
明
へ
と
い
う
圖
式
で

畫
い
て
い
る
が
、
そ
の
第
三
章
「
宋
翔
鳳
的
《
論
語
》
學
」
に
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
劉
逢
祿
是
清
代
經
學
史
上
言
《
公
羊
》
學
的

學
者
中
由
重
大
義
轉
向
重
微
言
的
關
鍵
性
人
物
。
但
是
、
劉
逢
祿
并
沒
有
明
確
意
識
到
這
一
點
、
他
雖
然
實
際
上
是
以
微
言
爲
宗
、
卻
常
常
以
微

言
大
義
混
而
不
分
。
宋
翔
鳳
則
較
爲
清
楚
地
意
識
到
微
言
大
義
之
分
、
他
是
清
代
經
學
史
上
第
一
個
明
確
區
分
微
言
大
義
的
人
、
并
且
提
出
了
他

的
微
言
大
義
説
。」

（
六
）

宋
翔
鳳
『
説
義
』
と
同
じ
く
公
羊
學
に
よ
っ
て
『
論
語
』
を
説
い
た
書
に
、
劉
逢
祿
『
論
語
述
何
』、
戴
望
『
戴
氏
注
論
語
』
が
擧
げ
ら
れ
る
が
、

『
皮
錫
瑞
日
記
』
光
緖
二
十
三
年
正
月
廿
五
日
條
に
は
、
こ
れ
ら
二
書
が
『
公
羊
』
の
義
を
充
分
に
明
ら
か
に
し
得
て
い
な
い
と
し
て
、
不
滿
を

記
し
て
い
る
。
一
方
で
、
光
緖
十
八
年
閏
六
月
十
一
日
條
に
は
『
説
義
』
を
讀
ん
だ
感
想
と
し
て
、
そ
の
中
の
一
部
の
説
に
は
懷
疑
を
示
し
て
い

る
も
の
の
「
發
明
公
羊
家
微
言
大
義
甚
精
」
と
記
し
、
評
價
し
て
い
る
。

（
七
）

本
研
究
序
章
第
二
節
を
參
照
。

（
八
）

古
勝
隆
一
『
目
録
學
の
誕
生

劉
向
が
生
ん
だ
書
物
文
化
』（
京
都
大
學
人
文
研
東
方
學
叢
書
６
、
臨
川
書
店
、
二
〇
一
九
）
第
一
章
第
六
節
を

參
照
。

（
九
）

『
史
記
』
十
二
諸
侯
年
表
序
に
「
魯
君
子
左
丘
明
、
懼
弟
子
人
人
異
端
、
各
安
其
意
、
失
其
眞
。
故
因
孔
子
史
記
具
論
其
語
、
成
『
左
氏
春

秋
』」
と
あ
り
、
ま
た
『
漢
書
』
藝
文
志
に
は
「
『
左
氏
傳
』
三
十
卷
」
を
著
録
し
て
「
左
丘
明
。
魯
太
史
」
と
の
自
注
を
附
し
て
い
る
。

（
十
）

周
知
の
よ
う
に
、
劉
歆
が
『
左
氏
春
秋
』
に
對
し
て
改
竄
を
行
っ
た
と
の
主
張
は
、
劉
逢
祿
『
左
氏
春
秋
考
證
』
に
展
開
さ
れ
る
論
で
あ
る
。
劉

逢
祿
と
宋
翔
鳳
は
と
も
に
莊
述
祖
の
甥
で
、
年
輩
も
ほ
ぼ
同
じ
。『
左
氏
春
秋
考
證
』
に
は
、
宋
翔
鳳
が
劉
逢
祿
の
説
を
聞
き
、
一
度
は
懷
疑
を

示
し
た
も
の
の
、
劉
逢
祿
が
具
體
例
を
示
し
て
こ
れ
に
答
え
る
と
、
宋
翔
鳳
は
大
い
に
感
服
し
「
子
不
惟
善
治
『
公
羊
』、
可
以
爲
『
左
氏
』
功
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臣
。
自
何
卲
公
・
許
叔
重
且
未
發
其
疑
也
」
と
言
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
十
一
）

『
樸
學
齋
文
録
』
四
卷
は
、『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
五
〇
四
册
所
收
。

（
十
二
）

「
性
與
天
道
」
は
『
論
語
』
公
冶
長
篇
に
見
え
る
語
。
こ
の
訓
讀
は
當
該
章
の
『
説
義
』
に
「
所
謂
與
者
、
天
人
相
與
也
」
と
あ
る
の
に
從
っ
た

も
の
。
直
後
の
子
罕
篇
冒
頭
の
一
章
の
訓
讀
と
と
も
に
、
本
章
第
二
節
を
參
照
。

（
十
三
）

『
文
選
』
卷
二
十
九
曹
顏
遠
「
思
友
人
詩
」
注
に
「
『
論
語
崇
爵
讖
』
曰
、
子
夏
共
撰
仲
尼
微
言
、
以
當
素
王
」
と
あ
り
、
卷
四
十
三
劉
子
駿

「
移
書
讓
太
常
博
士
」
注
及
び
卷
五
十
八
蔡
伯
喈
「
郭
有
道
碑
文
」
注
に
「
『
論
語
讖
』
曰
、
子
夏
六
十
四
人
、
共
撰
仲
尼
微
言
」
と
あ
る
。

（
十
四
）

劉
逢
祿
『
論
語
述
何
』（
『
皇
清
經
解
』
所
收
）
に
、
つ
と
に
「
文
章
」
を
「
『
詩
』『
書
』
執
禮
」
、「
性
與
天
道
」
を
「
『
易
』『
春
秋
』」
と
す
る

説
が
見
え
て
お
り
、
宋
翔
鳳
の
こ
の
配
當
は
、
劉
逢
祿
の
説
に
基
づ
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、『
論
語
述
何
』
は
『
劉
禮
部
集
』
卷
二

に
も
收
め
ら
れ
て
お
り
、『
劉
禮
部
集
』
本
で
は
全
體
が
問
答
體
に
統
一
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、『
皇
清
經
解
』
本
と
異
同
が
あ
る
が
、
本
章
に

つ
い
て
は
、
兩
者
の
間
に
内
容
に
關
す
る
大
き
な
異
同
は
な
い
。

（
十
五
）

『
禮
記
』
中
庸
篇
に
「
天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
、
修
道
之
謂
教
。
道
也
者
、
不
可
須
臾
離
也
。
可
離
、
非
道
也
。
是
故
君
子
戒
愼
乎
其
所
不

睹
、
恐
懼
乎
其
所
不
聞
」
と
あ
る
。

（
十
六
）

嚴
靈
峯
編
輯
『
無
求
備
齋
論
語
集
成
』（
藝
文
印
書
館
、
一
九
六
六
）
所
收
。

（
十
七
）

た
だ
し
、
同
書
で
は
『
説
義
』
の
説
を
引
用
し
て
、
そ
の
出
典
を
「
發
微
」
と
注
記
し
て
お
り
、
ま
た
、
卷
首
の
「
四
書
纂
言
引
用
書
目
」
の
中

に
も
「
『
論
語
發
微
』［
翔
鳳
自
纂
］
」
の
名
が
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
宋
翔
鳳
は
『
説
義
』
の
名
を
後
に
『
論
語
發
微
』
と
改
め
た
ら
し
い
。

『
論
語
發
微
』
と
し
て
引
用
さ
れ
た
説
を
『
説
義
』
と
比
較
す
る
と
、
や
や
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
兩
者
は
基
本
的
に
一
致
す
る
。
錢
穆
『
中
國

近
三
百
年
學
術
史
』
（
『
錢
賓
四
先
生
全
集
』
、
聯
經
出
版
事
業
公
司
、
一
九
九
八
所
收
。
原
著
初
版
は
商
務
印
書
館
、
一
九
三
七
）
第
十
一
章
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「
龔
定
菴
」
に
附
さ
れ
た
宋
翔
鳳
の
項
で
は
、『
説
義
』
を
『
論
語
發
微
』
の
前
稿
だ
と
し
て
い
る
。

（
十
八
）

本
文
中
に
記
し
た
よ
う
に
、『
論
語
纂
言
』
に
は
嘉
慶
八
年
序
刊
本
と
光
緖
年
間
刊
行
の
『
四
書
纂
言
』
所
收
本
と
が
あ
り
、
内
容
に
も
か
な
り

の
異
同
が
あ
る
が
、
こ
こ
に
引
用
す
る
錢
大
昕
の
説
に
つ
い
て
は
、
二
本
と
も
に
採
録
し
て
い
る
。

（
十
九
）

本
文
中
の
引
用
は
『
論
語
纂
言
』
に
よ
っ
た
が
、
『
潛
研
堂
文
集
』
卷
九
・
答
問
六
に
は
、
『
晉
書
』
紀
瞻
傳
の
引
用
の
下
に
「
『
唐
書
』
孫
伏

伽
・
長
孫
無
忌
傳
、
倶
有
性
與
天
道
之
語
」
と
い
う
自
注
が
あ
る
。

（
二
十
）

錢
大
昕
が
「
性
與
天
道
」
に
つ
い
て
異
説
を
擧
げ
て
い
る
こ
と
を
含
め
、
公
冶
長
篇
の
當
該
章
に
對
す
る
解
釋
史
を
ま
と
め
た
も
の
に
、
本
田
濟

「
『
論
語
』
一
則
」（
『
東
洋
思
想
研
究
』、
創
文
社
、
一
九
八
七
。
論
文
初
出
は
一
九
七
九
）
が
あ
る
。

（
二
十
一
）
錢
大
昕
『
潛
研
堂
文
集
』
卷
三
十
九
・
傳
三
所
收
。

（
二
十
二
）『
周
易
述
』
の
『
四
庫
提
要
』
に
よ
れ
ば
、『
易
微
言
』『
易
大
義
』
は
と
も
に
『
周
易
述
』
の
目
録
に
記
さ
れ
て
お
り
、
本
來
、『
周
易
述
』
の
一

部
を
成
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
『
周
易
述
』
自
體
が
未
完
に
終
わ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、『
易
大
義
』
は
録
あ
っ
て
書
な
く
、『
易
微
言
』
も
『
周
易

述
』
に
附
載
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
惠
棟
の
定
稿
で
は
な
い
と
い
う
。
現
在
『
易
大
義
』
は
、
江
藩
が
後
に
見
出
し
た
單
行
本
が
傳
わ
っ
て
お

り
、『
續
修
四
庫
全
書
』
第
一
五
九
册
所
收
。

（
二
十
三
）
張
素
卿
「
惠
棟
論
《
易
》
之
「
大
義
」
與
「
微
言
」
」
（
『
國
文
學
報
』
第
五
十
六
期
、
國
立
臺
灣
師
範
大
學
國
文
學
系
、
二
〇
一
四
）
を
參
照
。

（
二
十
四
）
例
え
ば
、
子
罕
篇
の
「
唐
棣
之
華
」
章
の
分
章
に
つ
い
て
、『
春
秋
繁
露
』
の
記
述
を
も
と
に
そ
れ
を
論
じ
た
上
で
、「
蓋
宣
尼
作
『
春
秋
』、
其

微
言
大
義
、
多
見
於
『
論
語
』」
と
述
べ
て
い
る
。
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第
三
章

廖
平
の
今
古
學
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』

は
じ
め
に

廖
平
（
字
は
季
平
。
一
八
五
二
～
一
九
三
二
）
は
、
清
末
か
ら
民
國
に
か
け
て
の
四
川
の
今
文
學
者
。
そ
の
晩
年
の
號
、
六
譯
は
、
自
身
の
學
説
が
生
涯
六

回
に
わ
た
っ
て
變
化
し
た
こ
と
に
由
來
す
る
も
の
で
あ
り
、
彼
は
ま
た
特
に
そ
の
點
で
著
名
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
經
學
に
關
す
る
研
究

は
、
こ
れ
ま
で
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、
總
論
的
・
概
説
的
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
觀
が
あ
る
。
そ
の
廣
汎
な
著
作
の
個
別
具
體
的

解
明
は
、
今
後
の
研
究
に
俟
つ
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
（
一
）

。
廖
平
も
ま
た
、
今
文
學
者
と
し
て
微
言
大
義
の
闡
明
に
努
め
た
と
言
え
る
が
、
本
章
で
は
特
に
、

そ
の
今
文
學
・
古
文
學
の
相
違
に
關
す
る
見
解
に
着
目
し
た
い
。

廖
平
の
經
學
の
精
華
は
、
劉
師
培
（
一
八
八
四
～
一
九
一
九
）
が
そ
の
學
を
評
し
て
「
『
春
秋
』
に
長
じ
、
善
く
禮
制
を
説
く
（
長
於
『
春
秋
』
、
善
説
禮

制
）
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
二
）

、
『
春
秋
』
及
び
禮
制
の
學
に
在
っ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
言
の
通
り
、
初
變
期
（
三
）

に
著
さ
れ
た
『
今
古
學
考
』
は
、
今
文

學
・
古
文
學
の
分
類
に
禮
制
と
い
う
獨
自
の
觀
點
を
用
い
た
書
で
あ
り
、
廖
平
の
代
表
的
著
作
と
目
さ
れ
る
。
ま
た
該
書
を
一
讀
し
て
氣
づ
く
の
は
、
春
秋
三

傳
の
う
ち
特
に
『
穀
梁
傳
』
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
期
に
は
そ
の
注
釋
書
と
し
て
『
穀
梁
古
義
疏
』（
以
下
『
古
義
疏
』
と
略
稱
）
も
著
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
を
探
る
こ
と
は
、
そ
の
學
説
を
理
解
す
る
重
要
な
手
が
か
り
と
な
ろ
う
。
本
章
で
は
そ
の
初
歩
的
研
究

と
し
て
、
以
下
の
點
に
對
す
る
考
察
を
行
う
。

ま
ず
第
一
節
で
は
、
今
文
學
・
古
文
學
を
分
類
す
る
廖
平
の
今
古
學
説
に
お
い
て
、『
穀
梁
傳
』
が
い
か
な
る
位
置
を
占
め
る
か
を
、
初
變
期
の
學
説
を
整

理
し
な
が
ら
考
察
す
る
。
加
え
て
、
こ
の
時
期
に
『
古
義
疏
』
が
著
さ
れ
る
に
至
っ
た
經
緯
を
た
ど
る
こ
と
で
、『
古
義
疏
』
の
目
的
と
特
徴
の
一
端
と
を
明
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ら
か
に
す
る
。
次
に
第
二
節
で
は
、『
古
義
疏
』
中
に
見
ら
れ
る
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
廖
平
の
見
解
を
檢
討
す
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
の
廖

平
の
特
異
な
説
は
、
鄙
見
に
よ
れ
ば
、
第
一
節
で
檢
討
す
る
諸
點
と
深
く
關
わ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
檢
討
を
通
じ
て
、
本
章
で
は
、
初
變
期
の
今
古
學
説
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
關
係
を
探
る
と
と
も
に
、
『
古
義
疏
』
の
特
性
を
も
見
出
す
こ
と
で
、
廖

平
の
『
穀
梁
傳
』
觀
と
も
言
う
べ
き
も
の
を
明
ら
か
に
し
た
い
（
四
）

。

第
一
節

『
今
古
學
考
』
と
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
研
究

（
一
）『
今
古
學
考
』
と
初
變
期
の
學
説

廖
平
の
初
變
期
の
學
説
は
、
主
と
し
て
『
今
古
學
考
』
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
書
は
後
漢
の
許
愼
『
五
經
異
義
』
に
着
想
を
得
て
、
禮
制
に
よ
り
諸

經
傳
を
「
今
學
」
と
「
古
學
」
と
に
分
類
し
、
そ
の
上
で
兩
者
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
整
理
・
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
卷
に
は
自
説
を
端
的
に
示
し
た
二
十

の
表
を
、
下
卷
に
は
上
卷
の
各
表
に
對
す
る
解
説
百
六
條
を
收
め
る
。
そ
の
分
類
の
樣
相
を
、
ま
ず
は
上
卷
の
「
今
古
學
宗
旨
不
同
表
」
か
ら
讀
み
取
っ
て
ゆ

く
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
の
表
は
、
上
段
に
今
學
の
、
下
段
に
古
學
の
特
徴
を
、
そ
れ
ぞ
れ
が
對
に
な
る
形
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
五
）

。

今
古
學
宗
旨
不
同
表

今
祖
孔
子

古
祖
周
公

今
「
王
制
」
爲
主

古
『
周
禮
』
爲
主

今
主
因
革
［
參
用
四
代
禮
］

古
主
從
周
［
專
用
周
禮
］

…
…

…
…
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今
孔
子
晩
年
之
説

古
孔
子
壯
年
主
之

今
經
皆
孔
子
所
作

古
經
多
學
古
者
潤
色
史
册

今
始
于
魯
人
、
齊
附
之

古
成
于
燕
趙
人

…
…

…
…

今
學
意
主
救
文
弊

古
學
意
主
守
時
制

…
…

…
…

今
經
唯
存
『
公
』『
穀
』、
范
氏
以
古
疑
今

古
經
皆
存
、
鄭
君
以
今
雜
古
學

…
…

…
…

以
上
説
皆
見
下
卷

以
上
説
見
下
卷

こ
こ
で
ま
ず
注
目
す
べ
き
は
、「
今
は
因
革
を
主
と
す
［
四
代
の
禮
を
參
用
す
］
」「
古
は
從
周
を
主
と
す
［
專
ら
周
の
禮
を
用
ふ
］」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で

あ
る
。
廖
平
は
、
古
學
が
專
ら
周
の
禮
制
を
用
い
る
の
に
對
し
、
今
學
は
虞
夏
殷
周
四
代
の
禮
制
を
あ
る
い
は
因
襲
し
、
あ
る
い
は
改
革
し
な
が
ら
用
い
る
の

だ
と
す
る
。
こ
れ
は
、
二
學
で
主
眼
と
す
る
意
圖
が
異
な
る
か
ら
で
あ
り
、「
古
學
の
意
は
時
制
を
守
る
を
主
と
す
る
」
一
方
、「
今
學
の
意
は
文
弊
を
救
ふ
を

主
と
す
る
」
た
め
だ
と
い
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
根
據
と
な
る
禮
制
を
記
載
し
た
文
獻
と
し
て
「
今
は
「
王
制
」
を
主
と
爲
す
」「
古
は
『
周
禮
』
を
主
と

爲
す
」
と
記
し
て
、『
禮
記
』
王
制
篇
及
び
『
周
禮
』
を
擧
げ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
今
古
兩
學
の
相
違
は
「
今
は
孔
子
晩
年
の
説
」
「
古
は
孔
子
壯
年
、
之
を
主
と
す
」
と
あ
る
よ
う
に
、
孔
子
の
年
齡
に
よ
る
主
張
の
變
化
に

由
來
す
る
と
い
う
。
下
卷
で
は
以
上
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

孔
子
は
初
年
、
禮
を
問
ひ
、「
周
に
從
ふ
」
の
言
有
り
。
是
れ
王
命
を
尊
び
・
大
人
を
畏
る
の
意
な
り
。
晩
年
に
至
り
、
道
の
行
は
れ
ざ
る
を
哀
れ
む
も
、



- 58 -

手
を
假
り
て
自
ら
其
の
意
を
行
ひ
、
以
て
弊
を
挽
き
偏
を
補
ふ
を
得
ず
。
是
に
于
い
て
心
に
爲
さ
ん
と
欲
す
る
所
の
者
を
以
て
之
を
「
王
制
」
に
書
し
、

之
を
『
春
秋
』
に
寓
す
。
當
時
の
名
流
は
此
の
議
論
に
同
じ
か
ら
ざ
る
は
莫
し
。
所
謂
「
因
革
繼
周
」
の
事
な
り
。
…
…
其
の
實
、
孔
子
一
人
の
言
な
る

も
、
前
後
、
同
じ
か
ら
ず
。
予
、
謂
ふ
、「
從
周
」
は
孔
子
少
壯
の
學
た
り
、「
因
革
」
は
孔
子
晩
年
の
意
た
り
と
は
、
此
れ
な
り
。

（
孔
子
初
年
問
禮
、
有
「
從
周
」
之
言
。
是
尊
王
命
・
畏
大
人
之
意
也
。
至
于
晩
年
、
哀
道
不
行
、
不
得
假
手
自
行
其
意
、
以
挽
弊
補
偏
。
于
是
以
心
所
欲

爲
者
書
之
「
王
制
」、
寓
之
『
春
秋
』。
當
時
名
流
莫
不
同
此
議
論
。
所
謂
「
因
革
繼
周
」
之
事
也
。
…
…
其
實
孔
子
一
人
之
言
、
前
後
不
同
。
予
謂
「
從

周
」
爲
孔
子
少
壯
之
學
、「
因
革
」
爲
孔
子
晩
年
之
意
者
、
此
也
。）（
下
卷
第
四
條
）

孔
子
自
身
の
思
想
が
壯
年
の
「
從
周
」
か
ら
晩
年
の
「
因
革
」
へ
と
變
化
し
た
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
周
の
文
弊
を
救
お
う
と
い
う
そ
の
晩
年
の
理
想
は
、

王
制
篇
及
び
『
春
秋
』
に
假
託
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
孔
子
自
身
に
内
在
す
る
こ
の
思
想
の
相
違
は
、
下
っ
て
弟
子
た
ち
の
代
に
學
派
の
分
派
を
生
ず
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
分
派
が
や
が
て
今
學
派
・
古

學
派
と
し
て
定
着
す
る
の
で
あ
る
が
、
廖
平
は
地
理
的
觀
點
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
經
緯
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

魯
は
今
學
の
正
宗
た
り
、
燕
趙
は
古
學
の
正
宗
た
り
。
其
の
支
流
分
派
は
小
や
同
じ
か
ら
ざ
る
有
り
と
雖
も
、
然
れ
ど
も
大
旨
は
一
な
り
。
魯
は
乃
ち
孔

や

子
の
鄕
國
に
し
て
、
弟
子
に
孔
子
晩
年
の
説
多
く
、
學
者
以
て
定
論
と
爲
す
。
…
…
此
れ
魯
の
今
學
、
孔
子
の
同
鄕
に
し
て
、
晩
年
の
説
を
宗
と
し
て
、

以
て
宗
派
と
爲
る
者
た
る
な
り
。
燕
趙
の
弟
子
は
、
未
だ
『
春
秋
』
を
修
め
ざ
る
以
前
に
、
辭
し
て
先
づ
反
り
、
惟
だ
孔
子
の
「
從
周
」
の
言
を
聞
く
の

み
。
已
後
の
改
制
等
の
説
は
未
だ
面
領
を
經
ず
、
前
説
と
相
ひ
反
す
る
に
因
り
て
、
遂
に
魯
の
弟
子
、
僞
り
て
此
の
言
を
爲
し
て
孔
子
に
依
託
す
と
疑
ふ
。

…
…
故
に
篤
く
前
説
を
守
り
、
魯
學
と
相
ひ
難
ず
。
…
…
此
れ
古
學
派
、
孔
子
の
時
制
を
兼
采
す
る
に
遠
く
し
て
、
流
れ
て
別
派
と
爲
る
者
た
る
な
り
。

…
…
齊
人
は
二
學
の
間
に
間
し
て
、
鄕
土
の
聞
見
の
囿
せ
ら
る
る
所
と
爲
り
、
雜
采
せ
ざ
る
能
は
ず
。
乃
ち
心
に
善
を
兼
ね
ん
と
欲
し
て
、
遂
に
繩
尺
と

す
る
所
を
失
ふ
。
惟
だ
に
今
學
、
無
き
所
を
用
ふ
る
の
み
な
ら
ず
、
竝
び
に
今
學
に
明
文
有
る
者
も
、
亦
た
皆
、
新
を
喜
び
異
を
好
み
、
古
學
を
雜
入
し
、
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今
は
今
た
ら
ず
、
古
は
古
た
ら
ず
し
て
、
施
行
す
る
能
は
ず
。

（
魯
爲
今
學
正
宗
、
燕
趙
爲
古
學
正
宗
。
其
支
流
分
派
雖
小
有
不
同
、
然
大
旨
一
也
。
魯
乃
孔
子
鄕
國
、
弟
子
多
孔
子
晩
年
説
、
學
者
以
爲
定
論
。
…
…
此

魯
之
今
學
、
爲
孔
子
同
鄕
、
宗
晩
年
説
、
以
爲
宗
派
者
也
。
燕
趙
弟
子
、
未
修
『
春
秋
』
以
前
、
辭
而
先
反
、
惟
聞
孔
子
「
從
周
」
之
言
。
已
後
改
制
等

説
未
經
面
領
、
因
與
前
説
相
反
、
遂
疑
魯
弟
子
僞
爲
此
言
依
託
孔
子
。
…
…
故
篤
守
前
説
、
與
魯
學
相
難
。
…
…
此
古
學
派
、
爲
遠
于
孔
子
兼
采
時
制
、

流
爲
別
派
者
也
。
…
…
齊
人
間
于
二
學
之
間
、
爲
鄕
土
聞
見
所
囿
、
不
能
不
雜
采
。
乃
心
欲
兼
善
、
遂
失
所
繩
尺
。
不
惟
用
今
學
所
無
、
竝
今
學
有
明
文

者
、
亦
皆
喜
新
好
異
、
雜
入
古
學
、
今
不
爲
今
、
古
不
爲
古
、
不
能
施
行
。）（
下
卷
第
十
九
條
）

燕
趙
の
弟
子
た
ち
は
壯
年
の
説
の
み
を
受
け
て
師
の
も
と
を
去
っ
た
た
め
、
こ
れ
ら
の
地
方
で
は
專
ら
古
學
が
盛
ん
に
な
っ
た
一
方
、
魯
の
弟
子
た
ち
は
晩

年
の
説
を
受
け
た
た
め
、
魯
で
は
今
學
が
盛
ん
に
な
っ
た
の
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
、
兩
地
方
の
中
間
に
位
置
す
る
齊
で
は
今
學･

古
學
を
兼
采
し
た
こ
と
を
述

べ
る
。
こ
れ
が
、
上
掲
の
表
に
「
今
は
魯
人
に
始
ま
り
、
齊
、
之
に
附
す
」「
古
は
燕
趙
人
に
成
る
」
と
記
し
て
い
た
こ
と
と
對
應
す
る
。

そ
し
て
、
本
條
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
燕
趙
の
古
學
と
魯
の
今
學
と
は
分
派
當
初
か
ら
互
い
に
難
じ
合
い
、
ま
た
先
秦
兩
漢
を
通
じ
て
避
け
合
っ

て
い
た
の
で
あ
る
が
、
表
中
に
「
古
經
は
皆
存
し
、
鄭
君
、
今
を
以
て
古
學
に
雜
ふ
」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
二
學
は
鄭
玄
に
至
っ
て
混
同
さ
れ
、
本
來
の

面
目
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
。
下
卷
の
次
の
一
條
に
は
、
そ
の
鄭
玄
に
對
す
る
批
判
と
と
も
に
、
自
身
の
今
古
學
説
へ
の
深
い
自
負
が
窺
え
る
。

鄭
君
の
學
、
主
意
は
今
古
を
混
合
す
る
に
在
り
。
予
の
經
を
治
む
る
は
、
力
め
て
鄭
と
反
し
、
其
の
誤
り
合
す
る
所
の
處
を
將
て
悉
く
分
出
を
爲
す
を
意お

も

ふ
。
經
學
は
鄭
に
至
り
て
一
大
變
し
、
今
に
至
り
て
又
た
一
大
變
す
。
鄭
は
變
じ
て
古
に
違
ひ
、
今
は
變
じ
て
古
に
合
す
。
之
を
離
せ
ば
兩
つ
な
が
ら
美

な
る
も
、
之
を
合
す
れ
ば
兩
つ
な
が
ら
傷
る
。
其
の
要
領
を
得
て
以
て
繁
難
を
御
せ
ば
、
有
識
者
は
自
ら
能
く
之
を
別
つ
。

（
鄭
君
之
學
、
主
意
在
混
合
今
古
。
予
之
治
經
、
力
與
鄭
反
、
意
將
其
所
誤
合
之
處
悉
爲
分
出
。
經
學
至
鄭
一
大
變
、
至
今
又
一
大
變
。
鄭
變
而
違
古
、
今

變
而
合
古
。
離
之
兩
美
、
合
之
兩
傷
。
得
其
要
領
以
御
繁
難
、
有
識
者
自
能
別
之
。
）（
下
卷
第
六
十
一
條
）
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鄭
玄
が
二
學
を
混
合
し
た
こ
と
を
非
難
し
つ
つ
、
自
身
の
今
古
學
こ
そ
は
兩
者
を
分
離
し
て
本
來
の
あ
り
方
に
戻
す
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
、
そ
の
意
義
を

強
調
す
る
の
で
あ
る
。

（
二
）『
今
古
學
考
』
中
の
『
穀
梁
傳
』
の
位
置
づ
け

上
に
見
た
よ
う
に
、
廖
平
は
禮
制
に
よ
っ
て
今
學
・
古
學
を
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
禮
制
は
『
禮
記
』
王
制
篇
及
び
『
周
禮
』
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い

た
。
こ
の
自
説
に
基
づ
い
て
、
王
制
篇
の
制
度
に
合
致
す
る
も
の
を
今
學
、『
周
禮
』
の
制
度
に
合
致
す
る
も
の
を
古
學
と
し
て
諸
經
傳
を
分
類
し
た
も
の
が
、

『
今
古
學
考
』
卷
上
に
收
め
る
次
の
表
で
あ
る
。

今
古
學
統
宗
表

「
王
制
」
爲
今
學
之
主

『
周
禮
』
爲
古
學
之
主

『
穀
梁
』
全
同
「
王
制
」

『
孝
經
』
爲
古
學

『
儀
禮
』
記
爲
今
學

『
儀
禮
』
經
爲
古
學

『
戴
記
』
有
今
學
篇

『
戴
記
』
有
古
學
篇

『
公
羊
』
時
參
古
學

『
左
傳
』
時
有
縁
經
異
説

『
魯
詩
』

『
逸
禮
』
古
學

『
魯
論
語
』［
以
上
魯
］

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が
、
春
秋
三
傳
の
位
置
づ
け
、
と
り
わ
け
上
段
の
今
學
内
部
に
お
け
る
『
穀
梁
傳
』
と
『
公
羊
傳
』
と
の
關
係
で
あ
る
。
兩
者
を
比

較
す
る
と
、『
穀
梁
傳
』
が
一
段
高
く
擡
頭
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、『
穀
梁
傳
』
中
の
禮
制
が
今
學
の
根
據
と
な
る
王
制
篇
と
完
全
に
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合
致
す
る
の
に
對
し
、
『
公
羊
傳
』
は
間
々
、
古
學
の
説
を
も
載
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
（
六
）

。
ま
た
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
今
學
諸
經
の
中
で
も
と
り
わ
け

『
穀
梁
傳
』
が
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、『
穀
梁
傳
』
中
の
禮
制
が
王
制
篇
と
盡
く
合
致
す
る
こ
と
に
よ
る
（
七
）

。

下
卷
の
次
の
一
條
に
は
、
そ
の
『
穀
梁
傳
』
重
視
の
姿
勢
が
強
く
窺
え
る
。

今
古
の
經
傳
、
唯
だ
『
春
秋
』
を
存
す
る
の
み
。「
王
制
」『
周
禮
』
は
皆
、
三
傳
の
據
り
て
以
て
今
古
の
分
を
爲
す
所
の
者
な
り
。
四
家
は
今
古
の
正
宗
、

同
異
の
原
始
た
り
。
二
門
既
に
別
れ
、
然
る
後
、
先
師
各
〻
習
ふ
所
に
囿
せ
ら
れ
、
推
し
て
以
て
『
易
』『
書
』『
詩
』『
論
語
』『
孝
經
』
を
説
く
。
凡
そ

此
の
五
經
の
今
古
の
説
は
、
皆
、
後
來
附
會
の
談
に
し
て
、
本
義
に
非
ざ
る
な
り
。
『
春
秋
』
を
説
き
て
孔
子
修
述
の
旨
を
得
る
者
は
、
三
傳
の
中
、
唯

だ
『
穀
梁
』
の
み
。

（
今
古
經
傳
、
唯
存
『
春
秋
』
。「
王
制
」
『
周
禮
』
皆
三
傳
所
據
以
爲
今
古
之
分
者
。
四
家
爲
今
古
之
正
宗
、
同
異
之
原
始
。
二
門
既
別
、
然
後
先
師
各
囿

所
習
、
推
以
説
『
易
』『
書
』『
詩
』『
論
語
』『
孝
經
』
。
凡
此
五
經
今
古
之
説
、
皆
後
來
附
會
之
談
、
非
本
義
也
。
説
『
春
秋
』
得
孔
子
修
述
之
旨
者
、

三
傳
之
中
唯
『
穀
梁
』
。
）（
下
卷
第
三
十
三
條
）

「
『
春
秋
』
を
説
き
て
孔
子
修
述
の
旨
を
得
る
者
は
、
三
傳
の
中
、
唯
だ
『
穀
梁
』
の
み
」
と
は
、『
穀
梁
傳
』
に
對
す
る
最
大
の
贊
辭
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

「
春
秋
三
傳
」
と
總
稱
さ
れ
な
が
ら
も
、『
左
氏
傳
』『
公
羊
傳
』
と
鼎
立
す
る
ほ
ど
の
勢
い
を
持
ち
得
な
か
っ
た
『
穀
梁
傳
』
に
對
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
價
値

を
認
め
て
い
る
こ
と
は
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
觀
の
大
き
な
特
徴
と
言
え
る
。
廖
平
は
、
孔
子
が
晩
年
に
自
身
の
理
想
と
す
る
禮
制
を
王
制
篇
に
託
し
た
と
し

て
い
た
が
、
そ
の
王
制
篇
の
記
述
と
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
穀
梁
傳
』
こ
そ
が
最
も
孔
子
の
本
意
を
得
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
『
今
古
學
考
』
中
の
記
載
か
ら
は
、
廖
平
が
初
變
期
に
お
い
て
『
穀
梁
傳
』
を
特
に
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
讀
み
取
れ
る
。
ま
た
實
際
に
、
廖

平
は
同
時
期
に
『
穀
梁
傳
』
の
注
釋
書
で
あ
る
『
古
義
疏
』
も
著
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
年
譜
等
に
よ
っ
て
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』

研
究
を
た
ど
っ
て
ゆ
く
と
、
そ
の
開
始
は
初
變
以
前
に
遡
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
は
、
初
變
期
の
學
説
と
は
沒
交
渉
に
始
め
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ら
れ
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
蓄
積
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
後
に
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
が
合
致
す
る
こ
と
に
思
い
至
っ
た
と
も
言
え
る
だ
ろ

う
。
そ
こ
で
、
次
項
で
は
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
の
開
始
時
に
遡
っ
て
、
初
變
を
經
て
や
が
て
そ
れ
が
『
古
義
疏
』
と
し
て
結
實
す
る
に
至
る
過
程
を
た
ど

る
こ
と
と
し
た
い
。

（
三
）『
遺
説
考
』
か
ら
『
古
義
疏
』
へ

廖
幼
平
『
廖
季
平
年
譜
』
に
は
、
廖
平
が
光
緖
六
年
（
一
八
八
〇
）、
二
十
九
歳
の
時
に
初
め
て
『
穀
梁
傳
』
を
修
め
た
こ
と
が
見
え
る
。
ま
た
、
同
年
に

は
『
穀
梁
先
師
遺
説
考
』（
以
下
『
遺
説
考
』
と
略
稱
）
四
卷
を
成
し
た
と
い
う
。『
遺
説
考
』
は
現
在
、
散
佚
し
て
傳
わ
ら
な
い
が
、『
光
緖
井
研
志
』（
八
）

藝

文
志
に
そ
の
提
要
を
載
せ
て
お
り
、
該
書
の
梗
概
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
提
要
に
云
う
。

『
公
羊
』
の
師
説
は
、
董
子
、
具
さ
に
存
す
。『
穀
梁
』
は
劉
向
を
以
て
大
師
と
爲
し
、『
説
苑
』『
新
序
』『
列
女
傳
』『
漢
書
』
五
行
志
・
『
五
經
通
義
』

『
世
本
』
に
散
見
す
る
も
の
凡
そ
數
千
條
。
近
人
、
『
穀
梁
』
の
師
説
を
輯
む
る
は
皆
、
脱
漏
す
。
此
の
本
、
劉
の
外
に
于
い
て
、
兼
ね
て
尹
・
梅
・

班
・
許
及
び
兩
漢
の
師
説
を
采
り
、
陳
左
海
『
三
家
詩
先
師
遺
説
考
』
の
例
に
仿
ふ
。
諸
本
に
較
べ
て
詳
ら
か
な
り
と
爲
す
。
諸
説
、
多
く
『
穀
梁
古
義

疏
』
中
に
收
入
す
。
故
に
『
古
義
』
は
本
よ
り
更
に
引
く
所
の
原
書
を
注
せ
ず
と
云
ふ
。

（
『
公
羊
』
師
説
、
董
子
具
存
。『
穀
梁
』
以
劉
向
爲
大
師
、
散
見
『
説
苑
』『
新
序
』『
列
女
傳
』『
漢
書
』
五
行
志
・
『
五
經
通
義
』『
世
本
』
凡
數
千
條
。

近
人
輯
『
穀
梁
』
師
説
皆
脱
漏
。
此
本
于
劉
外
、
兼
采
尹
・
梅
・
班
・
許
及
兩
漢
師
説
、
仿
陳
左
海
『
三
家
詩
先
師
遺
説
考
』
例
。
較
諸
本
爲
詳
。
諸
説

多
收
入
『
穀
梁
古
義
疏
』
中
。
故
『
古
義
』
本
不
更
注
所
引
原
書
云
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
廖
平
は
廣
く
尹
更
始
・
梅
福
・
班
固
・
許
愼
ら
の
説
に
及
び
つ
つ
も
、
と
り
わ
け
劉
向
説
を
中
心
と
し
て
兩
漢
に
お
け
る
『
穀
梁
傳
』
の

師
説
を
蒐
集
し
、
こ
の
書
を
成
し
た
と
い
う
。
劉
向
は
『
漢
書
』
等
で
穀
梁
家
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
（
九
）

、
特
に
そ
の
説
を
丹
念
に
集
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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本
書
が
廖
平
に
と
っ
て
最
初
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
の
成
果
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
廖
平
は
な
ぜ
遺
説
の
蒐
集
か
ら
着
手
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
考
え
る

ヒ
ン
ト
に
な
る
の
が
、
後
に
書
か
れ
た
『
古
義
疏
』
の
自
序
で
あ
る
。
そ
こ
で
廖
平
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
十
）

。

『
穀
梁
』
は
宣
・
元
の
間
に
顯
る
る
も
、
一
世
に
及
ば
ず
。
東
漢
以
來
、
名
家
、
遂
に
絶
ゆ
。
舊
説
、
存
す
と
雖
も
、
更
に
誦
習
す
る
無
し
。
范
氏
、
其

の
闇
弱
な
る
を

覘

ひ
、
幸
を
希
ひ
て
竊
據
し
、
何
・
杜
に
依
附
し
、
濫
り
に
子
姓
を
入
る
れ
ば
、
既
に
專
門
の
學
に
非
ず
、
且
つ
傳
を
攻
む
る
を
以
て

う
か
が

能
と
爲
す
。
末
學
、
膚
受
し
、
誦
記
に
便
な
る
を
喜
び
、
立
ち
て
學
官
に
在
る
こ
と
、
歴
世
千
載
な
り
。
夫
の
素
王
の
撰
述
、
魯
學
の
獨
專
を
原
ぬ
る
も
、

俗
義
、
晩
張
し
、
舊
解
、
全
く
佚
す
。

（
『
穀
梁
』
顯
于
宣
・
元
之
間
、
不
及
一
世
。
東
漢
以
來
、
名
家
遂
絶
。
舊
説
雖
存
、
更
無
誦
習
。
范
氏
覘
其
闇
弱
、
希
幸
竊
據
、
依
附
何
・
杜
、
濫
入
子

姓
、
既
非
專
門
之
學
、
且
以
攻
傳
爲
能
。
末
學
膚
受
、
喜
便
誦
記
、
立
在
學
官
、
歴
世
千
載
。
原
夫
素
王
撰
述
、
魯
學
獨
專
、
俗
義
晩
張
、
舊
解
全

佚
。）

右
の
記
述
か
ら
は
、
范
甯
の
『
穀
梁
傳
』
注
に
對
す
る
不
滿
を
讀
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。『
公
羊
』『
左
氏
』
二
家
の
説
に
出
入
し
、
時
と
し
て
傳
文
へ
の

不
信
さ
え
表
明
す
る
范
甯
注
の
缺
點
を
補
う
た
め
に
は
、
自
ら
「
魯
學
」
の
「
舊
解
」
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
廖
平
が
『
遺
説
考
』
か
ら
研
究
を

開
始
し
た
背
景
に
は
、
范
甯
注
へ
の
不
滿
が
あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
し
て
、『
光
緖
井
研
志
』
に
も
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
や
が
て
廖
平
は
こ
の
『
遺
説
考
』
を
材
料
の
一
つ
と
し
て
、
傳
全
體
に
對
す
る
注
釋
書
、『
古
義

疏
』
の
執
筆
を
開
始
す
る
。
廖
平
は
『
古
義
疏
』
が
成
る
ま
で
の
經
緯
を
、
前
引
の
箇
所
に
續
け
て
、
自
序
で
以
下
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
る
。

辛
巳
（
十
一
）

中
春
、
微
言
の
久
し
く
隕
つ
る
を
痛
み
、
絶
學
の
競
は
ざ
る
を
傷
み
、
發
憤
し
て
自
ら
矢
ひ
、
首
め
に
『
遺
説
』
を
纂
し
、
間
〻
傳
例
に
就
き

て
推
比
し
て
之
を
解
す
。
癸
未
、
都
門
に
計
偕
し
、
舟
車
も
て
南
北
す
る
に
、
冥
心
潛
索
し
、
素
王
・
二
伯
の
諸
大
義
を
得
。
甲
申
初
秋
、
偶
〻
「
王

制
」
を
讀
み
、
怳
と
し
て
頓
悟
す
る
有
り
。
是
に
于
い
て
向
の
疑
ふ
者
は
盡
く
釋
け
て
信
ず
る
者
は
愈
〻
堅
し
。
蒙
翳
、
一
新
し
、
豁
然
と
し
て
自
達
す
。
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乃
ち
舊
藁
を
取
り
て
重
ね
て
之
を
録
す
。

（
辛
巳
中
春
、
痛
微
言
之
久
隕
、
傷
絶
學
之
不
競
、
發
憤
自
矢
、
首
纂
『
遺
説
』
、
間
就
傳
例
推
比
解
之
。
癸
未
、
計
偕
都
門
、
舟
車
南
北
、
冥
心
潛
索
、

得
素
王
・
二
伯
諸
大
義
。
甲
申
初
秋
、
偶
讀
「
王
制
」
、
怳
有
頓
悟
。
于
是
向
之
疑
者
盡
釋
而
信
者
愈
堅
。
蒙
翳
一
新
、
豁
然
自
達
。
乃
取
舊
藁
重
録

之
。）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
そ
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
の
開
始
に
當
た
っ
て
、『
遺
説
考
』
を
編
纂
し
な
が
ら
傳
例
の
研
究
を
進
め
、
光
緖
九
年
（
癸
未
・
一
八
八
三
）、

北
京
へ
の
會
試
の
途
上
、
傳
中
の
大
義
に
つ
い
て
い
く
つ
か
悟
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
間
、
そ
の
成
果
を
注
釋
の
形
で
書
き
た
め
て
い
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
そ
れ
は
翌
十
年
（
甲
申
・
一
八
八
四
）
に
舊
稿
に
加
筆
し
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
か
ら
で
、
そ
の
加
筆
は
同
年
に
王
制
篇
を
讀
ん
で
頓

悟
し
た
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。『
廖
季
平
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
光
緖
十
年
の
秋
に
『
古
義
疏
』
は
成
立
し
た
と
い
う
。

以
上
の
こ
と
を
整
理
す
れ
ば
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
は
、『
古
義
疏
』
の
成
立
に
至
る
ま
で
に
大
き
く
二
つ
の
段
階
を
經
た
も
の
と
言
え
よ
う
。

一
つ
は
、
初
變
以
前
に
進
め
ら
れ
た
師
説
の
蒐
集
、
す
な
わ
ち
、
范
甯
以
前
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
の
探
求
で
あ
る
。
自
序
の
言
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
魯
學
の

「
絶
學
」
た
る
『
穀
梁
傳
』
の
「
微
言
」
を
闡
明
す
る
こ
と
を
動
機
と
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
成
果
が
、『
遺
説
考
』
で
あ
る
。

い
ま
一
つ
は
、
初
變
以
後
の
、
自
身
の
今
古
學
體
系
中
に
『
穀
梁
傳
』
を
位
置
づ
け
、
解
釋
す
る
と
い
う
段
階
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は
、『
穀
梁
傳
』
と

今
學
の
根
幹
た
る
王
制
篇
の
禮
制
と
が
合
致
す
る
と
い
う
、
自
身
の
初
變
期
の
學
説
を
盛
り
込
み
つ
つ
傳
を
説
く
こ
と
に
意
を
用
い
た
。

し
た
が
っ
て
『
古
義
疏
』
に
は
、
漢
代
以
前
の
舊
解
を
提
示
す
る
こ
と
と
、
自
身
の
初
變
期
の
學
説
の
展
開
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
要
素
が
含
ま
れ
て
い

る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
後
者
は
廖
平
の
學
説
と
密
接
に
關
聯
す
る
も
の
で
あ
り
、
廖
平
の
穀
梁
學
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
今
古
學
の
解
明
に
も
不
可

缺
な
材
料
で
あ
る
。
ま
た
、
前
者
は
そ
の
取
捨
に
廖
平
の
意
圖
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
『
古
義
疏
』
で
は
劉
向
説
に
限
っ
て
も
六
百
條
近
く
の
豐
富

な
引
用
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
漢
代
穀
梁
學
の
實
態
を
窺
い
知
る
に
當
た
っ
て
、
有
用
な
資
料
と
な
る
可
能
性
を
持
つ
。
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こ
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
『
古
義
疏
』
中
の
二
要
素
は
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
際
に
も
留
意
す
べ
き
こ
と
と

し
て
、
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
と
傳
承
と
に
對
す
る
廖
平
の
説
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
の
點
に
つ
い
て
、
廖
平
は
特
異
な
説
を
唱
え
て
お
り
、
そ
の
説
は
『
古
義

疏
』
全
體
を
通
じ
て
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
加
え
て
、
こ
の
點
に
對
す
る
廖
平
の
見
解
は
、
以
上
で
見
て
き
た
、『
穀
梁
傳
』
を
特
に
重

視
す
る
こ
と
と
、
先
師
の
遺
説
を
蒐
集
し
た
こ
と
の
二
點
と
、
相
互
に
關
聯
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
次
節
で
は
、『
穀
梁
傳
』
が
ど
の
よ
う
に
成
立

し
、
傳
承
さ
れ
た
か
に
對
す
る
廖
平
の
説
を
『
古
義
疏
』
中
か
ら
取
り
上
げ
、
檢
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
二
節

『
穀
梁
傳
』
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
見
解

『
古
義
疏
』
の
卷
頭
、「
重
訂
穀
梁
春
秋
經
傳
古
義
疏
卷
一
」
な
る
標
題
の
下
に
、
廖
平
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

經
成
り
、
以
て
子
夏
に
授
く
。
子
夏
、
經
に
傳
す
。
即
ち
大
傳
を
著
し
、
大
綱
を
發
明
し
、
傳
へ
て
學
者
に
示
す
。
卜
商
首
め
て
『
春
秋
』
を
受
く
。
故

に
以
て
其
の
學
に
氏
す
。
此
の
傳
、
又
た
先
師
授
受
し
、
弟
子
の
發
問
に
因
り
て
師
、
舊
傳
を
引
き
て
以
て
之
に
答
ふ
る
こ
と
、
服
問
・
喪
服
の
傳
と
同

じ
。
故
に
傳
中
凡
そ
「
傳
に
曰
は
く
」
と
引
く
者
は
、
即
ち
子
夏
の
舊
傳
、
是
れ
な
り
。
今
本
は
江
公
の
傳
ふ
る
所
た
り
て
、
其
の
魯
に
居
る
に
因
り
て
、

『
魯
詩
』
と
與
に
世
〻
魯
學
と
稱
せ
ら
る
。
漢
の
時
、『
穀
梁
』
に
五
家
の
傳
本
有
り
て
、
各
〻
異
同
有
り
。
故
に
劉
子
の
引
く
所
の
傳
文
、
間
〻
今
本

の
無
き
所
た
る
は
、
皆
、
別
家
の
佚
文
な
り
。

（
經
成
、
以
授
子
夏
。
子
夏
傳
經
。
即
著
大
傳
、
發
明
大
綱
、
傳
示
學
者
。
卜
商
首
受
『
春
秋
』
。
故
以
氏
其
學
。
此
傳
又
先
師
授
受
、
因
弟
子
發
問
而
師

引
舊
傳
以
答
之
、
與
服
問
・
喪
服
傳
同
。
故
傳
中
凡
引
「
傳
曰
」
者
、
即
子
夏
舊
傳
是
也
。
今
本
爲
江
公
所
傳
、
因
其
居
魯
、
與
『
魯
詩
』
世
稱
魯
學
。

漢
時
『
穀
梁
』
有
五
家
傳
本
、
各
有
異
同
。
故
劉
子
所
引
傳
文
、
間
爲
今
本
所
無
、
皆
別
家
佚
文
也
。）

こ
の
記
述
は
、『
穀
梁
傳
』
の
成
立
及
び
傳
承
に
對
す
る
廖
平
自
身
の
考
え
を
總
論
的
に
述
べ
た
も
の
と
言
え
る
。
以
下
、
こ
の
記
述
に
依
據
し
つ
つ
、『
古
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義
疏
』
中
か
ら
こ
れ
と
同
等
の
説
や
具
體
例
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
、
傳
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
廖
平
の
説
を
そ
れ
ぞ
れ
整
理
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）『
穀
梁
傳
』
の
成
立
に
つ
い
て

右
の
引
用
の
冒
頭
で
、
廖
平
は
『
春
秋
』
經
が
成
立
し
た
後
、
子
夏
（
卜
商
）
が
そ
れ
に
對
し
て
「
大
傳
を
著
し
た
」
と
し
て
い
る
。

子
夏
と
『
春
秋
』
と
の
關
係
は
先
秦
兩
漢
を
通
じ
て
複
數
の
文
獻
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
兩
者
を
結
び
つ
け
る
の
は
必
ず
し
も
特
異
な
こ
と
で
は
な
い
（
十
二
）

。

し
か
し
な
が
ら
、
子
夏
が
傳
を
「
著
し
た
」
と
す
る
の
は
、
廖
平
説
の
一
つ
の
特
徴
と
言
え
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
『
公
羊
傳
』
徐
疏
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
、
一
般
に
、
經
説
は
口
傳
に
よ
り
繼
承
さ
れ
、
そ
れ
が
書
物
の
形
を
取
っ
た
の
は
漢
代
に
至
っ
て
か
ら
と
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
十
三
）

。
と
こ
ろ
が
廖
平
は
、

子
夏
の
時
點
で
す
で
に
春
秋
傳
の
著
作
が
あ
っ
た
と
す
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
右
の
引
用
中
に
「
此
の
傳
、
又
た
先
師
授
受
し
、
弟
子
の
發
問
に
因
り
て
師
、
舊
傳
を
引
き
て
以
て
之
に
答
ふ
」
と
言
い
、「
故
に
傳
中
、
凡
そ

「
傳
に
曰
は
く
」
と
引
く
者
は
、
即
ち
子
夏
の
舊
傳
、
是
れ
な
り
」
と
あ
る
の
も
、
こ
の
子
夏
の
傳
に
關
す
る
言
及
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
で
「
大
傳
」
と
稱
し

て
い
た
子
夏
の
「
舊
傳
」
を
、
今
本
『
穀
梁
傳
』
で
も
し
ば
し
ば
引
用
し
て
い
る
と
の
説
で
あ
る
。

こ
の
説
は
『
古
義
疏
』
中
に
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
例
と
し
て
、
莊
公
三
年
經
「
五
月
、
桓
王
を
葬
る
（
五
月
、
葬
桓
王
）」
以
下
の
傳
文
へ
の

注
が
擧
げ
ら
れ
る
。
當
該
傳
文
は
、
冒
頭
に
「
傳
に
曰
は
く
」
な
る
言
を
冠
し
て
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、『
古
義
疏
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
、「
傳
は
、
舊
傳

の
文
。
説
は
『
公
羊
』
と
同
じ
（
傳
、
舊
傳
文
。
説
與
『
公
羊
』
同
）」
と
注
す
る
。
こ
の
指
摘
の
通
り
、
實
は
同
一
經
文
に
對
す
る
『
公
羊
傳
』
に
は
、『
穀

梁
傳
』
の
「
傳
に
曰
は
く
」
以
下
の
説
と
同
一
の
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
十
四
）

。
し
た
が
っ
て
、
可
能
性
と
し
て
は
『
穀
梁
傳
』
に
稱
す
る
「
傳
」
と
は
『
公

羊
傳
』
の
こ
と
で
あ
り
、『
穀
梁
傳
』
は
こ
こ
で
『
公
羊
傳
』
を
引
用
し
た
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
事
實
、
後
述
の
よ
う
に
、
そ
の
よ
う
な
指
摘
も
廖
平
以

前
に
な
さ
れ
て
い
る
が
、
廖
平
は
こ
れ
を
『
公
羊
傳
』
か
ら
の
引
用
と
は
見
な
さ
ず
、
子
夏
の
舊
傳
か
ら
の
引
用
と
す
る
の
で
あ
る
。
『
古
義
疏
』
中
に
は
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「
舊
傳
の
語
」
「
舊
傳
の
文
」
な
ど
と
い
っ
た
語
が
頻
出
す
る
が
、
そ
こ
に
言
う
「
舊
傳
」
と
は
、
い
ず
れ
も
子
夏
の
舊
傳
を
指
し
て
言
っ
た
も
の
に
他
な
ら

な
い
。

ま
た
「
傳
に
曰
は
く
」
の
例
に
類
す
る
も
の
と
し
て
、『
穀
梁
傳
』
中
に
は
「
一
傳
に
曰
は
く
」
や
「
或
い
は
曰
は
く
」
と
記
し
て
或
説
を
引
用
す
る
箇
所

が
い
く
つ
か
あ
る
が
、
そ
れ
ら
に
對
す
る
廖
平
の
解
説
に
も
、
傳
の
成
立
に
對
す
る
彼
の
見
解
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
莊
公
二
年
の
次
の
箇
所
を
見
て
み
よ
う
。

經
夏
、
公
子
慶
父
、
師
を
帥
ゐ
て
於
餘
丘
を
伐
つ
。（
夏
、
公
子
慶
父
帥
師
伐
於
餘
丘
。）

傳
國
に
し
て
伐
つ
と
曰
ふ
。
於
餘
丘
は
、
邾
の
邑
な
り
。
其
の
伐
つ
と
曰
ふ
は
、
何
ぞ
や
。
公
子
は
貴
し
。
師
は
重
し
。
而
し
て
人
の
邑
に
敵
す
。
公
子

病
ま
し
め
ら
る
。
公
子
を
病
ま
し
む
る
は
（
十
五
）

、
公
を
譏
る
所
以
な
り
。
其
の
一
に
曰
は
く
、
君
在
り
て
之
を
重
ん
ず
れ
ば
な
り
。

（
國
而
曰
伐
。
於
餘
丘
、
邾
之
邑
也
。
其
曰
伐
、
何
也
。
公
子
貴
矣
。
師
重
矣
。
而
敵
人
之
邑
。
公
子
病
矣
。
病
公
子
、
所
以
譏
乎
公
也
。
其
一
曰
、
君
在

而
重
之
也
。）

傳
文
末
尾
に
「
其
の
一
に
曰
は
く
」
と
し
て
或
説
を
擧
げ
て
い
る
が
、『
古
義
疏
』
は
同
年
の
『
公
羊
傳
』
を
引
用
し
つ
つ
こ
れ
に
注
し
て
、

『
公
羊
』
に
「
曷
爲
れ
ぞ
之
を
國
と
す
る
。
君
、
焉
に
存
す
る
の
み
」
と
。『
傳
』
と
同
じ
。
秦
以
前
は
、『
傳
』
と
『
公
羊
』
と
分
か
れ
ず
。

（
『
公
羊
』「
曷
爲
國
之
。
君
存
焉
爾
。」
與
『
傳
』
同
。
秦
以
前
、『
傳
』
與
『
公
羊
』
不
分
。）

と
述
べ
、
或
説
が
や
は
り
『
公
羊
傳
』
と
同
一
の
説
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、「
秦
以
前
は
、『
傳
』
と
『
公
羊
』

と
分
か
れ
ず
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
記
述
に
も
、
傳
文
中
の
或
説
が
や
は
り
『
公
羊
傳
』
か
ら
の
引
用
で
は
な
い
、
と
の
考
え
が
暗
示
さ
れ
て

い
る
が
、
そ
れ
に
加
え
て
、
廖
平
は
こ
こ
で
、『
穀
梁
傳
』
と
『
公
羊
傳
』
と
は
と
も
に
秦
以
後
に
分
派
し
た
も
の
だ
、
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

同
樣
の
説
は
他
の
箇
所
に
も
見
ら
れ
る
。『
穀
梁
傳
』
定
公
元
年
に
は
「
沈
子
」
な
る
經
師
の
説
を
引
く
が
、
同
年
の
『
公
羊
傳
』
に
も
「
子
沈
子
」
の
説

を
引
い
て
い
る
。『
古
義
疏
』
は
こ
れ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
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『
公
羊
』
引
き
て
「
沈
」
の
上
に
「
子
」
字
有
り
。
二
傳
同
じ
く
沈
子
の
説
を
引
く
。
是
れ
二
傳
、
先
師
を
同
じ
く
す
。
秦
以
前
は
、
家
法
大
い
に
同
じ

き
な
り
。

（
『
公
羊
』
引
「
沈
」
上
有
「
子
」
字
。
二
傳
同
引
沈
子
説
。
是
二
傳
同
先
師
。
秦
以
前
、
家
法
大
同
也
。）

こ
こ
で
も
や
は
り
、
二
傳
が
秦
以
前
に
は
分
派
を
生
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
廖
平
は
、
傳
が
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
分
派
・
成
立
し
た
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
桓
公
二
年
の
「
春
、
王
の
正
月
、
戊
申
、
宋
の
督
、
其

の
君
與
夷
を
弑
す
（
春
、
王
正
月
、
戊
申
、
宋
督
弑
其
君
與
夷
）
」
「
其
の
大
夫
孔
父
に
及
ぶ
（
及
其
大
夫
孔
父
）」
と
い
う
一
連
の
經
文
に
對
す
る
傳
文
中
に

も
、「
或
い
は
曰
は
く
」
と
し
て
或
説
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
對
す
る
『
古
義
疏
』
の
次
の
記
述
は
、
そ
の
こ
と
を
考
え
る
一
つ
の
ヒ
ン
ト
と
な
ろ
う
。

此
の
説
は
上
と
同
じ
か
ら
ず
。
凡
そ
同
じ
か
ら
ざ
る
者
は
、『
傳
』
は
乃
ち
「
或
い
は
曰
は
く
」「
一
傳
に
曰
は
く
」
と
言
ふ
。
一
師
の
言
に
非
ざ
る
も
、

但
だ
大
い
に
は
異
同
無
け
れ
ば
、
皆
、
説
者
を
出
し
て
主
名
せ
ざ
る
の
み
。『
傳
』
は
蓋
し
衆
師
の
説
を
合
し
て
成
る
者
な
り
。

（
此
説
與
上
不
同
。
凡
不
同
者
、
『
傳
』
乃
言
「
或
曰
」「
一
傳
曰
」。
非
一
師
之
言
、
但
無
大
異
同
、
皆
不
出
説
者
主
名
。『
傳
』
蓋
合
衆
師
説
而
成
者
。）

こ
こ
で
は
、「
或
い
は
曰
は
く
」
の
上
下
で
説
が
異
な
る
こ
と
を
述
べ
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
説
は
別
の
經
師
か
ら
出
た
も
の
だ
と
す
る
。
そ
し
て
、『
穀
梁

傳
』
は
、
沈
子
を
は
じ
め
と
す
る
そ
れ
ら
複
數
の
師
説
を
集
積
し
て
成
立
し
た
も
の
だ
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

『
穀
梁
傳
』
の
具
體
的
な
成
立
時
期
に
つ
い
て
、
廖
平
は
明
言
し
て
い
な
い
た
め
、
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
、
右
に
見
て
き
た
こ
と
と
、

本
節
冒
頭
の
引
用
中
に
「
今
本
は
江
公
の
傳
ふ
る
所
た
り
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
れ
ば
、
秦
漢
の
際
に
、
子
夏
の
舊
傳
や
、
そ
の
他
の
師
説
を
合
し
て
、
今
本
に

つ
な
が
る
『
穀
梁
傳
』
が
成
立
し
た
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
（
十
六
）

。

さ
て
、
廖
平
は
以
上
の
よ
う
に
『
穀
梁
傳
』
の
成
立
を
述
べ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
公
穀
二
傳
の
先
後
を
論
じ
た
諸
家
の
説
で
は
、
『
穀
梁
傳
』
は

『
公
羊
傳
』
よ
り
も
後
出
と
さ
れ
、
そ
の
著
述
目
的
の
一
つ
に
『
公
羊
傳
』
へ
の
對
抗
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
右
に
見
て
き
た
傳
文
中
の
或
説
を
『
公
羊
傳
』
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説
の
引
用
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
時
に
『
穀
梁
傳
』
が
そ
れ
に
對
し
て
反
駁
を
加
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
説
が
唱
え
ら
れ
て
い
る
。
北
宋

の
劉
敞
『
春
秋
權
衡
』
や
清
の
陳
澧
『
東
塾
讀
書
記
』、
そ
し
て
そ
れ
ら
を
祖
述
し
た
皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
言
え
よ
う
（
十
七
）

。

し
か
し
、
廖
平
は
こ
の
説
に
從
わ
な
か
っ
た
。
そ
こ
に
は
、『
穀
梁
傳
』
の
晩
出
を
否
定
す
る
こ
と
で
、
輕
視
さ
れ
が
ち
な
『
穀
梁
傳
』
の
地
位
を
高
め
よ
う

と
す
る
意
圖
が
隱
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。『
穀
梁
傳
』
の
成
立
に
關
す
る
廖
平
の
説
に
は
、『
公
羊
傳
』
よ
り
も
『
穀
梁
傳
』
を
よ
り
重
視
す
る
、

自
身
の
初
變
期
の
學
説
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（
二
）『
穀
梁
傳
』
の
傳
承
に
つ
い
て

次
に
、『
穀
梁
傳
』
が
漢
代
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
に
傳
承
さ
れ
て
き
た
か
に
對
す
る
説
を
整
理
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
注
目
す
べ

き
は
、
本
節
冒
頭
の
引
用
中
の
、
「
今
本
は
江
公
の
傳
ふ
る
所
た
り
て
、
其
の
魯
に
居
る
に
因
り
て
、
『
魯
詩
』
と
與
に
世
〻
魯
學
と
稱
せ
ら
る
。
漢
の
時
、

『
穀
梁
』
に
五
家
の
傳
本
有
り
て
、
各
〻
異
同
有
り
」
と
述
べ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
廖
平
は
、
漢
代
に
は
今
本
の
み
に
限
ら
ず
、『
穀
梁
傳
』
に
五
家
の
異

本
が
存
在
し
て
い
た
と
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
の
説
を
便
宜
的
に
「
五
家
本
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
し
て
、
こ
の
特
異
な
説
に
つ
い
て
も
『
古
義
疏
』
中
か

ら
具
體
例
を
擧
げ
つ
つ
、
そ
の
詳
細
を
檢
討
し
て
ゆ
こ
う
。

ま
ず
は
、
五
家
本
説
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
箇
所
の
一
例
と
し
て
、
文
公
十
二
年
の
次
の
箇
所
を
確
認
し
た
い
。

經
二
月
庚
子
、
子
叔
姫
卒
す
。（
二
月
庚
子
、
子
叔
姫
卒
。）

傳
其
の
子
叔
姫
と
曰
ふ
は
、
貴
け
れ
ば
な
り
。
公
の
母
姊
妹
な
り
。
其
の
一
傳
に
曰
は
く
、
許
嫁
す
れ
ば
以
て
之
に
卒
い
ふ
な
り
。
男
子
は
二
十
に
し
て

冠
し
、
冠
し
て
丈
夫
に
列
し
、
三
十
に
し
て
娶
る
。
女
子
は
十
五
に
し
て
許
嫁
し
、
二
十
に
し
て
嫁
す
。

（
其
曰
子
叔
姫
、
貴
也
。
公
之
母
姊
妹
也
。
其
一
傳
曰
、
許
嫁
以
卒
之
也
。
男
子
二
十
而
冠
、
冠
而
列
丈
夫
、
三
十
而
娶
。
女
子
十
五
而
許
嫁
、
二
十
而
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嫁
。）

こ
の
傳
文
に
對
す
る
注
と
し
て
、
班
固
『
白
虎
通
』
嫁
娶
篇
の
記
述
が
引
用
さ
れ
る
。

班
氏
曰
は
く
「
『
春
秋
穀
梁
傳
』
に
、
男
は
二
十
五
に
し
て
繫
心
し
、
女
は
十
五
に
し
て
許
嫁
す
。
陰
陽
に
感
ず
る
な
り
」
と
。

（
班
氏
曰
「
『
春
秋
穀
梁
傳
』、
男
二
十
五
繫
心
、
女
十
五
許
嫁
。
感
陰
陽
也
。」）

そ
の
上
で
、
こ
の
注
の
説
を
、
疏
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
す
る
。

陳
壽
祺
云
ふ
「
今
、
『
穀
梁
傳
』
に
此
の
文
無
し
。
蓋
し
穀
梁
説
な
り
」
と
。
按
ず
る
に
、
傳
文
に
今
本
無
き
所
の
者
多
し
。
必
ず
し
も
皆
は
師
説
な
ら

ず
。『
傳
』
に
五
家
有
り
て
、
今
、
一
家
を
存
す
。
故
に
佚
傳
有
り
。

（
陳
壽
祺
云
「
今
『
穀
梁
傳
』
無
此
文
。
蓋
『
穀
梁
』
説
也
。」
按
、
傳
文
今
本
所
無
者
多
。
不
必
皆
師
説
。『
傳
』
有
五
家
、
今
存
一
家
。
故
有
佚
傳
。）

こ
こ
に
引
用
す
る
陳
壽
祺
説
は
、
そ
の
『
五
經
異
義
疏
證
』
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
が
、
陳
壽
祺
が
班
固
の
引
用
す
る
『
穀
梁
傳
』
を
『
穀
梁
傳
』
の
師
説

と
す
る
の
に
對
し
、
廖
平
は
そ
れ
を
師
説
で
は
な
く
『
穀
梁
傳
』
の
本
文
そ
の
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
根
據
を
五
家
本
説
に
求
め
、
班

固
の
當
時
に
は
『
穀
梁
傳
』
に
複
數
の
傳
本
が
あ
っ
て
、
班
固
が
引
く
傳
文
を
載
せ
る
も
の
が
確
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
唯
一
遺
っ
た
今
本
に
は
そ
の
傳

文
が
見
ら
れ
な
い
だ
け
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
れ
ら
五
家
本
は
い
つ
ま
で
存
在
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
明
言
し
た
文
章
は
無
い
た
め
、
明
確
に
は
特
定
で
き
な
い
が
、
異
本
と
の

關
聯
を
説
か
れ
る
學
者
の
下
限
が
班
固
で
あ
る
こ
と
か
ら
推
せ
ば
、
後
漢
の
初
期
ま
で
は
五
家
本
の
う
ち
少
な
く
と
も
數
家
の
本
が
併
存
し
て
い
た
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
傳
承
の
過
程
で
そ
れ
ら
が
失
わ
れ
、
今
本
の
み
が
遺
っ
た
と
す
る
の
が
、『
古
義
疏
』
か
ら
讀
み
取
れ
る
限
り
の
説
で
あ
る
。

ま
た
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
五
家
本
説
は
何
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
廖
平
は
や
は
り
、
そ
の
根
據
と
な
る
出
典
を
示
し
て
い
な
い
が
、『
穀
梁
傳
』

と
「
五
」
と
い
う
數
字
と
を
結
び
つ
け
る
も
の
と
し
て
、『
後
漢
書
』
賈
逵
傳
の
次
の
記
載
が
擧
げ
ら
れ
よ
う
。
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賈
逵
、
字
は
景
伯
、
扶
風
平
陵
の
人
な
り
。
…
…
父
徽
、
劉
歆
に
從
ひ
て
『
左
氏
春
秋
』
を
受
け
、
兼
ね
て
『
國
語
』『
周
官
』
を
習
ひ
、
又
た
『
古
文

尚
書
』
を
塗
惲
に
受
け
、『
毛
詩
』
を
謝
曼
卿
に
學
び
、『
左
氏
條
例
』
二
十
一
篇
を
作
る
。
逵
、
悉
く
父
の
業
を
傳
へ
、
弱
冠
に
し
て
能
く
『
左
氏
傳
』

及
び
五
經
の
本
文
を
誦
し
、『
大
夏
侯
尚
書
』
を
以
て
教
授
す
。
古
學
を
爲
む
と
雖
も
、
兼
ね
て
五
家
『
穀
梁
』
の
説
に
通
ず
。

（
賈
逵
、
字
景
伯
、
扶
風
平
陵
人
也
。
…
…
父
徽
、
從
劉
歆
受
『
左
氏
春
秋
』
兼
習
『
國
語
』『
周
官
』、
又
受
『
古
文
尚
書
』
於
塗
惲
、
學
『
毛
詩
』
於
謝

曼
卿
、
作
『
左
氏
條
例
』
二
十
一
篇
。
逵
悉
傳
父
業
、
弱
冠
能
誦
『
左
氏
傳
』
及
五
經
本
文
、
以
『
大
夏
侯
尚
書
』
教
授
。
雖
爲
古
學
、
兼
通
五
家
『
穀

梁
』
之
説
。）

こ
こ
に
は
、
賈
逵
が
父
の
影
響
を
受
け
て
古
文
の
書
を
學
ぶ
一
方
で
、
今
文
の
學
を
も
兼
修
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
引
用
箇
所
の
末
尾

に
「
五
家
『
穀
梁
』
の
説
」
と
あ
る
點
が
、
五
家
本
説
と
の
關
聯
を
思
わ
せ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
李
賢
の
注
に
は
、

五
家
は
、
尹
更
始
・
劉
向
・
周
慶
・
丁
姓
・
王
彦
等
を
謂
ひ
、
皆
『
穀
梁
』
を
爲
む
る
こ
と
、
前
書
に
見
ゆ
る
な
り
。

（
五
家
、
謂
尹
更
始
・
劉
向
・
周
慶
・
丁
姓
・
王
彦
等
、
皆
爲
『
穀
梁
』、
見
前
書
也
。）

と
あ
っ
て
、
具
體
的
に
五
人
の
名
を
擧
げ
て
い
る
。
彼
ら
が
い
ず
れ
も
石
渠
閣
の
論
議
に
穀
梁
學
者
と
し
て
參
加
し
た
こ
と
は
、
李
賢
注
の
指
摘
通
り
『
漢

書
』
儒
林
傳
に
見
え
る
（
十
八
）

。
ま
た
、
張
預
に
よ
る
『
古
義
疏
』
の
序
（
十
九
）

に
は
、『
穀
梁
傳
』
に
つ
い
て
、「
東
京
よ
り
し
て
後
、
漸
く
絶
學
と
成
り
、
尹
更

始
等
五
家
の
傳
説
は
久
し
く
佚
す
（
東
京
而
後
、
漸
成
絶
學
、
尹
更
始
等
五
家
傳
説
久
佚
）」
と
記
し
て
お
り
、「
尹
更
始
等
五
家
の
傳
説
」
と
あ
る
の
も
、
李

賢
注
と
符
合
す
る
。
廖
平
が
明
言
し
て
い
な
い
た
め
斷
定
は
で
き
な
い
が
、
五
家
本
説
は
『
後
漢
書
』
賈
逵
傳
と
そ
の
注
と
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
（
二
十
）

。

以
上
が
五
家
本
説
の
梗
概
で
あ
る
が
、
こ
の
説
は
先
に
擧
げ
た
『
白
虎
通
』
の
例
に
も
見
ら
れ
た
通
り
、
テ
ク
ス
ト
の
問
題
に
觸
れ
る
際
に
し
ば
し
ば
援
用

さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
前
節
で
確
認
し
た
『
古
義
疏
』
中
の
二
つ
の
要
素
の
う
ち
、
漢
代
師
説
と
も
關
聯
し
て
く
る
。『
遺
説
考
』
に
お
い
て
、
廖
平
は

劉
向
説
を
中
心
に
師
説
を
蒐
集
し
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、『
古
義
疏
』
で
劉
向
説
を
引
用
す
る
箇
所
で
も
、
五
家
本
説
が
述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
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例
と
し
て
、
隱
公
三
年
經
「
三
月
庚
戌
、
天
王
崩
ず
（
三
月
庚
戌
、
天
王
崩
）」
及
び
そ
れ
以
下
の
傳
文
全
體
に
對
す
る
疏
を
見
て
み
よ
う
。

「
傳
に
曰
は
く
、「
天
王
、
何
を
以
て
か
葬
を
書
せ
ざ
る
。
天
子
は
崩
を
記
し
葬
を
記
さ
ざ
る
は
、
其
の
時
を
必
す
れ
ば
な
り
。
諸
侯
は
卒
を
記
し
葬
を

記
す
は
、
天
子
の
在
る
有
れ
ば
、
其
の
時
を
必
せ
ざ
れ
ば
な
り
」
と
。
其
の
時
を
必
す
と
は
奈
何
。
天
子
は
七
日
に
し
て
殯
し
、
七
月
に
し
て
葬
る
。
諸

侯
は
五
日
に
し
て
殯
し
、
五
月
に
し
て
葬
る
。
…
…
」『
説
苑
』
脩
文
篇
の
引
く
に
據
り
て
補
ふ
。
按
ず
る
に
、『
穀
梁
』
に
五
家
本
有
り
て
、
今
、
一
家

を
傳
ふ
る
の
み
。
故
に
佚
傳
有
り
て
、『
公
羊
』
と
同
じ
。

（
「
傳
曰
、「
天
王
何
以
不
書
葬
。
天
子
記
崩
不
記
葬
、
必
其
時
也
。
諸
侯
記
卒
記
葬
、
有
天
子
在
、
不
必
其
時
也
。」
必
其
時
奈
何
。
天
子
七
日
而
殯
、
七

月
而
葬
。
諸
侯
五
日
而
殯
、
五
月
而
葬
。
…
…
」
據
『
説
苑
』
脩
文
篇
引
補
。
按
『
穀
梁
』
有
五
家
本
、
今
傳
一
家
耳
。
故
有
佚
傳
、
與
『
公
羊
』

同
。）

こ
の
箇
所
の
前
半
で
、
廖
平
は
劉
向
『
説
苑
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
そ
の
冒
頭
に
「
傳
に
曰
は
く
」
と
あ
っ
て
、
そ
れ
以
下
の
數
句
は
、
廖
平
自
身
も
指

摘
す
る
通
り
、
同
一
經
文
に
對
す
る
『
公
羊
傳
』
そ
の
も
の
で
あ
る
（
二
十
一
）

。
平
心
に
見
れ
ば
、『
説
苑
』
に
引
か
れ
て
い
る
「
傳
」
が
『
公
羊
傳
』
で
あ
る
こ

と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。
し
か
し
、
廖
平
は
そ
う
と
は
認
め
な
い
。「
按
ず
る
に
、『
穀
梁
』
に
五
家
本
有
り
て
、
今
、
一
家
を
傳
ふ
る
の
み
。
故
に
佚
傳
有
り

て
、『
公
羊
』
と
同
じ
」
と
述
べ
て
、
こ
の
「
傳
」
と
は
、『
穀
梁
傳
』
五
家
本
中
の
散
佚
し
た
一
本
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
『
公
羊
傳
』
と
全
く
同
じ
傳
文
が
記

さ
れ
て
い
た
の
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
劉
向
の
春
秋
説
に
『
公
羊
傳
』
『
左
氏
傳
』
系
統
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
廖
平
は

そ
の
事
實
に
氣
づ
き
な
が
ら
も
、
五
家
本
説
を
援
用
す
る
こ
と
で
、
あ
く
ま
で
も
劉
向
を
穀
梁
家
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
と
言
え
よ
う
（
二
十
二
）

。

以
上
、
本
節
で
檢
討
し
た
廖
平
説
は
、
一
般
的
な
傳
の
成
立
・
傳
承
に
關
す
る
説
と
比
較
す
る
と
特
異
な
も
の
と
言
え
る
が
、
そ
の
獨
自
性
の
由
來
す
る
と

こ
ろ
を
考
察
す
る
と
き
、
前
節
で
確
認
し
た
『
穀
梁
傳
』
重
視
が
想
起
さ
れ
る
。
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前
節
で
は
、
『
今
古
學
考
』
の
記
述
か
ら
、
廖
平
が
『
穀
梁
傳
』
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
自
身
の
重
視
す
る
『
穀
梁
傳
』
が
『
公
羊
傳
』

よ
り
晩
出
と
な
る
と
、
そ
の
正
統
性
が
搖
ら
ぎ
か
ね
な
い
。
禮
制
の
觀
點
か
ら
す
る
と
『
穀
梁
傳
』
が
純
粹
な
今
學
で
あ
る
以
上
、
古
學
を
交
え
た
齊
學
の

『
公
羊
傳
』
と
の
關
係
は
、『
穀
梁
傳
』
が
正
、『
公
羊
傳
』
が
副
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、『
穀
梁
傳
』
中
に
引
用
さ
れ
る
「
傳
」
や
或
説
は
『
公
羊
傳
』
で
は

あ
り
得
な
い
。
そ
こ
で
、
そ
れ
ら
を
子
夏
の
舊
傳
や
二
傳
に
共
通
す
る
先
師
の
説
と
捉
え
る
こ
と
で
、
自
説
と
の
整
合
性
を
圖
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、『
古
義
疏
』
中
に
引
用
す
る
劉
向
説
は
、『
穀
梁
傳
』
研
究
の
開
始
に
當
た
っ
て
『
遺
説
考
』
に
蒐
集
し
た
も
の
を
材
料
と
し
て
い
た
。
劉
向
の
春
秋

説
に
は
『
公
羊
傳
』『
左
氏
傳
』
系
統
の
も
の
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
廖
平
は
そ
れ
ら
の
存
在
を
基
本
的
に
は
認
め
ず
、
そ
の
所
説
の
ほ
と
ん

ど
を
『
穀
梁
傳
』
の
師
説
と
す
る
。
五
家
本
説
は
こ
の
場
合
に
も
や
は
り
、
そ
の
説
明
の
術
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。『
穀
梁
傳
』
の
師
説
と
し
て
傳
わ
る

説
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。
そ
の
上
さ
ら
に
劉
向
説
を
も
吟
味
し
て
選
び
出
す
と
な
る
と
、
そ
の
數
は
一
層
限
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
廖
平
は

五
家
本
説
を
利
用
し
て
、
劉
向
説
を
『
穀
梁
傳
』
の
異
本
に
基
づ
く
も
の
と
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
本
章
第
一
節
で
は
ま
ず
、『
今
古
學
考
』
に
よ
り
つ
つ
初
變
期
の
學
説
を
概
觀
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
學
説
體
系
の
中
で
『
穀
梁
傳
』
が
い
か
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
か
を
探
っ
た
。
廖
平
は
、
禮
制
を
基
準
と
し
て
今
古
學
を
分
類
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
今
學
の
禮
制
は
、
孔
子
が
晩
年
に
四
代
の
制

度
を
損
益
し
て
新
た
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
王
制
篇
に
記
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
王
制
篇
の
記
述
と
一
致
す
る
文
獻
は
、
孔
子
晩
年
の

理
想
を
傳
え
た
も
の
と
言
え
る
。
廖
平
に
よ
れ
ば
、
そ
の
最
た
る
も
の
が
『
穀
梁
傳
』
で
あ
り
、
そ
の
中
の
禮
制
は
盡
く
王
制
篇
と
合
致
す
る
と
い
う
。
そ
れ

ゆ
え
、
三
傳
の
中
で
も
特
に
『
穀
梁
傳
』
を
重
視
し
、
高
く
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

續
い
て
、
初
變
期
に
著
さ
れ
た
『
穀
梁
傳
』
注
釋
書
、『
古
義
疏
』
に
眼
を
轉
じ
、
該
書
が
著
さ
れ
る
ま
で
の
經
緯
を
た
ど
っ
た
。
そ
の
結
果
、『
古
義
疏
』
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に
は
初
變
期
の
學
説
は
も
と
よ
り
、
初
變
以
前
に
進
め
ら
れ
た
漢
代
師
説
の
蒐
集
の
成
果
も
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
た
。『
古
義
疏
』
は
廖
平
の

經
學
ば
か
り
で
な
く
、
漢
代
穀
梁
學
の
解
明
に
も
資
す
る
可
能
性
を
持
つ
書
で
あ
る
と
言
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
『
古
義
疏
』
中
に
は
、
傳
の
成
立
及
び
傳
承
に
關
し
て
特
異
な
説
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
注
意
を
要
す
る
。
第
二
節
で
は
こ
れ
ら
を
整
理
し

た
上
で
、
そ
の
淵
源
す
る
と
こ
ろ
を
考
察
し
た
。

『
穀
梁
傳
』
の
成
立
に
つ
い
て
、
經
學
史
上
議
論
と
な
っ
て
き
た
の
は
『
公
羊
傳
』
と
の
先
後
關
係
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
『
公
羊
傳
』
先
成
説
が
支
配
的
で

あ
っ
た
と
言
え
る
が
、
廖
平
は
そ
れ
を
否
定
し
た
。『
今
古
學
考
』
に
お
い
て
、『
穀
梁
傳
』
は
純
粹
な
今
學
、『
公
羊
傳
』
は
古
學
を
參
雜
し
た
今
學
と
さ
れ

て
い
た
が
、
傳
の
成
立
に
對
す
る
廖
平
の
説
は
、『
穀
梁
傳
』
を
『
公
羊
傳
』
よ
り
も
優
位
に
置
く
こ
の
見
解
が
反
映
さ
れ
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
傳
承

に
つ
い
て
は
、
漢
代
に
は
五
家
の
異
本
が
存
在
し
た
と
す
る
特
異
な
説
が
提
示
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
傳
の
佚
文
と
見
ら
れ
る
も
の
に
理
論
的
根
據
を
與
え
る

ば
か
り
で
な
く
、
自
身
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
の
開
始
に
當
た
っ
て
、
漢
代
師
説
を
廣
く
蒐
集
し
よ
う
と
し
た
こ
と
に
も
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。『
古

義
疏
』
中
に
こ
の
説
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
れ
を
援
用
す
る
こ
と
で
『
古
義
疏
』
の
記
述
を
充
實
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
圖
の
表
れ
だ
と
言
え
る
。

廖
平
に
よ
れ
ば
、
王
制
篇
は
今
學
の
理
論
的
根
據
と
な
る
書
で
あ
り
、『
春
秋
』
は
そ
れ
を
歴
史
事
實
に
即
し
て
敷
衍
し
た
書
で
あ
る
と
い
う
（
二
十
三
）

。
本
章

で
見
た
通
り
、
三
傳
の
う
ち
特
に
『
穀
梁
傳
』
が
今
學
の
禮
制
に
合
致
す
る
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、『
古
義
疏
』
に
依
據
し
つ
つ
王
制
篇
・
『
穀
梁
傳
』
兩
書
の

具
體
的
關
聯
を
探
る
こ
と
で
、
廖
平
の
今
學
の
體
系
的
解
明
が
期
待
さ
れ
る
。
次
章
で
は
、
こ
の
點
に
留
意
し
つ
つ
所
引
の
漢
代
師
説
に
注
目
し
て
、『
古
義

疏
』
に
展
開
さ
れ
る
廖
平
の
經
書
解
釋
を
讀
み
解
く
。

注

（
一
）

國
内
に
お
け
る
廖
平
の
思
想
研
究
の
專
論
と
し
て
は
、
小
島
祐
馬
「
廖
平
の
學
」「
六
變
せ
る
廖
平
の
學
」（
同
『
中
國
の
社
會
思
想
』、
筑
摩
書
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房
、
一
九
六
七
所
收
。
論
文
初
出
は
そ
れ
ぞ
れ
一
九
一
七
・
一
九
二
二
）、
藤
堂
虎
雄
「
廖
平
の
經
學
思
想
」（
『
漢
學
研
究
』
第
二
輯
、
日
本
大

學
漢
文
學
會
、
一
九
三
七
）
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
六
變
し
た
廖
平
の
各
期
の
學
説
や
思
想
の
主
要
傾
向
に
つ
い
て
の
簡
要
な
解
説
で
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
總
論
的
な
も
の
で
あ
る
。
各
論
と
し
て
は
、
濱
久
雄
『
公
羊
學
の
成
立
と
そ
の
展
開
』（
國
書
刊
行
會
、
一
九
九
二
）
が
、
該

書
の
主
眼
で
あ
る
清
末
公
羊
學
の
展
開
を
論
ず
る
中
で
廖
平
を
取
り
上
げ
、
主
と
し
て
劉
逢
祿
・
宋
翔
鳳
ら
常
州
學
派
と
の
差
異
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。
た
だ
し
、
對
象
は
あ
く
ま
で
も
公
羊
學
で
あ
り
、
本
章
で
論
じ
る
『
穀
梁
傳
』
研
究
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
國

外
に
眼
を
轉
ず
る
と
、
鄭
偉
「
二
〇
世
紀
以
來
廖
平
穀
梁
學
整
理
研
究
之
回
顧
與
展
望
」（
『
巴
蜀
文
獻
』
第
二
輯
、
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
一

五
）
は
、『
穀
梁
傳
』
に
關
す
る
も
の
を
軸
と
し
て
、
特
に
中
國
に
お
け
る
廖
平
研
究
の
動
向
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
廖
平
の
穀
梁
學
に

つ
い
て
の
研
究
は
、
彼
の
春
秋
學
に
關
す
る
研
究
の
中
で
も
最
も
不
足
し
て
い
る
領
域
だ
と
述
べ
る
。
總
じ
て
、
個
々
の
著
作
の
分
析
を
通
じ
た

廖
平
の
經
學
研
究
は
、
ま
だ
緖
に
就
い
た
ば
か
り
だ
と
言
え
る
。

（
二
）

蒙
文
通
「
井
研
廖
季
平
師
與
近
代
今
文
學
」（
舒
大
剛
・
楊
世
文
主
編
『
廖
平
全
集
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
、
第
十
六
册
所
收
）
に
引

く
劉
師
培
の
言
。

（
三
）

廖
平
の
學
説
變
化
の
時
期
に
つ
い
て
は
複
數
の
説
が
あ
る
が
、
廖
平
の
娘
、
廖
幼
平
編
『
廖
季
平
年
譜
』（
巴
蜀
書
社
、
一
九
八
五
）
に
よ
っ
て

そ
の
期
間
と
學
説
と
を
示
せ
ば
以
下
の
通
り
。
た
だ
し
、
『
廖
季
平
年
譜
』
に
は
三
變
期
の
末
年
と
四
變
期
の
初
年
と
の
間
に
年
代
の
不
連
續
が

あ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
四
變
期
の
初
年
を
『
四
益
館
經
學
四
變
記
』（
『
廖
平
全
集
』
第
二
册
所
收
）
自
序
に
よ
り
改
め
た
。

初
變

光
緖

九
年
（
一
八
八
三
）
～
同
一
二
年
（
一
八
八
六
）

平
分
今
古

二
變

光
緖
一
三
年
（
一
八
八
七
）
～
同
二
三
年
（
一
八
九
七
）

尊
今
抑
古

三
變

光
緖
二
四
年
（
一
八
九
八
）
～
同
二
七
年
（
一
九
〇
一
）

言
小
統
大
統



- 76 -

四
變

光
緖
二
八
年
（
一
九
〇
二
）
～
民
國
六
年
（
一
九
一
七
）

分
天
人

五
變

民
國

七
年
（
一
九
一
八
）

以
六
書
文
字
皆
出
孔
子

六
變

民
國

八
年
（
一
九
一
九
）
～
同
二
一
年
（
一
九
三
二
）

以
『
内
經
』
説
『
詩
』『
易
』

（
四
）

趙
沛
『
廖
平
春
秋
學
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
）
は
、
廖
平
の
春
秋
學
に
關
す
る
專
著
で
あ
り
、『
穀
梁
傳
』
に
つ
い
て
も
一
章
を
設
け
て

多
角
的
に
論
じ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
、
禮
制
と
の
關
聯
を
論
じ
た
部
分
は
、
本
章
第
一
節
の
内
容
と
重
な
る
點
が
あ
る
。
參
照
さ
れ
た
い
。

た
だ
し
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
觀
の
背
後
に
あ
る
、
各
期
の
學
説
や
研
究
の
經
緯
と
の
關
聯
に
つ
い
て
は
、
な
お
十
分
に
は
檢
討
が
及
ん
で
お
ら

ず
、
更
な
る
考
察
の
餘
地
が
あ
る
。

（
五
）

本
章
に
お
け
る
『
今
古
學
考
』
の
引
用
は
、『
廖
平
全
集
』（
黄
海
德
・
楊
世
文
校
點
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
標
點
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
六
）

『
漢
書
』
藝
文
志
及
び
儒
林
傳
で
は
、『
穀
梁
傳
』
は
魯
學
、『
公
羊
傳
』
は
齊
學
と
さ
れ
、
廖
平
も
こ
れ
に
從
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
の
二
傳

に
關
す
る
記
述
は
、
先
に
見
た
地
理
的
區
分
と
も
合
致
す
る
。

（
七
）

具
體
的
に
『
穀
梁
傳
』
と
王
制
篇
の
い
ず
れ
の
記
述
と
が
合
致
す
る
か
に
つ
い
て
は
、『
今
古
學
考
』
卷
下
第
六
十
七
條
に
例
が
擧
げ
ら
れ
て
い

る
。

（
八
）

光
緖
二
十
六
年
（
一
九
〇
〇
）
刊
。
の
ち
に
臺
灣
學
生
書
局
か
ら
新
修
方
志
叢
刊
と
し
て
影
印
出
版
（
一
九
七
一
）。
廖
平
は
四
川
井
研
縣
の
人
。

（
九
）

『
漢
書
』
楚
元
王
傳
及
び
儒
林
傳
。
た
だ
し
、
劉
向
を
穀
梁
家
と
す
る
説
に
は
疑
義
も
呈
せ
ら
れ
て
い
る
。
鄭
玄
『
六
藝
論
』
に
は
劉
向
が
『
公

羊
傳
』
を
學
ん
だ
こ
と
を
記
し
て
お
り
、
桓
譚
『
新
論
』
正
經
篇
及
び
王
充
『
論
衡
』
案
書
篇
に
は
劉
氏
一
族
が
『
左
氏
傳
』
に
通
達
し
た
こ
と

を
記
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
鎌
田
正
『
左
傳
の
成
立
と
其
の
展
開
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
六
三
）
第
二
編
第

一
章
、
池
田
秀
三
「
劉
向
の
學
問
と
思
想
」
（
『
東
方
學
報
』
五
十
、
京
都
大
學
人
文
科
學
研
究
所
、
一
九
七
八
）
、
野
間
文
史
「
劉
向
春
秋
説
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攷
」（
『
哲
學
』
三
十
一
、
廣
島
哲
學
會
、
一
九
七
九
）
を
參
照
。

（
十
）

本
章
に
お
け
る
『
穀
梁
古
義
疏
』
の
引
用
は
、
郜
積
意
點
校
本
（
十
三
經
清
人
注
疏
、
中
華
書
局
、
二
〇
一
二
）
に
よ
る
。
た
だ
し
、
標
點
を
改

め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
十
一
）

辛
巳
は
光
緖
七
年
（
一
八
八
一
）
。
こ
れ
は
『
廖
季
平
年
譜
』
で
『
遺
説
考
』
の
成
立
を
光
緖
六
年
と
し
て
い
た
こ
と
と
齟
齬
す
る
が
、
い
ず
れ

に
し
て
も
光
緖
九
年
の
初
變
以
前
の
成
立
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
は
な
い
。

（
十
二
）

『
韓
非
子
』
外
儲
説
右
上
篇
、『
史
記
』
孔
子
世
家
な
ど
。
ま
た
、
緯
書
に
も
同
樣
の
記
載
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
公
羊
傳
』
原
目
の
疏
に

引
く
閔
因
の
敘
を
參
照
。

（
十
三
）

『
公
羊
傳
』
何
休
序
「
傳
『
春
秋
』
者
非
一
」
に
對
す
る
疏
に
「
解
云
、
孔
子
至
聖
、
却
觀
無
窮
。
知
秦
無
道
、
將
必
燔
書
。
故
『
春
秋
』
之
説
、

口
授
子
夏
。
度
秦
至
漢
、
乃
著
竹
帛
」
と
あ
る
。

（
十
四
）

『
穀
梁
傳
』
に
は
「
傳
曰
、
改
葬
也
。
云
々
」
と
あ
り
、『
公
羊
傳
』
に
は
「
此
未
有
言
崩
者
。
何
以
書
葬
。
蓋
改
葬
也
」
と
あ
る
。

（
十
五
）

こ
の
部
分
の
訓
讀
に
つ
い
て
は
、
岩
本
憲
司
氏
の
説
に
從
っ
た
。
同
『
春
秋
學
用
語
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
）【
言
伐
者
】
の
項
を
參
照
。

（
十
六
）

廖
平
は
『
今
古
學
考
』
卷
下
第
三
十
八
條
で
「
三
傳
著
録
、
皆
先
秦
以
前
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
本
文
で
見
て
き
た
、
秦
以
後
に
な
っ
て

『
穀
梁
傳
』『
公
羊
傳
』
の
分
派
が
生
じ
た
と
す
る
説
と
矛
盾
す
る
。『
古
義
疏
』
一
書
中
に
は
こ
の
よ
う
な
矛
盾
は
見
ら
れ
な
い
が
、
こ
こ
に
異

説
と
し
て
記
し
て
お
く
。

（
十
七
）

劉
敞
『
春
秋
權
衡
』
卷
十
四
、
陳
澧
『
東
塾
讀
書
記
』
卷
十
、
皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
春
秋
第
九
條
「
論
『
穀
梁
』
在
春
秋
之
後
、
曾
見
『
公

羊
』
之
書
、
所
謂
「
一
傳
」
即
『
公
羊
傳
』
」
を
參
照
。
な
お
、
『
公
羊
傳
』
先
成
説
は
今
日
、
も
は
や
定
論
と
な
っ
た
觀
が
あ
る
。
野
間
文
史

『
春
秋
學

公
羊
傳
と
穀
梁
傳
』（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
）
第
五
章
等
を
參
照
。
た
だ
し
、
廖
平
説
も
突
飛
と
は
言
え
ま
い
。
山
田
琢
「
公
羊
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傳
の
成
立
に
つ
い
て
」（
同
『
春
秋
學
の
研
究
』、
明
德
出
版
社
、
一
九
八
七
所
收
。
論
文
初
出
は
一
九
五
八
）
は
、
注
（
十
四
）
所
掲
の
『
穀
梁

傳
』
に
つ
い
て
、「
こ
の
「
傳
曰
」
は
公
羊
傳
を
引
い
た
も
の
だ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
公
羊
傳
に
も
蓋
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
兩
者
は
共
に
同
類

の
説
に
依
っ
た
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
お
り
、
廖
平
の
説
と
暗
合
し
て
い
る
。

（
十
八
）

た
だ
し
李
賢
注
の
「
王
彦
」
は
、『
漢
書
』
で
は
「
王
亥
」
に
作
る
。

（
十
九
）

序
の
末
尾
に
は
、「
同
學
友
生
錢
唐
張
預
謹
敍
於
長
沙
使
院
」
と
署
し
て
い
る
。『
續
修
四
庫
全
書
總
目
提
要
』
の
『
古
義
疏
』
の
項
（
楊
鍾
羲
）

に
よ
れ
ば
、
張
預
は
光
緖
十
五
年
（
一
八
八
九
）
會
試
の
際
の
廖
平
の
房
師
（
試
驗
官
）
で
あ
る
。

（
二
十
）

鎌
田
正
氏
は
、
お
そ
ら
く
『
漢
書
』
儒
林
房
鳳
傳
の
「
由
是
『
穀
梁
春
秋
』
有
尹
胡
申
章
房
氏
之
學
」
と
の
記
述
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
が
、「
穀

梁
家
に
は
尹
・
胡
・
申
・
章
・
房
の
五
氏
の
學
が
起
こ
っ
た
」（
『
左
傳
の
成
立
と
其
の
展
開
』
三
九
七
頁
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
五
家

と
は
彼
ら
を
指
す
と
も
言
え
そ
う
だ
が
、
實
は
こ
れ
は
尹
・
胡
・
申
章
・
房
の
四
家
に
分
け
る
の
が
正
し
い
。
同
じ
く
儒
林
傳
の
穀
梁
家
の
中
に

「
楚
申
章
昌
曼
君
」
と
見
え
、
李
奇
の
注
に
「
姓
申
章
、
名
昌
、
字
曼
君
」
と
あ
る
。
た
だ
、
五
家
が
何
れ
を
指
す
に
し
て
も
、
廖
平
説
の
よ
う

に
彼
ら
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
テ
ク
ス
ト
を
傳
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
の
意
味
で
も
、
五
家
本
説
は
特
異
な
も
の
と
言
え
る
。

（
二
十
一
）
當
該
の
『
公
羊
傳
』
傳
文
は
以
下
の
通
り
。
「
何
以
不
書
葬
。
天
子
記
崩
不
記
葬
、
必
其
時
也
。
諸
侯
記
卒
記
葬
、
有
天
子
存
、
不
得
必
其
時

也
。」

（
二
十
二
）
劉
向
と
『
公
羊
傳
』『
左
氏
傳
』
と
の
關
聯
に
つ
い
て
は
、
注
（
九
）
所
掲
の
鎌
田
書
竝
び
に
池
田
・
野
間
兩
氏
の
論
文
を
參
照
。
な
お
廖
平
は
、

隱
公
元
年
經
「
冬
、
十
有
二
月
、
蔡
伯
來
」
と
そ
れ
以
下
の
傳
文
に
對
す
る
疏
の
中
で
「
劉
子
同
『
公
羊
』
者
近
十
條
」
と
述
べ
て
、
劉
向
説
に

『
公
羊
傳
』
と
同
じ
も
の
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
六
百
條
近
い
引
用
の
う
ち
わ
ず
か
十
條
と
、
そ
の
數
は
か
な
り
限
ら
れ
る
。

『
左
氏
傳
』
と
の
關
聯
に
つ
い
て
も
、
昭
公
十
一
年
經
「
五
月
甲
申
、
夫
人
歸
氏
薨
」
に
對
す
る
注
・
疏
で
劉
向
説
を
引
用
し
た
後
に
「
按
、
此
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劉
子
用
『
左
傳
』
説
。
劉
子
同
『
左
傳
』
者
多
」
と
述
べ
て
、
そ
の
關
聯
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
も

讀
み
取
れ
る
よ
う
に
、
基
底
に
あ
る
の
は
あ
く
ま
で
も
劉
向
を
穀
梁
學
者
と
す
る
見
方
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
二
十
三
）『
今
古
學
考
』
卷
下
第
六
十
八
條
を
參
照
。
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第
四
章

廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
―
―
そ
の
舊
注
批
判
と
劉
向
説
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
―
―

は
じ
め
に

前
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
清
末
の
今
文
學
者
と
し
て
知
ら
れ
る
廖
平
は
、
そ
の
『
今
古
學
考
』
に
お
い
て
、
禮
制
に
よ
る
今
學
・
古
學
の
分
類
を
主
張
し

た
が
、
こ
の
説
は
同
時
代
の
今
文
家
、
皮
錫
瑞
・
康
有
爲
ば
か
り
で
な
く
、
古
文
家
の
章
炳
麟
や
劉
師
培
に
も
影
響
を
與
え
た
と
言
わ
れ
る
（
一
）

。
こ
の
點
か
ら

す
れ
ば
、
彼
は
今
古
文
經
學
史
上
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
と
言
え
よ
う
。

そ
の
『
今
古
學
考
』
で
は
、
古
學
を
孔
子
壯
年
の
説
、
今
學
を
孔
子
晩
年
の
説
と
定
義
し
て
い
た
。
こ
れ
は
孔
子
が
、
壯
年
に
は
周
の
禮
制
に
從
う
こ
と
を

主
張
し
た
が
、
晩
年
に
は
そ
の
説
を
改
め
、
周
制
の
積
弊
を
救
う
た
め
に
自
ら
新
た
な
禮
制
を
定
め
た
、
と
す
る
考
え
に
基
づ
く
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
禮

制
の
根
據
と
な
る
文
獻
と
し
て
、
古
學
に
は
『
周
禮
』
を
、
今
學
に
は
『
禮
記
』
王
制
篇
を
擧
げ
、
さ
ら
に
『
春
秋
』
一
書
は
、
王
制
篇
を
綱
領
に
、
そ
こ
に

記
さ
れ
た
今
學
の
禮
制
を
具
體
的
な
歴
史
事
實
に
即
し
て
敷
衍
し
た
書
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
上
で
、『
春
秋
』
三
傳
に
記
載
さ
れ
た
禮
制
を
分
析
し
た
結
果
、

『
穀
梁
傳
』
こ
そ
が
王
制
篇
の
禮
制
と
最
も
合
致
す
る
と
の
結
論
を
下
し
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
廖
平
の
今
古
學
説
、
と
り
わ
け
、
今
學
に
對
す
る
見
解
を
探
る
に
當
た
っ
て
は
、
彼
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
事
實
、

彼
自
身
に
よ
る
『
穀
梁
傳
』
注
釋
書
、『
穀
梁
古
義
疏
』（
以
下
、『
古
義
疏
』
と
略
稱
）
に
は
、
右
の
説
を
證
明
す
る
よ
う
に
、
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
の

合
致
が
繰
り
返
し
説
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
從
來
の
研
究
で
も
注
目
さ
れ
て
き
た
（
二
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
禮
制
と
い
う
觀
點
か
ら
の
み
『
穀
梁
傳
』

の
研
究
を
進
め
た
の
で
は
な
い
。

前
章
で
も
確
認
し
た
通
り
、
廖
平
は
『
古
義
疏
』
の
自
敍
に
お
い
て
、
自
身
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
の
歩
み
を
概
括
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ま
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ず
『
穀
梁
傳
』
の
范
甯
注
が
漢
代
以
來
の
古
義
を
亡
佚
さ
せ
た
こ
と
を
憾
み
と
し
て
、
穀
梁
家
の
遺
説
を
蒐
集
す
る
と
こ
ろ
か
ら
研
究
を
開
始
し
た
と
い
う
。

そ
し
て
、
そ
の
成
果
を
も
と
に
『
古
義
疏
』
を
著
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
王
制
篇
と
の
合
致
と
い
う
點
に
思
い
至
っ
た
の
だ
と
述
懷
し
て
い
る
。
前
章
で
は
、
こ

の
よ
う
な
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
研
究
の
經
過
を
跡
づ
け
る
こ
と
で
、『
古
義
疏
』
に
は
、
漢
代
師
説
と
廖
平
の
今
古
學
説
と
い
う
二
つ
の
異
な
る
要
素
が
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
（
三
）

。

し
た
が
っ
て
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
を
探
る
に
は
、『
古
義
疏
』
中
に
引
用
さ
れ
た
漢
人
の
説
に
も
目
を
配
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、

從
來
、
こ
の
點
に
着
目
し
た
研
究
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
四
）

。
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
が
彼
の
今
古
學
説
と
深
く
關
聯
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
專
ら
そ

の
主
眼
と
な
る
禮
制
の
み
が
注
目
を
集
め
て
き
た
た
め
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
漢
人
の
説
も
、
決
し
て
廖
平
の
今
古
學
説
と
無
關
係
で
は
な
い
。

『
今
古
學
考
』
で
は
、
今
學
・
古
學
の
別
は
兩
漢
を
通
じ
て
守
ら
れ
て
い
た
が
、
後
漢
末
の
鄭
玄
に
至
っ
て
混
合
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
范
甯
も

や
は
り
、
今
古
學
を
混
合
し
た
者
と
し
て
同
樣
に
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
廖
平
の
今
古
文
經
學
史
觀
に
立
っ
て
見
る
な
ら
ば
、
鄭
玄
・

范
甯
と
漢
代
の
穀
梁
家
と
は
對
極
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
か
か
る
觀
點
か
ら
『
古
義
疏
』
に
引
用
さ
れ
た
漢
人
の
説
に
注
目
す
れ
ば
、
廖
平

の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
に
つ
い
て
、
そ
の
今
古
學
説
と
の
關
聯
か
ら
、
新
た
な
一
面
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
期
待
で
き
よ
う
。

そ
こ
で
本
章
で
は
、
廖
平
の
今
古
學
説
を
中
心
軸
と
し
て
、
鄭
玄
・
范
甯
に
對
す
る
批
判
と
漢
代
師
説
、
中
で
も
特
に
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
劉
向
の
説
と

を
對
比
さ
せ
な
が
ら
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
を
檢
討
し
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。
具
體
的
な
手
順
と
し
て
は
、
ま
ず
、
廖
平
が
今
學
・
古
學
に
對
す
る
見

解
を
も
と
に
鄭
玄
や
范
甯
を
批
判
し
た
箇
所
を
取
り
上
げ
る
。
次
に
こ
れ
を
承
け
て
、
劉
向
説
の
中
で
も
特
に
廖
平
の
今
古
學
説
に
關
わ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、

そ
れ
が
注
釋
と
し
て
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
る
。
そ
の
上
で
『
穀
梁
傳
』
の
傳
文
に
關
わ
る
劉
向
説
に
着
目
し
、
そ
れ
が
傳
文
の
解
釋
に
ど
の

よ
う
に
應
用
さ
れ
て
い
る
か
を
檢
討
す
る
。
最
後
に
、
廖
平
の
引
用
の
特
徴
を
、
そ
の
『
穀
梁
傳
』
觀
と
の
關
係
か
ら
補
足
し
、
全
體
の
ま
と
め
と
し
た
い
。
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第
一
節

今
古
學
説
に
よ
る
舊
注
批
判

本
節
で
は
、
廖
平
が
自
身
の
今
學
・
古
學
に
對
す
る
見
解
を
根
據
と
し
て
、
鄭
玄
の
『
禮
記
』
注
や
范
甯
の
『
穀
梁
傳
』
注
を
批
判
す
る
箇
所
を
確
認
す
る
。

鄭
玄
・
范
甯
は
と
も
に
『
今
古
學
考
』
に
お
い
て
、
今
學
・
古
學
を
混
合
し
た
人
物
と
し
て
非
難
さ
れ
て
い
る
が
、
具
體
的
に
は
ど
の
よ
う
な
點
が
批
判
の
對

象
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
彼
ら
を
批
判
し
た
上
で
、
廖
平
自
身
は
當
該
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
解
釋
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
實
際
の
經
傳
に
即
し
て
、

廖
平
の
説
を
確
認
し
よ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
廖
平
は
『
禮
記
』
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
の
禮
制
と
の
合
致
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、『
今
古
學
考
』
の
次
の

一
條
に
最
も
端
的
に
記
さ
れ
て
い
る
（
五
）

。

王
制
は
一
條
も
『
穀
梁
春
秋
』
と
相
ひ
同
じ
か
ら
ざ
る
無
し
。
二
書
は
皆
、
蝕
蒙
せ
ら
る
る
こ
と
已
に
久
し
き
も
、
一
旦
、
明
澈
な
れ
ば
、
喜
ぶ
べ
き
こ

と
何
如
。「
封
せ
ず
、
樹
せ
ず
、
事
を
貳
つ
に
せ
ず
」
は
、
鄭
は
以
て
庶
人
の
禮
と
爲
す
も
、『
穀
梁
傳
』
に
已
に
明
文
有
る
を
知
ら
ず
。
世
卿
を
譏
り
、

下
聘
を
非
り
、
盟
を
惡
み
、
齊
・
晉
を
尊
び
て
二
伯
と
爲
し
、
曹
以
下
を
以
て
卒
正
と
爲
し
、
冢
宰
・
司
馬
・
司
城
を
以
て
三
公
と
爲
す
も
、
亦
た
相
ひ

合
せ
ざ
る
莫
し
。

（
王
制
無
一
條
不
與
『
穀
梁
春
秋
』
相
同
。
二
書
皆
蝕
蒙
已
久
、
一
旦
明
澈
、
可
喜
何
如
。
「
不
封
、
不
樹
、
不
貳
事
」
、
鄭
以
爲
庶
人
禮
、
不
知
『
穀
梁

傳
』
已
有
明
文
。
譏
世
卿
、
非
下
聘
、
惡
盟
、
尊
齊
・
晉
爲
二
伯
、
以
曹
以
下
爲
卒
正
、
以
冢
宰
・
司
馬
・
司
城
爲
三
公
、
亦
莫
不
相
合
。
）（
下
卷
第
六

十
七
條
）

廖
平
は
こ
こ
で
具
體
例
を
擧
げ
な
が
ら
、
二
書
の
記
載
が
盡
く
合
致
す
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
一
方
で
、
從
來
、
こ
の
點
が
明
ら
か
で
な
か
っ
た
た
め
に
、

二
書
が
正
し
く
理
解
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
述
べ
る
。
そ
の
誤
解
の
一
例
と
し
て
、
こ
こ
で
特
に
擧
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
鄭
玄
の
『
禮
記
』
注
で
あ
る
。
以
下
、
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ま
ず
は
、
こ
こ
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
箇
所
を
例
證
と
し
て
、
鄭
玄
へ
の
批
判
を
詳
し
く
見
て
い
こ
う
。

こ
こ
で
批
判
の
對
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
王
制
篇
の
次
の
箇
所
に
附
さ
れ
た
鄭
玄
注
で
あ
る
。
ま
ず
左
に
そ
の
原
文
を
示
す
。

三
年
の
喪
は
、
天
子
よ
り
達
す
（
Ａ
）。
庶
人
は
縣
封
し
、
葬
は
雨
の
爲
に
止
め
ず
、
封
せ
ず
、
樹
せ
ず
、
喪
に
事
を
貳
つ
に
せ
ず
（
Ｂ
）。
天
子
よ
り
庶

人
に
達
す
る
ま
で
、
喪
は
死
者
に
從
ひ
、
祭
は
生
者
に
從
ふ
。
支
子
は
祭
ら
ず
。

（
三
年
之
喪
、
自
天
子
達
（
Ａ
）。
庶
人
縣
封
、
葬
不
爲
雨
止
、
不
封
、
不
樹
、
喪
不
貳
事
（
Ｂ
）。
自
天
子
達
於
庶
人
、
喪
從
死
者
、
祭
從
生
者
。
支
子
不

祭
。）

右
の
王
制
篇
の
（
Ａ
）
と
（
Ｂ
）
の
箇
所
に
、
鄭
玄
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

（
Ａ
）
下
、
庶
人
に
通
ず
。
父
母
に
於
い
て
は
同
じ
。
天
子
・
諸
侯
は
期
を
降
す
。（
下
通
庶
人
。
於
父
母
同
。
天
子
・
諸
侯
降
期
。）

（
Ｂ
）
縣
封
は
、
當
に
縣
窆
に
爲
る
べ
し
。
縣
窆
と
は
、
至
卑
は
紼
を
引
き
て
棺
を
下
す
を
得
ず
。
雨
ふ
る
と
雖
も
猶
ほ
葬
る
は
、
其
の
禮
儀
の
少
き
を
以
て

す
。
封
は
土
を
聚
め
て
墳
と
爲
す
を
謂
ふ
。
之
に
封
せ
ず
、
之
に
樹
せ
ざ
る
は
、
又
た
至
卑
に
し
て
飾
無
き
が
爲
な
り
。
『
周
禮
』
に
「
爵
等
を
以
て
丘

封
の
度
と
其
の
樹
數
と
を
爲
す
」
と
曰
へ
ば
、
則
ち
士
以
上
に
し
て
乃
ち
皆
、
封
し
、
樹
す
。
貳
の
言
、
二
な
り
。
庶
人
は
喪
を
終
ふ
る
ま
で
二
事
無
く
、

政
に
從
は
し
め
ざ
る
な
り
。
喪
大
記
に
曰
は
く
「
大
夫
・
士
は
既
に
葬
れ
ば
、
公
政
、
家
に
入
る
。
既
に
卒
哭
し
、
弁
絰
帶
す
れ
ば
、
金
革
の
事
は
、
辟

く
る
こ
と
無
き
な
り
」
と
。

（
縣
封
、
當
爲
縣
窆
。
縣
窆
者
、
至
卑
不
得
引
紼
下
棺
。
雖
雨
猶
葬
、
以
其
禮
儀
少
。
封
謂
聚
土
爲
墳
。
不
封
之
、
不
樹
之
、
又
爲
至
卑
無
飾
也
。
『
周

禮
』
曰
「
以
爵
等
爲
丘
封
之
度
與
其
樹
數
」、
則
士
以
上
乃
皆
封
樹
。
貳
之
言
、
二
也
。
庶
人
終
喪
無
二
事
、
不
使
從
政
也
。
喪
大
記
曰
「
大
夫
・
士
既

葬
、
公
政
入
於
家
。
既
卒
哭
、
弁
絰
帶
、
金
革
之
事
、
無
辟
也
。」）

こ
の
鄭
玄
注
に
從
っ
て
王
制
篇
を
讀
む
な
ら
ば
、
ま
ず
（
Ａ
）
の
位
置
に
注
を
施
し
て
こ
こ
ま
で
を
一
句
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
以
下
に
記
さ
れ
る
「
縣
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封
」
か
ら
「
喪
不
貳
事
」
ま
で
の
規
定
は
、
自
ず
か
ら
庶
人
に
限
定
し
た
も
の
と
し
て
讀
む
こ
と
に
な
る
。
事
實
、
鄭
玄
が
そ
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
こ
と
は
、

（
Ｂ
）
の
注
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
に
つ
き
、
庶
人
の
禮
と
す
る
理
由
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
讀
み
取
れ
る
。

し
か
し
『
今
古
學
考
』
で
は
「
『
穀
梁
傳
』
に
已
に
明
文
有
る
」
こ
と
を
根
據
と
し
て
、
こ
の
鄭
玄
の
讀
み
方
を
批
判
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
廖
平
自
身

は
、
こ
の
箇
所
を
ど
の
よ
う
に
讀
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
、
廖
平
の
言
う
「
明
文
」
と
は
、『
穀
梁
傳
』
文
公
十
六
年
の
傳
文
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
當
該
箇
所
を
確
認
し
よ
う
。

經
秋
、
八
月
辛
未
、
夫
人
姜
氏
、
薨
ず
。
泉
臺
を
毀
つ
。（
秋
、
八
月
辛
未
、
夫
人
姜
氏
薨
。
毀
泉
臺
。）

傳
喪
に
事
を
貳
つ
に
せ
ず
。
事
を
貳
つ
に
す
る
は
、
喪
を
緩
に
す
る
な
り
。（
喪
不
貳
事
。
貳
事
、
緩
喪
也
。）

經
文
に
は
、
魯
の
文
公
の
母
、
夫
人
姜
氏
が
薨
じ
た
こ
と
と
、
そ
れ
に
續
け
て
、
泉
臺
と
い
う
臺
を
取
り
壞
し
た
こ
と
と
を
記
す
。
こ
れ
に
對
し
『
穀
梁

傳
』
は
、
母
へ
の
喪
中
に
泉
臺
を
取
り
壞
し
た
の
は
、
服
喪
を
忽
せ
に
す
る
行
爲
で
あ
る
と
し
て
こ
れ
を
譏
っ
て
い
る
。
こ
の
傳
文
冒
頭
に
「
喪
に
事
を
貳
つ

に
せ
ず
」
と
あ
る
の
が
い
わ
ゆ
る
明
文
で
あ
り
、
鄭
玄
批
判
の
根
據
と
な
る
一
文
で
あ
る
。
廖
平
は
『
古
義
疏
』
に
お
い
て
、
右
の
傳
文
に
注
し
て
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

按
ず
る
に
、
王
制
の
「
天
子
よ
り
庶
人
に
達
す
る
ま
で
、
喪
に
事
を
貳
つ
に
せ
ず
云
云
」
は
、
鄭
注
は
「
庶
人
」
字
を
截
ち
て
下
屬
せ
し
め
、
以
て
庶
人

に
し
て
乃
ち
事
を
貳
つ
に
せ
ず
と
爲
す
も
、
傳
は
以
て
諸
侯
を
説
け
ば
、
庶
人
の
禮
に
非
ざ
る
を
知
る
。
且
つ
庶
人
は
則
ち
事
を
貳
つ
に
せ
ざ
る
能
は
ざ

る
な
り
。

（
按
、
王
制
「
天
子
達
庶
人
、
喪
不
貳
事
云
云
」、
鄭
注
截
「
庶
人
」
字
下
屬
、
以
爲
庶
人
乃
不
貳
事
、
傳
以
説
諸
侯
、
知
非
庶
人
禮
。
且
庶
人
則
不
能
不

貳
事
也
。）

先
の
『
今
古
學
考
』
の
言
を
も
蹈
ま
え
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
で
の
鄭
玄
に
對
す
る
廖
平
の
批
判
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
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う
。
ま
ず
、
傳
文
が
、
諸
侯
た
る
魯
の
文
公
に
つ
い
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
以
上
、「
喪
に
事
を
貳
つ
に
せ
ず
」
と
い
う
『
穀
梁
傳
』
の
記
述
は
、
當
然
な
が

ら
諸
侯
に
つ
い
て
言
っ
た
も
の
と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
る
と
、『
穀
梁
傳
』
と
合
致
す
る
は
ず
の
王
制
篇
の
同
文
も
、
諸
侯
を
含
め
て
言
っ
た
も
の

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
を
庶
人
に
限
定
し
て
讀
ん
で
い
る
鄭
玄
の
注
は
誤
り
で
あ
る
、
と
。
も
ち
ろ
ん
、
廖
平
の
こ
の
讀
み
方
に
は
不
可

解
な
點
も
あ
る
（
六
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
廖
平
が
鄭
玄
を
こ
と
さ
ら
に
批
判
す
る
例
と
し
て
、
注
目
に
値
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。右

に
見
た
鄭
玄
批
判
は
、
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
合
致
と
い
う
自
説
を
前
提
と
し
て
、『
穀
梁
傳
』
に
よ
っ
て
王
制
篇
の
讀
み
を
確
定
し
、
加
え
て
そ

れ
に
反
す
る
鄭
玄
注
を
批
判
す
る
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
と
同
樣
に
、
廖
平
は
自
身
の
今
學
・
古
學
に
對
す
る
見
解
を
根
據
と
し
て
、
范
甯
の
『
穀

梁
傳
』
注
を
も
批
判
し
て
い
る
。
次
に
そ
の
こ
と
の
檢
討
に
移
ろ
う
。

ま
ず
、
批
判
の
對
象
と
な
っ
て
い
る
范
甯
注
を
確
認
し
て
お
こ
う
。『
穀
梁
傳
』
の
隱
公
九
年
に
、

經
春
、
天
王
、
南
季
を
し
て
來
聘
せ
し
む
。（
春
、
天
王
使
南
季
來
聘
。）

傳
南
は
、
氏
姓
な
り
。
季
は
、
字
な
り
。
聘
は
、
問
な
り
。
諸
侯
を
聘
す
る
は
、
非
正
な
り
。
（
南
、
氏
姓
也
。
季
、
字
也
。
聘
、
問
也
。
聘
諸
侯
、
非
正

也
。）

と
あ
り
、
范
甯
は
右
の
傳
文
末
尾
に
次
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
。

『
周
禮
』
に
「
天
子
は
時
聘
し
て
以
て
諸
侯
の
好
を
結
び
、
殷
覜
し
て
以
て
邦
國
の
慝
を
除
き
、
間
問
し
て
以
て
諸
侯
の
志
を
諭
し
、
脤
を
歸
り
て
以
て

諸
侯
の
福
を
交
は
し
、
慶
を
賀
し
て
以
て
諸
侯
の
喜
を
贊
け
、
禬
を
致
し
て
以
て
諸
侯
の
災
を
補
ふ
」
と
。
許
愼
曰
は
く
「
禮
に
、
臣
、
病
め
ば
、
君
、

親
し
く
之
を
問
ふ
。
天
子
に
下
聘
の
義
有
り
」
と
。
傳
に
曰
は
く
「
諸
侯
を
聘
す
る
は
、
非
正
な
り
」
と
は
、
甯
の
未
だ
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
所
な
り
。

（
『
周
禮
』「
天
子
時
聘
以
結
諸
侯
之
好
、
殷
覜
以
除
邦
國
之
慝
、
間
問
以
諭
諸
侯
之
志
、
歸
脤
以
交
諸
侯
之
福
、
賀
慶
以
贊
諸
侯
之
喜
、
致
禬
以
補
諸
侯
之
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災
。」
許
愼
曰
「
禮
、
臣
病
、
君
親
問
之
。
天
子
有
下
聘
之
義
。」
傳
曰
「
聘
諸
侯
、
非
正
」、
甯
所
未
詳
。）

范
甯
は
ま
ず
『
周
禮
』
秋
官
・
大
行
人
、
及
び
許
愼
の
説
を
引
用
し
て
、
天
子
が
諸
侯
を
聘
問
す
る
こ
と
が
禮
の
規
定
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
を
提
示
す
る

（
七
）

。
そ
の
上
で
、『
穀
梁
傳
』
が
そ
れ
を
「
非
正
」
と
判
斷
す
る
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
注
文
末
尾
の
「
甯
の
未
だ
詳
ら
か
に
せ
ざ
る
所
な
り
」
と
は
、

こ
の
よ
う
に
、
范
甯
が
傳
文
の
記
述
に
對
し
て
疑
い
を
挾
む
際
に
常
用
す
る
文
言
で
あ
り
、
范
甯
注
の
中
に
散
見
す
る
も
の
で
あ
る
（
八
）

。
范
甯
の
『
穀
梁
傳
』

注
が
、
先
行
す
る
何
休
の
『
公
羊
傳
』
注
・
杜
預
の
『
左
氏
傳
』
注
と
は
異
な
り
、
本
傳
の
傳
義
を
墨
守
せ
ず
、
柔
軟
な
態
度
で
『
春
秋
』
の
義
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
范
甯
が
傳
文
に
疑
義
を
呈
す
る
の
は
か
か
る
理
由
に
基
づ
く
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
范
甯
の

態
度
は
、
唐
宋
の
自
由
闊
達
な
春
秋
學
の
先
蹤
と
な
っ
た
と
し
て
肯
定
的
に
評
價
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
、
家
法
を
破
壞
す
る
も
の
と
し
て
非
難

の
對
象
と
も
な
っ
て
い
る
（
九
）

。
廖
平
は
も
ち
ろ
ん
後
者
の
立
場
で
あ
る
か
ら
、『
穀
梁
傳
』
の
傳
義
を
守
る
べ
く
、
范
甯
が
傳
文
を
疑
っ
て
い
る
箇
所
に
對
し

て
釋
明
を
試
み
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
今
、『
釋
范
』
と
い
う
書
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
が
、
該
書
の
う
ち
右
に
見
た
隱
公
九
年
の
下
聘
に
關
す
る
箇
所
を
見
て

み
る
と
、
廖
平
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

案
ず
る
に
、『
周
禮
』
は
、
古
學
、
王
制
は
、
今
學
な
り
。『
穀
梁
』
は
素
王
に
し
て
、
盡
く
王
制
に
從
ふ
。
故
に
古
『
周
禮
』
説
と
合
せ
ず
。
王
者
、
制

を
改
む
る
に
、
文
質
、
相
ひ
救
ふ
。
周
、
衰
へ
、
天
子
は
弱
く
、
諸
侯
は
彊
し
。
魯
は
周
に
朝
せ
ず
し
て
周
は
屢
〻
下
聘
し
、
君
は
卑
し
く
臣
は
僭
り
、

上
下
の
序
を
失
す
。
故
に
『
春
秋
』
は
制
を
改
め
弊
を
救
ひ
、
下
聘
を
譏
り
て
以
て
天
子
を
尊
ぶ
な
り
。
…
…
『
周
禮
』
を
以
て
之
を
疑
ふ
は
、
非
な
り
。

（
案
、『
周
禮
』、
古
學
、
王
制
、
今
學
。『
穀
梁
』
素
王
、
盡
從
王
制
。
故
與
古
『
周
禮
』
説
不
合
。
王
者
改
制
、
文
質
相
救
。
周
衰
、
天
子
弱
、
諸
侯
彊
。

魯
不
朝
周
而
周
屢
下
聘
、
君
卑
臣
僭
、
失
上
下
之
序
。
故
『
春
秋
』
改
制
救
弊
、
譏
下
聘
以
尊
天
子
也
。
…
…
以
『
周
禮
』
疑
之
、
非
也
。）

廖
平
に
よ
れ
ば
、
王
制
篇
と
『
周
禮
』
と
は
そ
れ
ぞ
れ
今
學
・
古
學
の
禮
制
の
眼
目
と
な
る
文
獻
で
あ
り
、
兩
者
に
記
さ
れ
て
い
る
禮
制
は
そ
も
そ
も
異
な

る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、『
穀
梁
傳
』
は
今
學
の
王
制
篇
に
從
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
古
學
の
『
周
禮
』
と
合
致
し
な
い
の
は
當
然
で
あ
っ
て
、『
周
禮
』
に
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よ
っ
て
傳
文
の
記
載
を
疑
う
の
は
筋
違
い
な
誤
り
だ
と
言
う
の
で
あ
る
（
十
）

。

こ
の
范
甯
に
對
す
る
批
判
も
、
禮
制
に
よ
っ
て
今
古
學
を
峻
別
す
る
自
説
を
根
據
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
や
は
り
『
今
古
學
考
』
の
記
載
と
表
裏
を
な
す
も

の
で
あ
る
。
廖
平
は
『
今
古
學
考
』
に
お
い
て
、
王
制
篇
と
『
周
禮
』
と
を
基
準
に
し
た
今
古
學
の
分
を
説
く
と
と
も
に
、
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
合
致

を
主
張
し
て
い
た
が
、
そ
の
主
張
を
根
據
と
し
て
、
自
説
に
反
す
る
讀
み
方
を
す
る
鄭
玄
や
范
甯
の
舊
注
を
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
節
で
確
認

し
た
廖
平
の
説
の
う
ち
傳
文
の
解
釋
と
い
う
點
に
注
目
す
れ
ば
、
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
合
致
を
説
く
に
止
ま
ら
ず
、
そ
れ
を
根
據
と
し
て
さ
ら
に
一
歩

を
進
め
、
一
方
の
記
述
に
よ
り
他
方
の
讀
み
を
確
定
さ
せ
る
と
い
う
、
兩
文
獻
の
積
極
的
な
疏
通
を
圖
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。

第
二
節

劉
向
説
の
引
用

前
節
で
は
、
鄭
玄
・
范
甯
に
對
す
る
批
判
を
確
認
し
た
。
そ
の
批
判
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
彼
ら
が
今
學
・
古
學
の
分
を
知
ら
な
い
と
い
う
點
に
基
づ
く
も

の
で
あ
り
、
今
古
學
は
鄭
玄
に
よ
っ
て
混
合
さ
れ
た
と
す
る
廖
平
の
今
古
文
經
學
史
觀
を
前
提
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
同
じ
く
こ
の
見
解
に
立
つ

と
き
、
鄭
玄
以
前
の
漢
代
の
學
者
た
ち
は
本
來
の
今
學
・
古
學
の
分
を
守
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
廖
平
は
、
鄭
玄
・
范
甯
に
對
す
る
批
判
を
展
開
す

る
一
方
で
、
漢
人
の
説
に
よ
っ
て
『
穀
梁
傳
』
の
傳
義
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
の
で
あ
る
。
事
實
、『
古
義
疏
』
を
繙
い
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は

前
漢
の
尹
更
始
・
梅
福
、
後
漢
の
班
固
・
許
愼
等
の
説
が
、
關
聯
す
る
經
傳
の
下
に
隨
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
で

も
と
り
わ
け
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
劉
向
の
説
で
あ
る
（
十
一
）

。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
特
に
劉
向
説
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
が
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
に

ど
の
よ
う
に
應
用
さ
れ
て
い
る
か
を
見
て
ゆ
く
こ
と
と
し
た
い
。

た
だ
し
、『
古
義
疏
』
所
引
の
劉
向
説
に
つ
い
て
檢
討
す
る
に
當
た
り
、
ま
ず
初
め
に
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
そ
の
内
實
で
あ
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
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『
古
義
疏
』
全
體
で
は
六
百
條
近
い
劉
向
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
中
に
は
一
見
、
傳
義
と
は
直
接
關
聯
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
も
の
も
多
く

含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
分
か
り
や
す
い
例
と
し
て
は
、
經
傳
に
記
載
す
る
事
件
に
つ
い
て
、『
説
苑
』『
新
序
』『
列
女
傳
』
等
の
劉
向
の
著
作
か
ら
同

一
事
件
に
關
す
る
記
録
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
引
用
す
る
も
の
が
擧
げ
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
あ
る
事
件
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
る
助
け
に
は
な
っ
て
も
、『
穀

梁
傳
』
の
傳
義
自
體
と
は
ほ
と
ん
ど
關
聯
し
な
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
經
文
に
記
載
さ
れ
た
災
異
に
つ
い
て
、
『
漢
書
』
五
行
志
か
ら
對
應
す
る
劉
向
の
解
釋

を
引
用
す
る
も
の
も
多
く
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
穀
梁
傳
』
そ
の
も
の
に
は
い
わ
ゆ
る
災
異
説
は
見
ら
れ
な
い
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、『
穀
梁
傳
』

に
基
づ
く
と
い
う
劉
向
の
災
異
解
釋
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
穀
梁
傳
』
本
來
の
傳
義
と
は
直
接
關
聯
の
な
い
、
傳
外
の
義
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
（
十
二
）

。

そ
こ
で
本
節
で
は
、
劉
向
説
の
引
用
に
つ
い
て
檢
討
す
る
に
當
た
り
、
以
下
の
手
順
に
從
う
こ
と
と
し
た
い
。
ま
ず
第
一
項
で
は
、
前
節
で
檢
討
し
た
廖
平

の
今
古
學
説
に
關
わ
る
も
の
を
取
り
上
げ
、
廖
平
自
身
の
説
が
展
開
さ
れ
る
注
の
中
で
、
劉
向
説
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
擔
っ
て
い
る
か
を
檢
討
す
る
。
次
に

第
二
項
で
は
、
こ
の
檢
討
を
手
が
か
り
と
し
て
、
傳
文
自
體
に
關
わ
る
も
の
を
取
り
上
げ
て
、
劉
向
説
が
廖
平
の
傳
文
解
釋
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る

か
を
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
一
）
劉
向
説
と
今
古
學
説

そ
れ
で
は
ま
ず
、
廖
平
の
今
古
學
説
と
關
わ
る
も
の
か
ら
劉
向
説
の
檢
討
を
始
め
よ
う
。
前
節
で
は
、
廖
平
が
范
甯
を
批
判
す
る
箇
所
と
し
て
、
隱
公
九
年

傳
文
「
諸
侯
を
聘
す
る
は
非
正
な
り
」
を
取
り
上
げ
た
が
、
當
該
傳
文
に
對
す
る
『
古
義
疏
』
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
注
が
施
さ
れ
て
い
る
。

周
の
時
制
、
天
子
、
實
に
方
伯
を
聘
す
。
『
春
秋
』
乃
ち
下
聘
せ
ず
と
爲
す
は
、
天
子
を
尊
ぶ
所
以
な
り
。
劉
子
云
ふ
「
孔
子
曰
は
く
、
夏
德
、
亡
び
ざ

れ
ば
、
商
德
、
作
ら
ず
。
商
德
、
亡
び
ざ
れ
ば
、
周
德
、
作
ら
ず
。
周
德
、
亡
び
ざ
れ
ば
、『
春
秋
』
作
ら
ず
。『
春
秋
』
作
る
。
君
子
、
是
を
以
て
周
德
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の
亡
ぶ
る
を
知
る
な
り
」
と
。
又
た
曰
は
く
「
『
易
』
に
曰
は
く
「
安
き
に
危
き
を
忘
れ
ず
、
存
す
る
に
亡
ぶ
る
を
忘
れ
ず
。
是
を
以
て
身
、
安
く
し
て

國
家
、
保
つ
べ
き
な
り
。」
故
に
聖
賢
の
君
は
、
終
始
を
博
觀
し
、
事
情
を
窮
極
し
て
、
是
非
、
分
明
な
り
。
王
者
、
必
ず
三
統
を
通
ず
る
は
、
天
命
の

授
く
る
所
の
者
は
博
く
、
獨
り
一
姓
の
み
に
非
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
」
と
。
又
た
曰
は
く
「
正
色
は
、
三
に
し
て
復
す
る
者
な
り
。
故
に
三
王
の

術
は
循
環
の
如
し
」
と
。

（
周
時
制
、
天
子
實
聘
方
伯
。
『
春
秋
』
乃
爲
不
下
聘
、
所
以
尊
天
子
也
。
劉
子
云
「
孔
子
曰
、
夏
德
不
亡
、
商
德
不
作
。
商
德
不
亡
、
周
德
不
作
。
周
德

不
亡
、
『
春
秋
』
不
作
。『
春
秋
』
作
。
君
子
是
以
知
周
德
之
亡
也
。」
又
曰
「
『
易
』
曰
「
安
不
忘
危
、
存
不
忘
亡
。
是
以
身
安
而
國
家
可
保
也
。」
故
聖

賢
之
君
、
博
觀
終
始
、
窮
極
事
情
、
而
是
非
分
明
。
王
者
必
通
三
統
、
明
天
命
所
授
者
博
、
非
獨
一
姓
也
。」
又
曰
「
正
色
、
三
而
復
者
也
。
故
三
王
術

如
循
環
。
」）

前
節
で
見
た
『
釋
范
』
の
内
容
を
も
蹈
ま
え
な
が
ら
こ
の
注
の
意
圖
を
推
し
測
る
に
、
廖
平
は
こ
こ
で
、
今
學
が
古
學
の
制
度
を
改
め
た
こ
と
を
説
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
古
學
が
宗
と
す
る
周
代
の
禮
制
と
、
今
學
が
主
張
す
る
『
春
秋
』
に
假
託
さ
れ
た
禮
制
と
で
は
、
天
子
が
諸
侯
に
對
し
て
下
聘
す
る
こ
と

を
認
め
る
か
否
か
と
い
う
點
で
相
違
が
あ
る
。
廖
平
は
こ
れ
を
、
天
子
を
尊
ぶ
と
い
う
意
圖
に
よ
っ
て
、
今
學
が
古
學
の
制
度
を
改
め
た
も
の
と
見
る
の
で
あ

る
。そ

し
て
こ
こ
で
は
、
廖
平
自
身
の
注
文
に
續
け
て
、
劉
向
説
が
都
合
三
説
、
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
は
異
な
る
箇
所
を
出
典
と
す
る
も
の
で
あ
る
が

（
十
三
）

、
原
典
に
お
け
る
本
來
の
文
脈
は
措
い
て
、
右
の
よ
う
な
廖
平
の
意
圖
に
從
っ
て
讀
む
な
ら
ば
、
こ
れ
ら
は
、
王
朝
の
交
代
と
そ
れ
に
よ
る
制
度
の
改
變

と
を
説
い
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
劉
向
説
は
こ
こ
で
、
廖
平
の
今
學
に
對
す
る
見
解
を
立
證
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と

見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

更
に
も
う
一
例
見
て
み
よ
う
。
右
に
見
た
よ
う
に
、
廖
平
に
よ
れ
ば
、
今
學
の
禮
制
は
當
時
の
制
度
を
改
め
て
新
た
に
定
め
た
も
の
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
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今
學
王
制
篇
が
そ
の
際
に
根
據
と
し
た
制
度
に
つ
い
て
、『
今
古
學
考
』
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

或
ひ
と
問
ふ
、
王
制
の
制
度
は
、
孔
子
、
全
て
殷
の
禮
を
用
ふ
る
、
抑
〻
亦
た
別
に
本
づ
く
所
や
有
る
。
曰
は
く
、
孔
子
、
顏
子
に
答
ふ
る
に
四
代
を
參

用
し
、
王
制
に
巡
狩
を
言
ふ
に
、
堯
典
と
合
す
れ
ば
、
則
ち
獨
り
殷
の
禮
の
み
な
ら
ず
。
又
た
緯
に
云
ふ
「
殷
は
五
廟
、
周
は
七
廟
」
と
。
尹
更
始
、

『
穀
梁
』
の
七
廟
を
説
く
に
、「
周
に
據
る
」
と
。
天
子
に
崩
と
稱
す
る
に
、
劉
向
の
説
に
亦
た
「
周
に
據
る
」
と
云
ふ
。
是
れ
王
制
、
四
代
を
參
用
す

る
の
證
な
り
。

（
或
問
、
王
制
制
度
、
孔
子
全
用
殷
禮
、
抑
亦
別
有
所
本
。
曰
、
孔
子
答
顏
子
參
用
四
代
、
王
制
言
巡
狩
、
與
堯
典
合
、
則
不
獨
殷
禮
矣
。
又
緯
云
「
殷
五

廟
、
周
七
廟
。」
尹
更
始
説
『
穀
梁
』
七
廟
、「
據
周
。」
天
子
稱
崩
、
劉
向
説
亦
云
「
據
周
。」
是
王
制
參
用
四
代
之
證
。
）（
下
卷
第
二
十
一
條
）

廖
平
は
こ
こ
で
、
王
制
篇
の
制
度
は
、
周
の
制
度
を
改
め
る
に
當
た
り
、
全
面
的
に
殷
の
禮
制
に
依
據
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
王
朝
の
禮
制

を
も
用
い
て
い
る
の
か
、
と
い
う
問
答
の
形
を
借
り
て
、
自
身
の
考
え
を
述
べ
て
い
る
。
廖
平
は
い
く
つ
か
の
例
證
を
引
き
な
が
ら
、
今
學
の
禮
制
は
、
虞
夏

殷
周
四
代
の
制
度
を
、
そ
れ
ぞ
れ
部
分
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
を
説
く
。
そ
の
中
に
、
尹
更
始
・
劉
向
と
い
っ
た
漢
代
の
穀
梁
家
の
説
を
引
用
し
て
自
説
の
證

據
と
し
て
い
る
が
（
十
四
）

、
以
下
に
示
す
『
古
義
疏
』
の
注
釋
は
、
や
は
り
同
じ
く
尹
更
始
や
劉
向
の
説
を
引
い
て
お
り
、『
今
古
學
考
』
の
こ
の
條
と
表
裏
を
な

す
も
の
と
言
え
る
。

當
該
箇
所
は
次
の
通
り
。
ま
ず
、『
穀
梁
傳
』
の
隱
公
三
年
に
、

經
三
月
庚
戌
、
天
王
崩
ず
。（
三
月
庚
戌
、
天
王
崩
。）

傳
高
き
に
崩
と
曰
ひ
、
厚
き
に
崩
と
曰
ひ
、
尊
き
に
崩
と
曰
ふ
。
天
子
の
崩
い
ふ
は
、
尊
き
を
以
て
な
り
。

（
高
曰
崩
、
厚
曰
崩
、
尊
曰
崩
。
天
子
之
崩
、
以
尊
也
。）

と
あ
る
の
に
對
し
、『
古
義
疏
』
は
注
と
し
て
、
以
下
の
よ
う
に
劉
向
の
説
を
引
用
す
る
（
十
五
）

。
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劉
子
云
ふ
「
崩
薨
は
周
に
從
ふ
（
十
六
）

。
『
尚
書
』
に
曰
は
く
「
放
勳
、
乃
ち
殂
落
す
。
」
舜
に
曰
は
く
「
方
に
陟
り
て
、
乃
ち
死
す
。
」
「
武
王
、
既
に
喪

み
ち

う

す
」
と
。
是
を
以
て
武
王
の
前
は
、
崩
薨
を
稱
せ
ざ
る
を
知
る
。
成
王
の
太
平
に
至
り
て
、
乃
ち
崩
薨
の
期
を
著
す
。『
尚
書
』
に
「
翌
日
乙
丑
、
成
王

崩
ず
」
と
。」

（
劉
子
云
「
崩
薨
從
周
。『
尚
書
』
曰
「
放
勳
乃
殂
落
。」
舜
曰
「
陟
方
乃
死
。
」
「
武
王
既
喪
。」
是
以
知
武
王
前
、
不
稱
崩
薨
。
至
成
王
太
平
、
乃
著
崩
薨

之
期
。『
尚
書
』「
翌
日
乙
丑
、
成
王
崩
。
」
」）

そ
の
上
で
、
疏
に
お
い
て
こ
れ
を
解
説
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

劉
子
「
崩
薨
は
周
に
從
ふ
」
と
云
ふ
は
、
此
れ
周
の
禮
た
り
。
餘
は
四
代
の
禮
を
參
用
す
る
な
り
。
天
子
の
七
廟
に
、
尹
更
始
「
周
に
據
る
」
と
云
ふ
。

然
ら
ば
則
ち
先
師
の
説
は
皆
、
以
へ
ら
く
『
穀
梁
』
は
四
代
の
禮
を
用
ふ
る
な
り
、
と
。

（
劉
子
云
「
崩
薨
從
周
」
者
、
此
爲
周
禮
。
餘
參
用
四
代
禮
也
。
天
子
七
廟
、
尹
更
始
云
「
據
周
。」
然
則
先
師
説
皆
以
『
穀
梁
』
用
四
代
禮
也
。）

注
に
引
く
劉
向
説
は
、
天
子
の
死
に
つ
い
て
の
呼
稱
が
時
代
ご
と
に
異
な
り
、「
崩
」
や
「
薨
」
と
い
っ
た
呼
稱
は
周
の
成
王
以
後
に
用
い
ら
れ
始
め
た
こ

と
を
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
廖
平
は
こ
の
説
を
引
い
て
、
經
文
に
「
崩
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、『
春
秋
』
が
こ
の
點
に
つ
い
て
周
の
制
度
に
從
っ
た
た
め

だ
と
解
す
る
。
そ
の
上
で
、
こ
の
他
の
事
柄
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
周
に
限
ら
ず
、
四
代
の
禮
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
て
い
る
と
説
く
。
つ
ま
り
、
注
と
し
て
こ
の

劉
向
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
先
の
『
今
古
學
考
』
に
記
さ
れ
て
い
た
よ
う
な
、
今
學
の
制
度
は
四
代
の
制
度
を
損
益
し
て
新
た
に
定
め
ら
れ
た
も
の
、

と
い
う
廖
平
自
身
の
見
解
を
裏
付
け
る
た
め
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
疏
の
中
で
尹
更
始
の
説
を
引
用
し
て
い
る
の
も
、
彼
ら
漢
代
の
穀
梁
家
が
い
ず
れ
も
こ

の
見
解
に
從
っ
て
い
る
こ
と
を
説
く
た
め
で
、
廖
平
は
彼
ら
の
説
を
引
用
す
る
こ
と
で
自
身
の
今
學
説
を
立
證
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
に
見
た
例
か
ら
、
廖
平
は
『
古
義
疏
』
に
お
い
て
、
劉
向
説
を
引
用
し
て
自
身
の
今
古
學
説
を
立
證
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
と
類
似
す
る
他
の
穀
梁
家

の
説
を
も
引
く
こ
と
で
、
自
説
が
漢
代
の
穀
梁
家
一
般
の
遺
説
と
も
通
ず
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
自
身
の
今
古
學
説
を
傳
文
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の
解
釋
や
舊
注
批
判
に
も
積
極
的
に
應
用
し
よ
う
と
し
て
い
た
廖
平
に
と
っ
て
、
自
説
の
正
統
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

（
二
）
劉
向
説
と
傳
文
の
解
釋

前
項
で
は
、
廖
平
自
身
の
學
説
に
關
わ
る
劉
向
説
を
取
り
上
げ
た
が
、
次
に
、『
穀
梁
傳
』
の
傳
文
自
體
に
關
わ
る
も
の
へ
と
對
象
を
移
し
て
、
劉
向
説
の

檢
討
を
續
け
よ
う
。
劉
向
説
は
廖
平
の
傳
文
解
釋
と
ど
の
よ
う
に
關
聯
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
た
い
の
は
、
桓
公
四
年
經
文
「
春
、
正
月
、
公
、
郎
に
狩
す
（
春
、
正
月
、
公
狩
于
郎
）
」
以
下
の
傳
文
を
め
ぐ
る
解
釋
で
あ
る
が
、
後

掲
の
よ
う
に
、
當
該
經
文
に
對
す
る
『
公
羊
傳
』
と
『
穀
梁
傳
』
の
傳
文
は
非
常
に
よ
く
似
た
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
兩
者
に
は
相
違
も
あ
り
、
そ

の
相
違
は
後
漢
の
何
休
と
鄭
玄
と
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
論
爭
で
も
話
題
と
な
っ
て
い
る
（
十
七
）

。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
廖
平
の
傳
文
解
釋
の
特
徴
を
考
え
る
上
で

も
必
要
不
可
缺
な
材
料
で
あ
り
、
ま
た
劉
向
説
の
引
用
に
も
關
聯
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
や
や
煩
瑣
で
は
あ
る
が
、
ま
ず
は
『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
の
相

違
と
何
休
・
鄭
玄
の
論
爭
に
つ
い
て
先
に
整
理
し
て
お
き
た
い
。

桓
公
四
年
の
經
文
「
春
、
正
月
、
公
、
郎
に
狩
す
」
に
對
す
る
二
傳
の
記
載
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
通
り
。

ま
ず
、『
公
羊
傳
』。

狩
と
は
何
ぞ
。
田
狩
な
り
。
春
を
苗
と
曰
ひ
、
秋
を
蒐
と
曰
ひ
、
冬
を
狩
と
曰
ふ
。
常
事
は
書
せ
ず
。
此
れ
何
を
以
て
か
書
す
る
。
譏
る
。
何
ぞ
譏
る
や
。

遠
け
れ
ば
な
り
。
諸
侯
、
曷
爲
れ
ぞ
必
ず
田
狩
す
る
。
一
に
曰
は
く
乾
豆
、
二
に
曰
は
く
賓
客
、
三
に
曰
は
く
君
の
庖
を
充
た
す
。

（
狩
者
何
。
田
狩
也
。
春
曰
苗
、
秋
曰
蒐
、
冬
曰
狩
。
常
事
不
書
。
此
何
以
書
。
譏
。
何
譏
爾
。
遠
也
。
諸
侯
曷
爲
必
田
狩
。
一
曰
乾
豆
、
二
曰
賔
客
、
三

曰
充
君
之
庖
。）
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次
に
、『
穀
梁
傳
』。

四
時
の
田
は
、
皆
、
宗
廟
の
事
の
爲
に
す
る
な
り
。
春
を
田
と
曰
ひ
、
夏
を
苗
と
曰
ひ
、
秋
を
蒐
と
曰
ひ
、
冬
を
狩
と
曰
ふ
。
四
時
の
田
は
、
三
を
用
ふ
。

唯
だ
其
の
先
づ
得
る
所
は
、
一
は
乾
豆
の
爲
に
し
、
二
は
賓
客
の
爲
に
し
、
三
は
君
の
庖
を
充
た
す
が
爲
に
す
。

（
四
時
之
田
、
皆
爲
宗
廟
之
事
也
。
春
曰
田
、
夏
曰
苗
、
秋
曰
蒐
、
冬
曰
狩
。
四
時
之
田
、
用
三
焉
。
唯
其
所
先
得
、
一
爲
乾
豆
、
二
爲
賓
客
、
三
爲
充
君

之
庖
。）

こ
れ
ら
二
傳
に
共
通
す
る
内
容
と
し
て
は
、
季
節
ご
と
の
田
獵
の
名
稱
を
記
し
て
い
る
こ
と
、
及
び
そ
の
目
的
と
し
て
、
乾
豆
以
下
の
三
事
を
擧
げ
て
い
る

こ
と
を
指
摘
で
き
る
。
一
方
で
、
相
違
點
と
し
て
は
、『
公
羊
傳
』
が
夏
の
田
獵
を
記
し
て
い
な
い
こ
と
、
及
び
『
公
羊
傳
』
で
は
春
に
配
當
さ
れ
る
「
苗
」

が
『
穀
梁
傳
』
で
は
夏
に
配
當
さ
れ
、『
穀
梁
傳
』
で
は
春
に
「
田
」
が
當
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
ま
た
、『
禮
記
』
王
制
篇
に
も
、

天
子
・
諸
侯
は
事
無
け
れ
ば
、
則
ち
歳
に
三
た
び
田
す
。
一
は
乾
豆
の
爲
に
し
、
二
は
賓
客
の
爲
に
し
、
三
は
君
の
庖
を
充
た
す
が
爲
に
す
。

（
天
子
・
諸
侯
無
事
、
則
歳
三
田
。
一
爲
乾
豆
、
二
爲
賓
客
、
三
爲
充
君
之
庖
。）

と
あ
っ
て
、
二
傳
に
共
通
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
箇
所
の
王
制
篇
の
『
正
義
』
に
、
二
傳
の
相
違
を
め
ぐ
る
何
休
と
鄭
玄
と
の
論
爭
が
引

用
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ま
ず
何
休
が
、

『
運
斗
樞
』
に
曰
は
く
「
夏
は
田
せ
ず
」
と
。『
穀
梁
』
に
夏
の
田
有
り
。
義
に
於
い
て
短
な
り
と
爲
す
。

（
『
運
斗
樞
』
曰
「
夏
不
田
。」『
穀
梁
』
有
夏
田
。
於
義
爲
短
。）

と
、
緯
書
の
記
載
を
根
據
に
『
公
羊
傳
』
の
一
歳
三
田
説
の
優
位
を
主
張
し
た
の
に
對
し
、
鄭
玄
は
次
の
よ
う
に
反
駁
し
た
と
い
う
。
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四
時
、
皆
、
田
す
る
は
、
夏
殷
の
禮
な
り
。『
詩
』
に
云
ふ
「
之
の
子
、
于
に
苗
す
、
徒
を
選
ぶ
こ
と
囂
囂
」
と
。
夏
、
田
す
る
は
明
ら
か
な
り
。
孔
子
、

聖
德
有
り
と
雖
も
、
敢
へ
て
顯
然
と
し
て
先
王
の
法
を
改
め
て
以
て
世
に
教
授
せ
ず
。
其
の
改
め
ん
と
欲
す
る
所
の
若
き
は
、
其
れ
陰
か
に
緯
に
書
し
、

之
を
藏
し
て
以
て
後
王
に
傳
ふ
。『
穀
梁
』
の
四
時
の
田
は
、
孔
子
に
近
き
が
故
な
り
。『
公
羊
』
は
正
に
六
國
の
亡
ぶ
る
に
當
た
り
、
讖
緯
、

見

れ
讀

あ
ら
は

み
て
傳
し
て
三
時
の
田
と
爲
す
。
傳
を
作
る
に
先
後
有
り
。
異
な
り
と
雖
も
、
以
て
『
穀
梁
』
を
斷
ず
る
に
足
ら
ざ
る
な
り
。

（
四
時
皆
田
、
夏
殷
之
禮
。『
詩
』
云
「
之
子
于
苗
、
選
徒
囂
囂
。」
夏
田
明
矣
。
孔
子
雖
有
聖
德
、
不
敢
顯
然
改
先
王
之
法
以
教
授
於
世
。
若
其
所
欲
改
、

其
陰
書
於
緯
、
藏
之
以
傳
後
王
。『
穀
梁
』
四
時
田
者
、
近
孔
子
故
也
。『
公
羊
』
正
當
六
國
之
亡
、
讖
緯
見
讀
而
傳
爲
三
時
田
。
作
傳
有
先
後
。
雖
異
、

不
足
以
斷
『
穀
梁
』
也
。）

鄭
玄
は
、
二
傳
の
記
載
が
異
な
る
の
は
傳
が
作
ら
れ
た
時
期
の
相
違
に
よ
る
も
の
と
し
て
、
何
休
の
批
判
は
當
た
ら
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
何
休
と

鄭
玄
と
の
論
爭
は
、『
公
羊
傳
』
に
記
さ
れ
た
一
歳
三
田
と
『
穀
梁
傳
』
に
記
さ
れ
た
一
歳
四
田
と
の
相
違
を
前
提
と
し
て
、『
公
羊
傳
』
の
優
位
を
主
張
す
る

何
休
に
對
し
、
鄭
玄
が
『
穀
梁
傳
』
を
擁
護
す
る
立
場
か
ら
そ
の
説
を
調
停
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

と
こ
ろ
が
廖
平
は
、『
穀
梁
傳
』
の
傳
文
に
對
し
て
、
彼
ら
と
は
異
な
る
解
釋
を
示
し
て
い
る
。
前
節
で
見
た
よ
う
に
、
廖
平
は
『
穀
梁
傳
』
と
王
制
篇
と

の
疏
通
を
圖
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、
王
制
篇
の
記
述
に
よ
っ
て
『
穀
梁
傳
』
の
讀
み
を
確
定
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
加
え
て
、
そ
の

解
釋
を
裏
付
け
る
た
め
に
劉
向
説
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
以
下
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
確
認
し
よ
う
。

ま
ず
、
廖
平
の
傳
文
解
釋
を
彼
の
『
起
起
穀
梁
廢
疾
』
か
ら
確
認
し
よ
う
。
こ
の
書
は
、
何
休
の
『
穀
梁
廢
疾
』・
鄭
玄
の
『
起
穀
梁
廢
疾
』
に
對
し
て
、

廖
平
が
更
に
反
駁
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
廖
平
は
そ
こ
で
、
上
引
の
何
休
・
鄭
玄
の
説
を
引
用
し
た
上
で
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

按
ず
る
に
、
傳
に
曰
は
く
「
四
時
の
田
は
、
三
を
用
ふ
」
と
は
、
即
ち
夏
、
田
せ
ざ
る
の
説
な
り
。
王
制
に
曰
は
く
「
天
子
・
諸
侯
は
事
無
け
れ
ば
、
歳

に
三
た
び
田
す
」
と
。
一
歳
に
三
田
す
る
を
謂
ひ
、
夏
を
去
る
こ
と
明
ら
か
な
り
。
劉
向
説
に
「
夏
は
田
せ
ず
」
と
。『
公
羊
』
に
同
じ
。
蓋
し
二
傳
は
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同
じ
く
夏
、
田
せ
ざ
る
を
主
と
す
。『
穀
梁
』
は
文
、
詳
ら
か
に
し
て
、
夏
の
苗
を
言
ふ
。『
公
羊
』
は
文
、
略
に
し
て
、
夏
の
苗
を
言
は
ず
。
先
儒
、
以

て
義
を
異
に
す
と
爲
す
は
、
傳
の
意
を
失
す
。
田
せ
ざ
る
に
、
又
た
夏
の
苗
を
言
ふ
は
、
四
時
の
文
を
備
ふ
。
事
有
れ
ば
則
ち
田
し
、
事
無
け
れ
ば
則
ち

否
ず
。
六
年
の
「
八
月
壬
午
、
大
い
に
閲
す
」
に
、
傳
に
曰
は
く
「
平
に
し
て
戎
事
を
修
む
る
は
、
正
を
失
す
る
な
り
」
と
。
事
無
く
し
て
夏
、
田
す
る

を
謂
ふ
な
り
。

（
按
、
傳
曰
「
四
時
之
田
、
用
三
焉
」
即
夏
不
田
之
説
也
。
王
制
曰
「
天
子
・
諸
侯
無
事
、
歳
三
田
。」
謂
一
歳
三
田
、
去
夏
明
矣
。
劉
向
説
「
夏
不
田
。」

同
『
公
羊
』。
蓋
二
傳
同
主
夏
不
田
。『
穀
梁
』
文
詳
、
言
夏
苗
。
『
公
羊
』
文
略
、
不
言
夏
苗
。
先
儒
以
爲
異
義
、
失
傳
意
矣
。
不
田
、
又
言
夏
苗
者
、

備
四
時
之
文
。
有
事
則
田
、
無
事
則
否
。
六
年
「
八
月
壬
午
、
大
閲
」、
傳
曰
「
平
而
修
戎
事
、
失
正
也
。」
謂
無
事
而
夏
田
也
。）

廖
平
は
、
王
制
篇
の
「
天
子
・
諸
侯
は
事
無
け
れ
ば
、
則
ち
歳
に
三
た
び
田
す
」
と
い
う
記
載
を
根
據
に
『
穀
梁
傳
』
の
「
四
時
の
田
は
、
三
を
用
ふ
」
を

解
し
て
、
四
季
の
田
獵
の
う
ち
夏
以
外
の
三
田
を
行
う
こ
と
を
言
っ
た
も
の
だ
と
す
る
（
十
八
）

。
ま
た
、
そ
の
よ
う
に
讀
む
自
説
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
劉

向
の
説
に
、
夏
は
田
獵
を
行
わ
な
い
、
と
あ
る
こ
と
を
擧
げ
る
。
つ
ま
り
、
結
局
の
と
こ
ろ
『
穀
梁
傳
』
は
『
公
羊
傳
』
と
同
じ
く
、
夏
田
を
除
い
た
一
歳
三

田
を
主
張
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、『
穀
梁
傳
』
を
一
歳
四
田
と
し
て
額
面
通
り
に
受
け
取
り
、
二
傳
で
説
が
異
な
る
と
し
て

い
た
何
休
・
鄭
玄
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
の
例
か
ら
も
、
廖
平
が
傳
文
の
解
釋
に
當
た
っ
て
王
制
篇
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
よ
う
。
そ
し
て
、
劉
向
説
は
、
自
説
を
裏
付
け
る
も
の
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
の
特
徴
と
し
て
、
前
節
で
も
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
王
制
篇
と
の
疏
通
と
い
う
點
が
強
く
意
識
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
よ
う
。
ま
た
劉
向
説
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
こ
と
を
含
め
た
、
自
身
の
今
古
學
説
を
立
證
す
る
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
と
言

う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
前
項
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
廖
平
は
そ
れ
に
よ
っ
て
、
自
説
が
漢
代
の
穀
梁
家
の
遺
説
と
合
致
す
る
こ
と
を
示
し
て
、
そ
の
正
統
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性
を
主
張
す
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、
廖
平
自
身
も
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
引
用
す
る
劉
向
の
説
は
、
一
見
、『
穀
梁
傳
』
よ
り
も
『
公
羊
傳
』
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
、
劉

向
は
穀
梁
家
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
著
作
の
中
に
は
三
傳
そ
れ
ぞ
れ
に
關
聯
す
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
と
さ
れ
る
（
十
九
）

。
す
る
と
、
劉
向
説
を
無
批
判
に
『
穀
梁

傳
』
の
注
釋
と
し
て
引
用
す
る
こ
と
の
妥
當
性
が
疑
わ
れ
よ
う
。
ま
た
、
本
節
冒
頭
で
は
、『
古
義
疏
』
に
引
用
さ
れ
る
劉
向
説
が
必
ず
し
も
傳
義
と
關
聯
し

て
い
な
い
こ
と
に
も
觸
れ
た
が
、
鄙
見
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
は
、
廖
平
の
『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
に
對
す
る
見
解
が
關
わ
っ
て
い
る
も
の
と
考
え

る
。
そ
の
點
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
檢
討
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

第
三
節

廖
平
の
公
穀
二
傳
に
對
す
る
見
解

前
節
で
は
、
桓
公
四
年
の
傳
文
を
例
證
と
し
て
、
廖
平
の
傳
文
解
釋
と
劉
向
説
の
引
用
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、
當
該
傳
文
に
對
す
る
『
古
義
疏
』
の
注
に
は
、

以
下
に
示
す
よ
う
に
、
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
田
獵
の
名
稱
を
記
し
た
『
穀
梁
傳
』
の
傳
文
の
下
に
、
そ
れ
に
對
應
す
る
劉
向
の
説
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。

傳
春
を
田
と
曰
ひ
、（
春
曰
田
、）

注
劉
子
云
ふ
「
其
の
田
と
曰
ふ
は
何
ぞ
。
聖
人
、
事
を
擧
ぐ
る
に
、
必
ず
本
に
反
す
。
五
穀
は
、
以
て
宗
廟
に
奉
じ
、
萬
民
を
養
ふ
者
な
り
。
禽
獸
の
稼
穡

か
へ

を
害
ふ
者
を
去
る
。
故
に
田
を
以
て
之
を
言
ふ
。」

（
劉
子
云
「
其
曰
田
何
。
聖
人
擧
事
、
必
反
本
。
五
穀
者
、
以
奉
宗
廟
、
養
萬
民
者
也
。
去
禽
獸
害
稼
穡
者
。
故
以
田
言
之
。
」）

傳
夏
を
苗
と
曰
ひ
、（
夏
曰
苗
、）

注
劉
子
云
ふ
「
苗
と
は
、
毛
な
り
。
之
を
取
る
に
澤
を
圍
ま
ず
、
羣
を
掩
は
ず
、
禽
を
取
る
に
麛
卵
せ
ず
、
孕
重
す
る
者
を
殺
さ
ず
。」
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（
劉
子
云
「
苗
者
、
毛
也
。
取
之
不
圍
澤
、
不
掩
羣
、
取
禽
不
麛
卵
、
不
殺
孕
重
者
。
」）

傳
秋
を
蒐
と
曰
ひ
、（
秋
曰
蒐
、）

注
劉
子
云
ふ
「
秋
蒐
は
、
小
麛
及
び
孕
重
す
る
者
を
殺
さ
ず
。
」（
劉
子
云
「
秋
蒐
者
、
不
殺
小
麛
及
孕
重
者
。
」）

傳
冬
を
狩
と
曰
ふ
。（
冬
曰
狩
。）

注
劉
子
云
ふ
「
冬
狩
は
皆
、
之
を
取
る
。
」（
劉
子
云
「
冬
狩
皆
取
之
。
」）

そ
し
て
、
こ
れ
に
續
く
傳
文
「
四
時
の
田
は
、
三
を
用
ふ
（
四
時
之
田
、
用
三
焉
）」
に
對
し
て
も
、
以
下
の
よ
う
に
、
劉
向
説
を
引
用
し
た
注
を
施
し
て
い

る
。

王
制
に
曰
は
く
「
天
子
・
諸
侯
は
事
無
け
れ
ば
、
歳
に
三
た
び
田
す
」
と
。
劉
子
云
ふ
「
夏
、
田
せ
ざ
る
は
、
何
ぞ
や
。
曰
は
く
、
天
地
陰
陽
盛
長
の
時
、

猛
獸
、
攫
ま
ず
、
鷙
鳥
、
搏
た
ず
、
腹
蠆
、
螫
さ
ず
。
鳥
獸
蟲
蛇
す
ら
且
つ
天
に
應
ず
る
を
知
る
。
而
る
を
況
ん
や
人
を
や
。
是
を
以
て
古
は
必
ず
豢
牢

つ
か

さ

有
り
。」

（
王
制
曰
「
天
子
・
諸
侯
無
事
、
歳
三
田
。
」
劉
子
云
「
夏
不
田
、
何
也
。
曰
、
天
地
陰
陽
盛
長
之
時
、
猛
獸
不
攫
、
鷙
鳥
不
搏
、
腹
蠆
不
螫
。
鳥
獸
蟲
蛇

且
知
應
天
。
而
況
人
乎
。
是
以
古
者
必
有
豢
牢
。
」）

こ
れ
ら
五
箇
所
に
引
用
さ
れ
た
劉
向
説
は
、
そ
の
出
典
を
閲
す
る
と
、『
説
苑
』
修
文
篇
の
同
一
章
か
ら
引
用
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
實
は

『
説
苑
』
で
は
、
四
季
の
田
獵
が
こ
こ
に
引
用
さ
れ
た
順
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
こ
に
は
、
前
節
で
引
用
し
た
『
公
羊
傳
』
桓
公
四

年
の
傳
文
に
近
い
説
が
記
さ
れ
て
い
る
（
二
十
）

。
つ
ま
り
、
廖
平
は
『
穀
梁
傳
』
の
傳
文
に
合
致
す
る
よ
う
に
『
説
苑
』
の
文
を
抄
出
し
、
適
宜
順
序
を
入
れ
替

え
つ
つ
、
對
應
す
る
傳
文
の
下
に
そ
れ
ら
を
再
配
當
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、
斷
章
取
義
と
も
言
え
る
劉
向
説
の
引
用
を
見
る
と
、
廖
平
が
自
説
に
基
づ
い
て
恣
意
的
に
そ
れ
ら
を
利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
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こ
と
が
疑
わ
れ
る
が
、
廖
平
自
身
は
、『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
に
對
す
る
獨
自
の
見
解
を
根
據
に
そ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
彼
は
二
傳
の
關
係
を

い
か
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

次
に
示
す
の
は
、
廖
平
が
『
左
氏
傳
』
に
對
し
て
注
釋
を
施
す
に
當
た
り
、
そ
の
大
綱
を
示
し
た
凡
例
の
中
の
一
則
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、『
左
氏
傳
』

に
限
ら
ず
、『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
相
互
の
關
係
に
對
す
る
彼
の
見
解
を
知
る
上
で
も
、
注
目
す
べ
き
記
述
が
見
ら
れ
る
。

今
、
意
を
三
傳
を
合
通
す
る
に
立
つ
。
或
い
は
以
て
家
法
を
破
壞
し
、
博
士
の
專
門
授
受
の
意
に
非
ず
と
爲
す
。
按
ず
る
に
、
此
れ
乃
ち
己
を
專
ら
に
し

殘
を
守
る
の
故
智
に
し
て
、
深
く
其
の
源
を
考
へ
ざ
る
者
な
り
。
二
傳
を
以
て
論
ず
れ
ば
、
前
後
に

自

ら
異
同
有
り
。
一
經
毎
に
數
傳
を
列
し
、
且
つ

お
の
づ
か

敢
へ
て
質
言
せ
ざ
る
の
説
多
し
。
博
士
に
各
〻
傳
本
有
り
て
、
今
本
は
特
だ
一
家
の
傳
た
れ
ば
、
以
て
其
の
學
を
蔽
ふ
に
足
ら
ず
。『
穀
梁
』
に
夏
田
を

言
ひ
、『
公
羊
』
に
夏
田
を
言
は
ざ
る
が
如
き
は
、
先
師
は
以
て
異
と
爲
す
も
、
而
れ
ど
も
董
子
は
夏
田
を
言
ひ
、『
説
苑
』
は
「
夏
は
田
せ
ず
」
と
言
へ

ば
、
是
れ
本
よ
り
、
同
じ
き
な
り
。「
州
は
國
に
如
か
ず
」
の
數
語
は
、『
穀
梁
』
と
『
公
羊
』
と
同
じ
か
ら
ず
し
て
、
董
子
の
引
く
所
の
傳
は
『
穀
梁
』

に
同
じ
。
「
獨
り
天
の
み
な
れ
ば
生
ぜ
ず
」
の
數
句
、
「
人
の
天
に
於
け
る
や
、
道
を
以
て
命
を
受
く
」
の
數
句
は
、
『
穀
梁
』
に
其
の
文
有
る
も
、
『
公

羊
』
に
之
れ
無
し
。
而
し
て
董
子
に
其
の
説
有
り
。「
天
子
に
葬
を
志
さ
ず
」
の
一
傳
は
、『
穀
梁
』
に
此
の
文
無
し
。
而
し
て
『
説
苑
』
の
引
く
傳
は
則

し
る

ち
之
を
言
ふ
こ
と
甚
だ
詳
ら
か
な
り
。
且
つ
『
公
』
『
穀
』
の
定
元
年
傳
に
同
じ
く
沈
子
の
即
位
を
説
く
を
引
く
は
、
是
れ
師
を
同
じ
く
す
る
な
り
。
意

は
同
じ
と
雖
も
而
れ
ど
も
文
は
則
ち
異
な
り
。
是
れ
文
字
、
偶
〻
異
な
る
に
因
り
て
、
遂
に
斥
け
て
異
説
と
爲
す
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
今
立
意
合
通
三
傳
。
或
以
爲
破
壞
家
法
、
非
博
士
專
門
授
受
之
意
。
按
此
乃
專
己
守
殘
之
故
智
、
不
深
考
其
源
者
也
。
以
二
傳
論
、
前
後
自
有
異
同
。
毎

一
經
列
數
傳
、
且
多
不
敢
質
言
之
説
。
博
士
各
有
傳
本
、
今
本
特
爲
一
家
之
傳
、
不
足
以
蔽
其
學
。
如
『
穀
梁
』
言
夏
田
、『
公
羊
』
不
言
夏
田
、
先
師

以
爲
異
、
而
董
子
言
夏
田
、『
説
苑
』
言
「
夏
不
田
」、
是
本
同
也
。「
州
不
如
國
」
數
語
、『
穀
梁
』
與
『
公
羊
』
不
同
、
而
董
子
所
引
傳
同
『
穀
梁
』。

「
獨
天
不
生
」
數
句
、「
人
之
於
天
也
、
以
道
受
命
」
數
句
、『
穀
梁
』
有
其
文
、『
公
羊
』
無
之
。
而
董
子
有
其
説
。
「
天
子
不
志
葬
」
一
傳
、『
穀
梁
』
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無
此
文
。
而
『
説
苑
』
引
傳
則
言
之
甚
詳
。
且
『
公
』『
穀
』
定
元
年
傳
同
引
沈
子
説
即
位
、
是
同
師
也
。
意
雖
同
而
文
則
異
。
是
不
可
因
文
字
偶
異
、

遂
斥
爲
異
説
也
。
）（
『
群
經
凡
例
』
所
收
「
春
秋
古
經
左
氏
説
漢
義
補
證
凡
例
」）

こ
の
凡
例
は
、
三
傳
を
統
合
す
る
と
い
う
自
身
の
意
圖
を
述
べ
た
上
で
、
そ
の
裏
付
け
と
し
て
、
三
傳
に
は
共
通
す
る
内
容
が
含
ま
れ
る
こ
と
を
論
證
す
る

も
の
で
あ
る
。
廖
平
の
『
左
氏
傳
』
に
對
す
る
見
解
に
は
し
ば
し
ば
變
化
が
あ
る
た
め
（
二
十
一
）

、
『
左
氏
傳
』
に
つ
い
て
は
暫
く
措
き
、
こ
こ
で
は
專
ら
彼
の

『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
に
對
す
る
見
解
に
つ
い
て
、
右
に
説
か
れ
て
い
る
内
容
を
整
理
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

廖
平
は
、
三
傳
の
相
通
を
論
證
す
る
過
程
で
、
ま
ず
は
『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
に
つ
い
て
、
兩
者
が
相
通
ず
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
ず
る
。
そ
の
例
證

と
し
て
、
こ
こ
で
は
董
仲
舒
・
劉
向
の
所
説
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
彼
ら
は
一
般
に
、
そ
れ
ぞ
れ
公
羊
家
・
穀
梁
家
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
所
説
に
は
、
一
見
、

そ
れ
と
矛
盾
す
る
よ
う
な
記
載
が
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
節
で
取
り
上
げ
た
田
獵
の
制
度
に
つ
い
て
、
董
仲
舒
は
四
時
の
田
を
擧
げ
て
い
て

『
穀
梁
傳
』
の
説
に
近
く
、
反
對
に
、
劉
向
『
説
苑
』
は
「
夏
は
田
せ
ず
」
と
言
っ
て
い
て
『
公
羊
傳
』
の
説
に
近
い
。
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
他
に
も
、

『
穀
梁
傳
』
に
の
み
見
ら
れ
る
内
容
が
董
仲
舒
の
所
説
に
見
ら
れ
た
り
、
逆
に
、『
公
羊
傳
』
の
説
が
劉
向
の
著
作
の
中
に
見
ら
れ
る
例
が
あ
る
と
し
て
、
い

く
つ
か
の
例
を
擧
げ
て
い
る
（
二
十
二
）

。

廖
平
は
、
こ
の
こ
と
の
背
景
に
主
と
し
て
二
つ
の
原
因
を
想
定
し
て
い
る
。
一
つ
に
は
、
二
傳
に
は
文
章
が
異
な
っ
て
い
て
も
、
そ
の
本
質
的
な
内
容
に
は

共
通
す
る
部
分
が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
に
は
、
二
傳
に
は
そ
れ
ぞ
れ
現
在
に
傳
わ
る
今
本
以
外
に
、
複
數
の
異
本
が
存
在
し
て
い
た
、
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、
二
傳
の
田
獵
の
制
度
は
、
一
見
、
三
田
と
四
田
と
で
異
な
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
廖
平
が

王
制
篇
を
基
準
と
し
た
解
釋
で
示
し
た
よ
う
に
、
實
際
に
は
二
傳
と
も
に
一
歳
三
田
を
説
い
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
本
質
と
し
て
は
同
じ
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
董
仲
舒
や
劉
向
が
、
彼
ら
の
屬
す
る
と
考
え
ら
れ
る
一
家
の
説
と
は
異
な
る
傳
の
説
を
説
く
の
か
。
こ
の
背
景
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
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の
が
、
後
者
の
異
本
の
存
在
で
あ
る
。

右
の
凡
例
中
、
廖
平
は
例
證
の
一
つ
と
し
て
「
天
子
は
葬
を
志
さ
ず
」
と
い
う
文
を
擧
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
公
羊
傳
』
隱
公
三
年
の
傳
文
を
指
し
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
廖
平
の
言
う
よ
う
に
、
確
か
に
『
説
苑
』
修
文
篇
に
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
を
引
用
し
て
そ
れ
を
敷
衍
す
る
一
章
が
あ
る
（
二
十
三
）

。
こ

れ
は
、
劉
向
の
説
が
今
本
『
公
羊
傳
』
の
説
に
近
い
事
例
の
一
つ
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
廖
平
は
こ
の
『
説
苑
』
の
一
章
を
同
年
の
『
古
義
疏
』
に

引
用
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

『
説
苑
』
修
文
篇
の
引
く
に
據
り
て
補
ふ
。
按
ず
る
に
『
穀
梁
』
に
五
家
本
有
り
て
、
今
、
一
家
を
傳
ふ
る
の
み
。
故
に
佚
傳
有
り
て
、『
公
羊
』
と
同

じ
。
故
に
學
者
は
當
に
傳
の
説
を
守
る
べ
き
も
、
又
た
當
に
傳
の
義
を
廣
む
べ
く
、
己
を
專
ら
に
し
殘
を
守
る
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。

（
據
『
説
苑
』
修
文
篇
引
補
。
按
『
穀
梁
』
有
五
家
本
、
今
傳
一
家
耳
。
故
有
佚
傳
、
與
『
公
羊
』
同
。
故
學
者
當
守
傳
説
、
又
當
廣
傳
義
、
不
可
專
己
守

殘
也
。）

前
章
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
廖
平
は
、『
穀
梁
傳
』
に
は
五
つ
の
異
本
が
あ
っ
た
と
し
た
上
で
、『
説
苑
』
が
引
用
す
る
も
の
は
今
本
『
公
羊
傳
』
と
同

文
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
こ
に
暗
示
さ
れ
て
い
る
の
は
、
劉
向
は
『
公
羊
傳
』
に
據
っ
た
の
で
は
な
く
、『
穀
梁
傳
』
の
異
本
に
據
っ
た
と
の
考

え
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
廖
平
の
意
圖
と
し
て
は
、『
説
苑
』
の
説
は
『
穀
梁
傳
』
の
先
師
た
る
劉
向
の
説
で
あ
り
、
今
本
『
穀
梁
傳
』
に
は
失
わ
れ
た
貴
重
な

傳
義
を
傳
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
引
用
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
今
本
の
み
に
よ
っ
て
傳
本
來
の
面
目
を
覆
い
隱
し
て
は
な
ら
な
い
と
説
く
。

こ
の
よ
う
な
二
傳
に
對
す
る
廖
平
の
見
解
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
が
今
本
『
公
羊
傳
』
の
傳
文
に
基
づ
く
と
思
わ
れ
る
劉
向
説
を
引
用
す
る
の
も
、
決

し
て
斷
章
取
義
で
は
な
く
、
共
通
の
本
源
か
ら
出
た
『
穀
梁
傳
』
の
異
本
の
説
を
傳
え
る
も
の
と
し
て
引
用
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
一
見
、
傳

義
と
は
直
接
關
聯
し
な
い
劉
向
説
を
積
極
的
に
引
用
し
て
い
る
の
も
こ
の
考
え
を
應
用
し
た
も
の
で
あ
り
、
今
本
に
は
失
わ
れ
た
傳
義
を
補
お
う
と
い
う
意
圖

に
よ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
廖
平
は
、
右
の
よ
う
な
二
傳
に
對
す
る
見
解
を
背
景
に
、
で
き
る
だ
け
廣
く
『
穀
梁
傳
』
の
遺
説
の
蒐
集
を
試
み
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た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
章
で
は
三
節
に
わ
た
っ
て
、
舊
注
批
判
と
劉
向
説
の
引
用
と
を
對
比
さ
せ
な
が
ら
廖
平
の
傳
文
解
釋
の
特
徴
を
探
る
と
と
も
に
、
劉
向
説
の
引
用
に
關
聯

し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
『
公
羊
』『
穀
梁
』
二
傳
に
對
す
る
廖
平
の
見
解
に
つ
い
て
も
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
の
檢
討
を
通
じ
て
、
本
章
で
明
ら
か
に
し
得
た

點
を
改
め
て
整
理
す
る
な
ら
ば
、
以
下
の
三
點
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

ま
ず
第
一
に
、
廖
平
の
傳
文
解
釋
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
自
身
の
今
古
學
説
と
の
關
聯
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
が
擧
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、『
穀
梁

傳
』
を
今
學
の
根
幹
に
置
く
こ
と
か
ら
す
れ
ば
當
然
と
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
が
、
特
に
、
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
疏
通
を
圖
り
、
一
方
に
よ
っ
て
他
方

の
讀
み
を
確
定
さ
せ
て
い
た
こ
と
は
、
彼
獨
自
の
解
釋
の
方
法
と
し
て
注
目
に
値
す
る
も
の
と
考
え
る
。
第
一
節
の
鄭
玄
批
判
の
箇
所
で
確
認
し
た
の
は
『
穀

梁
傳
』
に
よ
る
王
制
篇
の
讀
み
の
確
定
で
あ
り
、
第
二
節
の
田
獵
の
制
度
を
め
ぐ
っ
て
確
認
し
た
の
は
、
反
對
に
、
王
制
篇
に
よ
る
『
穀
梁
傳
』
の
讀
み
の
確

定
で
あ
る
。
廖
平
が
王
制
篇
と
『
穀
梁
傳
』
と
の
合
致
を
説
い
た
こ
と
は
、
從
來
、
注
目
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
を
傳
文
の
解
釋
に
も
應
用
し
た
こ
と
に
つ
い

て
は
こ
れ
ま
で
指
摘
が
な
か
っ
た
。
廖
平
が
自
身
の
今
古
學
説
を
實
際
の
傳
文
解
釋
に
も
體
系
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
例
と
し
て
、
こ
の
こ
と

は
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
舊
注
批
判
と
劉
向
説
の
引
用
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
今
古
學
説
と
の
關
わ
り
を
指
摘
で
き
る
。『
今
古
學
考
』
に
示
さ
れ
た
廖
平
の
今
古
文
經
學
史

觀
に
よ
れ
ば
、
鄭
玄
・
范
甯
と
劉
向
と
は
對
極
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
關
係
に
あ
っ
た
。
そ
の
關
係
を
反
映
す
る
よ
う
に
、
『
穀
梁
傳
』
を
め
ぐ
っ
て
は
、
鄭

玄
・
范
甯
の
解
釋
が
今
古
の
分
を
辨
え
な
い
も
の
と
し
て
批
判
さ
れ
る
一
方
、
劉
向
の
説
は
自
説
を
補
強
す
る
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
た
。
特
に
劉
向
説
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に
關
聯
し
て
、
自
説
と
の
合
致
を
説
く
こ
と
で
、
自
身
の
今
古
學
説
の
正
統
性
を
示
し
て
い
た
點
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
劉
向
説
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
、
第
三
節
で
は
、
廖
平
の
『
公
羊
』
『
穀
梁
』
二
傳
に
對
す
る
見
解
を
檢
討
し
た
が
、
廖
平
は
、
二
傳
が
共
通
す
る

内
容
を
含
む
こ
と
や
、
今
本
以
外
の
複
數
の
異
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
。
こ
れ
は
、
こ
れ
ら
の
想
定
を
前
提
と
し
て
、
漢
人
の
説
を
よ
り
多
く
引

用
し
、『
古
義
疏
』
の
内
容
を
充
實
さ
せ
よ
う
と
す
る
意
圖
に
よ
る
も
の
と
言
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
は
、
自
身
の
今
古
學
體
系
を
背
景
と
し
て
、
そ
れ
を
一
貫
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
徹
底
し
た
態
度

こ
そ
が
、
彼
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
の
最
大
の
特
徴
と
言
え
よ
う
。

し
か
し
、
本
文
中
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
か
え
っ
て
そ
の
た
め
に
、
中
に
は
不
可
解
な
解
釋
も
見
受
け
ら
れ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
廖
平
自
身
は
説
を
彌

縫
し
て
い
る
と
は
い
え
、
劉
向
説
の
引
用
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
斷
章
取
義
と
の
謗
り
を
免
れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
二
傳
に
對
す
る
見
解
も
相
當

に
特
異
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
こ
に
、
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
や
、
『
穀
梁
傳
』
の
漢
人
説
を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
試
み
の
限
界
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。
廖
平
が
『
古
義
疏
』
の
中
で
明
ら
か
に
し
得
た
の
は
、
所
詮
、
自
身
の
今
古
學
説
と
の
關
聯
に
限
定
さ
れ
た
漢
人
の
古
義
に
過
ぎ
な
い
。

た
だ
し
、
第
三
節
で
引
用
し
た
「
春
秋
古
經
左
氏
説
漢
義
補
證
凡
例
」
に
も
説
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
廖
平
は
三
傳
そ
れ
ぞ
れ
を
修
め
た
後
、
や
が
て
、
三

傳
の
統
合
・
折
衷
を
積
極
的
に
主
張
す
る
よ
う
に
な
る
（
二
十
四
）

。
い
み
じ
く
も
、
そ
の
こ
と
を
述
べ
た
凡
例
に
劉
向
説
が
例
證
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
よ

う
に
、
劉
向
説
の
引
用
を
め
ぐ
る
辯
護
に
、
後
の
こ
の
主
張
の
萌
芽
を
見
出
す
こ
と
も
不
可
能
で
は
あ
る
ま
い
。
劉
向
説
の
引
用
は
『
古
義
疏
』
の
み
に
止
ま

ら
ず
、
廖
平
の
春
秋
學
の
總
體
の
中
で
、
改
め
て
捉
え
直
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

注

（
一
）

蒙
文
通
「
廖
季
平
先
生
傳
」
（
舒
大
剛
・
楊
世
文
主
編
『
廖
平
全
集
』
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
五
、
第
十
六
册
所
收
）
に
「
皮
氏
［
錫
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瑞
］・
康
氏
［
有
爲
］・
章
氏
［
炳
麟
］・
劉
氏
［
師
培
］、
胥
循
此
軌
以
造
説
、
雖
宗
今
・
宗
古
有
殊
、
而
今
・
古
之
分
在
禮
、
則
決
於
先
生
之
説

也
」
と
あ
る
。

（
二
）

郜
積
意
「
漢
代
今
・
古
學
的
禮
制
之
分
―
―
以
廖
平
《
今
古
學
考
》
爲
討
論
中
心
」（
『
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
集
刊
』
第
七
十
七
册
、
二

〇
〇
六
）
は
、
王
制
篇
に
記
さ
れ
る
二
伯
や
三
監
の
制
度
を
例
證
と
し
て
廖
平
の
説
を
丹
念
に
た
ど
り
な
が
ら
、
『
穀
梁
傳
』
と
の
合
致
を
説
く

そ
の
説
を
跡
づ
け
て
い
る
。
ま
た
、
趙
沛
『
廖
平
春
秋
學
研
究
』（
巴
蜀
書
社
、
二
〇
〇
七
）
第
三
章
第
三
節
「
廖
平
的
《
穀
梁
》
研
究
」
も
、

『
古
義
疏
』
が
王
制
篇
を
引
用
し
て
い
る
箇
所
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
て
、
廖
平
の
説
を
解
説
す
る
。
た
だ
し
、
郜
氏
の
論
文
は
、
廖
平
の
説
の

よ
う
に
『
穀
梁
傳
』
を
今
學
の
代
表
的
文
獻
と
す
る
こ
と
が
、
必
ず
し
も
今
文
古
文
の
別
を
正
し
く
捉
え
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
説
く
こ
と
に

主
眼
が
あ
り
、
廖
平
説
の
批
判
に
力
點
が
置
か
れ
て
い
る
。

（
三
）

本
研
究
第
三
章
第
一
節
を
參
照
。

（
四
）

鄭
偉
「
二
〇
世
紀
以
來
廖
平
穀
梁
學
整
理
研
究
之
回
顧
與
展
望
」（
『
巴
蜀
文
獻
』
第
二
輯
、
四
川
大
學
出
版
社
、
二
〇
一
五
）
は
、
廖
平
の
穀
梁

學
に
關
す
る
研
究
史
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
研
究
の
不
足
す
る
箇
所
を
指
摘
し
て
當
該
分
野
の
今
後
の
展
望
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ

で
も
、『
古
義
疏
』
中
に
引
用
さ
れ
た
古
人
の
説
に
つ
い
て
の
究
明
を
將
來
の
課
題
の
一
つ
と
し
て
擧
げ
て
い
る
。

（
五
）

以
下
、
本
章
に
お
け
る
廖
平
の
著
作
か
ら
の
引
用
は
、
全
て
『
廖
平
全
集
』
に
よ
る
。
た
だ
し
、
標
點
を
改
め
た
箇
所
が
あ
る
。

（
六
）

『
古
義
疏
』
の
注
の
末
尾
に
は
、
庶
人
は
喪
中
に
は
事
を
貳
つ
に
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
鄭
玄
説
を
意
識
し
て
、
そ
れ

を
こ
と
さ
ら
に
批
判
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
も
し
そ
う
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
天
子
か
ら
庶
人
ま
で
喪
中
に
は
他
の
こ
と
を
し
な
い
と
し
て
讀
む

廖
平
自
身
の
説
と
矛
盾
し
、
自
家
撞
着
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

（
七
）

あ
る
い
は
、
冒
頭
か
ら
許
愼
説
ま
で
の
全
體
が
、
許
愼
『
五
經
異
義
』
か
ら
の
引
用
と
も
考
え
ら
れ
る
。
『
禮
記
』
王
制
篇
の
『
正
義
』
に
は
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「
『
異
義
』
天
子
聘
諸
侯
。『
公
羊
』
説
、
天
子
無
下
聘
義
。『
周
禮
』
説
、
間
問
以
諭
諸
侯
之
志
。
許
愼
謹
案
、
禮
、
臣
疾
、
君
親
問
之
。
天
子

有
下
聘
之
義
。
從
『
周
禮
』
説
。
鄭
無
駮
。
與
許
愼
同
也
」
と
あ
る
。

（
八
）

他
に
も
、
同
種
の
も
の
と
し
て
「
傳
或
失
之
」
や
「
理
不
通
也
」
と
い
っ
た
表
現
も
見
ら
れ
る
。
王
熙
元
『
穀
梁
范
注
發
微
』（
嘉
新
水
泥
公
司

文
化
基
金
叢
書
、
一
九
七
五
）
第
五
章
「
范
注
對
穀
梁
傳
義
之
駁
議
」
を
參
照
。

（
九
）

皮
錫
瑞
『
經
學
通
論
』
春
秋
第
十
二
條
「
論
『
春
秋
』
兼
采
三
傳
、
不
主
一
家
、
始
於
范
甯
、
而
實
始
於
鄭
君
」
に
「
范
氏
兼
采
三
傳
、
不
主
一

家
、
開
唐
啖
・
趙
・
陸
之
先
聲
、
異
漢
儒
專
門
之
學
派
」
と
あ
り
、
范
甯
注
と
唐
代
の
春
秋
學
と
の
關
聯
を
指
摘
す
る
と
同
時
に
、
漢
儒
と
の
乖

離
に
も
言
及
す
る
。
ま
た
、
同
『
經
學
歴
史
』
經
學
中
衰
時
代
に
は
「
范
甯
『
穀
梁
集
解
』、
雖
存
『
穀
梁
』
舊
説
、
而
不
專
主
一
家
。
序
於
三

傳
皆
加
詆
諆
、
宋
人
謂
其
最
公
。
此
與
宋
人
門
徑
合
耳
。
若
漢
時
、
三
傳
各
守
顓
門
、
未
有
兼
采
三
傳
者
也
」
と
あ
り
、
范
甯
注
が
宋
人
に
は
評

價
さ
れ
る
と
す
る
も
の
の
、
皮
錫
瑞
自
身
は
こ
れ
に
否
定
的
で
あ
る
。
鎌
田
正
「
范
甯
の
春
秋
學
に
つ
い
て
」（
『
鈴
木
博
士
古
稀
記
念
東
洋
學
論

叢
』、
明
德
出
版
社
、
一
九
七
二
）
は
、
范
甯
の
持
平
の
態
度
が
、
三
傳
の
束
縛
か
ら
解
放
さ
れ
た
唐
宋
の
自
由
な
春
秋
學
を
促
し
た
と
し
て
、

そ
の
點
に
范
甯
の
春
秋
學
の
意
義
を
見
出
し
て
い
る
。

（
十
）

な
お
、
范
甯
注
に
引
く
『
周
禮
』
の
冒
頭
に
は
「
天
子
」
の
二
字
が
あ
る
が
、
出
典
に
當
た
る
『
周
禮
』
秋
官
・
大
行
人
の
原
文
に
は
そ
れ
が
な

い
。
ま
た
、
『
周
禮
』
の
鄭
玄
注
に
よ
れ
ば
、
時
聘
と
は
天
子
が
諸
侯
の
使
者
を
引
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
鍾
文
烝
『
春
秋
穀
梁
經
傳
補
注
』
は

こ
れ
ら
の
こ
と
を
根
據
に
范
注
の
誤
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
同
じ
く
范
甯
注
の
誤
り
を
言
う
に
し
て
も
、
鍾
文
烝
が
引
用
中
の
内

容
に
關
す
る
誤
り
を
指
摘
す
る
の
に
對
し
、
廖
平
は
古
學
の
文
獻
で
あ
る
『
周
禮
』
を
引
用
す
る
こ
と
自
體
を
批
判
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら

も
、
廖
平
が
今
學
・
古
學
の
分
と
い
う
點
に
よ
り
意
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
十
一
）

本
研
究
第
三
章
第
一
節
の
（
三
）
に
お
い
て
指
摘
し
た
通
り
、
廖
平
は
『
古
義
疏
』
を
著
す
に
先
立
ち
、
漢
人
の
『
穀
梁
傳
』
説
を
蒐
集
し
て
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『
穀
梁
先
師
遺
説
考
』
四
卷
に
ま
と
め
て
い
る
。
李
伏
伽
『
六
譯
先
生
年
譜
補
遺
』（
『
廖
平
全
集
』
第
十
五
册
所
收
）
光
緖
六
年
條
に
、
こ
の
書

に
つ
い
て
記
す
中
に
「
先
生
以
劉
向
爲
『
穀
梁
』
大
師
」
と
あ
り
、
廖
平
が
漢
代
の
穀
梁
學
者
と
し
て
、
特
に
劉
向
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。『
古
義
疏
』
の
中
で
劉
向
の
説
を
引
用
す
る
際
、
特
に
「
劉
子
云
」
と
稱
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
こ
と
の
表
れ
と
言
え
よ
う
。

．

（
十
二
）

『
漢
書
』
五
行
志
上
に
は
「
劉
向
治
『
穀
梁
春
秋
』、
數
其
旤
福
、
傳
以
洪
範
」
と
あ
る
が
、『
穀
梁
傳
』
中
に
い
わ
ゆ
る
災
異
説
が
説
か
れ
て
い

な
い
こ
と
は
、
野
間
文
史
『
春
秋
學

公
羊
傳
と
穀
梁
傳
』
（
研
文
出
版
、
二
〇
〇
一
）
第
六
章
「
穀
梁
傳
の
思
想
」
の
「
災
異
の
見
方
」
の
項

を
參
照
。

（
十
三
）

そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
は
、
一
つ
目
が
『
説
苑
』
君
道
篇
、
二
つ
目
が
『
漢
書
』
本
傳
、
三
つ
目
が
『
説
苑
』
修
文
篇
で
あ
る
。

（
十
四
）

前
漢
・
宣
帝
期
の
石
渠
閣
に
お
け
る
公
羊
家
と
の
論
議
に
、
尹
更
始
・
劉
向
が
と
も
に
穀
梁
家
と
し
て
臨
ん
だ
こ
と
は
、『
漢
書
』
儒
林
傳
に
見

え
る
。

（
十
五
）

こ
こ
に
引
く
劉
向
説
は
『
太
平
御
覽
』
卷
五
四
八
禮
儀
部
二
十
七
・
死
に
「
『
五
經
通
義
』
曰
」
と
し
て
引
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
古

義
疏
』
に
引
用
さ
れ
た
も
の
と
は
や
や
異
同
が
あ
る
。
原
文
は
以
下
の
通
り
。「
『
五
經
通
義
』
曰
、
崩
薨
從
何
王
以
來
乎
。
曰
、
從
周
。
何
以
言

之
。『
尚
書
』
曰
「
放
勳
乃
殂
落
。」
舜
曰
「
陟
方
乃
死
。」
武
王
既
王
。
是
以
知
武
王
以
前
、
未
稱
崩
薨
也
。
至
成
王
太
平
、
乃
制
崩
薨
之
著
。

『
尚
書
』
曰
「
翌
日
乙
丑
、
成
王
崩
。
」」

（
十
六
）

注
（
十
五
）
所
引
の
『
五
經
通
義
』
の
原
文
に
よ
れ
ば
、
こ
の
文
章
は
「
崩
」
や
「
薨
」
と
い
っ
た
呼
稱
が
周
の
時
代
か
ら
用
い
ら
れ
始
め
た
こ

と
を
説
い
た
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
部
分
は
「
崩
薨
は
周
よ
り
す
」
と
訓
ず
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
廖
平
は
、
尹
更
始
が
廟
制
を
説
い
て

「
周
に
據
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
と
同
意
の
も
の
と
し
て
劉
向
説
を
引
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
事
實
、
上
引
の
『
今
古
學
考
』
卷
下
第
二
十

一
條
の
中
で
は
こ
の
劉
向
説
を
指
し
て
「
周
に
據
る
」
と
記
し
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
廖
平
の
意
圖
に
從
っ
て
「
崩
薨
は
周
に
從
ふ
」
と
訓
ん
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だ
。

（
十
七
）

『
後
漢
書
』
鄭
玄
傳
に
は
、
何
休
が
『
公
羊
傳
』
を
墨
守
す
る
立
場
か
ら
『
公
羊
墨
守
』『
左
氏
膏
肓
』『
穀
梁
廢
疾
』
を
著
し
た
の
に
對
し
て
、

鄭
玄
が
そ
れ
ぞ
れ
反
駁
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
十
八
）

廖
平
が
こ
と
さ
ら
に
こ
の
解
釋
を
主
張
す
る
背
景
に
は
、「
三
田
」
の
内
容
を
乾
豆
以
下
の
三
事
に
當
て
る
有
力
な
解
釋
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

王
制
篇
の
『
正
義
』
に
「
又
鄭
『
釋
廢
疾
』
云
、
歳
三
田
、
謂
以
三
事
爲
田
。
即
上
一
曰
乾
豆
之
等
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
、
侯
康
『
穀
梁
禮

證
』・
鍾
文
烝
『
春
秋
穀
梁
經
傳
補
注
』
は
い
ず
れ
も
「
三
」
を
乾
豆
以
下
の
三
事
と
解
す
る
。
な
お
、
二
傳
の
相
違
や
鄭
玄
の
説
を
め
ぐ
っ
て

は
、
岩
本
憲
司
『
春
秋
學
用
語
集
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
一
）【
夏
不
田
】
の
項
に
も
詳
細
な
考
證
が
あ
る
。
參
照
さ
れ
た
い
。

（
十
九
）

本
研
究
第
三
章
の
注
（
九
）
を
參
照
。

（
二
十
）

『
説
苑
』
の
こ
の
箇
所
は
通
行
本
文
に
亂
れ
が
あ
る
と
さ
れ
、
廬
文
弨
『
羣
書
拾
補
』
な
ど
が
改
訂
を
行
っ
て
い
る
。
通
行
本
文
に
は
「
春
曰
蒐
、

夏
曰
苗
、
秋
曰
獮
、
冬
曰
狩
」
と
あ
る
の
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
體
と
し
て
『
左
傳
』
隱
公
五
年
及
び
『
周
禮
』
夏
官
・
大
司
馬
の
記
載
に
合
致

す
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
廬
文
弨
は
『
公
羊
傳
』
桓
公
四
年
の
記
載
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
改
訂
を
施
し
、
例
え
ば
上
掲
の
箇
所
に
つ
い
て

は
「
蒐
夏
曰
」
の
三
字
を
削
っ
た
上
で
「
獮
」
字
を
「
蒐
」
に
改
め
、「
春
曰
苗
、
秋
曰
蒐
、
冬
曰
狩
」
と
し
て
い
る
。
廖
平
の
引
用
文
を
見
る

と
、
廬
文
弨
の
説
に
從
っ
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
文
字
を
改
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
二
十
一
）
廖
平
の
『
左
氏
傳
』
に
對
す
る
見
解
の
變
化
に
つ
い
て
は
、
注
（
二
）
所
掲
趙
沛
書
の
第
五
章
第
二
節
「
廖
平
對
《
左
傳
》
的
其
本
認
識
」
に
詳

し
い
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
廖
平
は
『
左
氏
傳
』
の
内
容
を
解
經
の
部
分
の
『
説
』
と
記
事
の
部
分
の
『
傳
』
と
に
分
け
た
と
い
う
。
こ
こ
に
引
用

し
た
凡
例
は
、
名
稱
か
ら
推
察
す
る
に
、
そ
の
う
ち
の
『
説
』
の
部
分
に
對
す
る
注
釋
の
綱
領
を
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
二
十
二
）『
春
秋
繁
露
』
深
察
名
號
篇
に
は
「
田
之
散
名
、
春
苗
、
秋
蒐
、
冬
狩
、
夏
獮
」
と
、
四
時
の
田
を
擧
げ
て
い
る
。
た
だ
し
、
配
當
さ
れ
て
い
る
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名
稱
は
末
尾
の
夏
を
除
い
て
『
公
羊
傳
』
に
同
じ
。
な
お
、『
春
秋
繁
露
』
の
中
に
『
穀
梁
傳
』
を
引
用
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
や
、

董
仲
舒
の
思
想
に
『
穀
梁
傳
』
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
齋
木
哲
郎
『
秦
漢
儒
教
の
研
究
』
（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
）
第
三
章
第
五
節

「
董
仲
舒
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』
」（
論
文
初
出
は
一
九
九
二
）
に
詳
し
い
。

（
二
十
三
）
本
研
究
第
三
章
第
二
節
（
二
）
を
參
照
。

（
二
十
四
）
蒙
文
通
「
井
研
廖
季
平
師
與
近
代
今
文
學
」（
『
廖
平
全
集
』
第
十
六
册
所
收
）
に
、
廖
平
の
『
春
秋
』
研
究
を
概
括
し
て
「
既
爲
『
穀
梁
古
義

疏
』・
『
公
羊
補
正
』・
『
左
氏
古
經
説
』
以
通
三
『
傳
』
之
義
、
俾
家
法
不
亂
。
復
爲
『
三
傳
折
衷
』
以
求
『
春
秋
』
之
全
、
不
爲
三
『
傳
』
所
蔽
、

不
憚
救
三
『
傳
』
之
失
」
と
あ
る
。
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終
章本

研
究
は
、
清
代
の
今
文
學
派
が
標
榜
し
た
「
微
言
大
義
」
な
る
語
に
着
目
し
て
、
今
文
學
の
發
展
史
、
今
古
文
經
學
の
相
違
點
に
關
す
る
學
説
、
竝
び
に

今
文
家
に
よ
る
具
體
的
な
經
書
解
釋
の
あ
り
方
を
探
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
構
成
と
し
て
は
、
序
章
に
お
い
て
研
究
の
背
景
と
目
的
・
方
法
を
提
示
し
、
第

一
章
・
第
二
章
に
お
い
て
は
今
文
學
派
の
發
展
史
を
考
察
し
た
。
第
三
章
・
第
四
章
で
は
、
今
文
家
の
具
體
例
と
し
て
廖
平
を
取
り
上
げ
、
第
三
章
に
お
い
て

は
今
古
文
經
學
の
相
違
點
に
關
す
る
彼
の
學
説
を
、
第
四
章
に
お
い
て
は
具
體
的
な
經
書
解
釋
の
方
法
を
明
ら
か
に
し
た
。

各
章
の
結
論
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
章
で
は
ま
ず
、
本
研
究
の
對
象
で
あ
る
今
古
文
經
學
の
經
學
史
に
お
け
る
位
置
づ
け
を
概
觀
し
、
そ
れ
が
漢
代
と
清
末
民
國
期
に
大
き
く
發
展
し
た
こ
と

を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
本
研
究
が
二
つ
目
の
ピ
ー
ク
で
あ
る
清
末
の
今
文
經
學
を
中
心
と
し
て
考
察
を
進
め
る
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、

清
代
の
今
文
經
學
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
タ
ー
ム
「
微
言
大
義
」
の
語
に
注
目
す
る
こ
と
を
提
示
し
た
。

第
一
章
「
皮
錫
瑞
の
「
微
言
大
義
」
言
説
」
で
は
、
從
來
、
微
言
大
義
の
語
に
對
す
る
定
義
の
代
表
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
皮
錫
瑞
の
説
を
取
り
上
げ
、
そ

の
説
の
獨
自
性
を
指
摘
し
た
。
皮
錫
瑞
の
説
に
は
、『
孟
子
』
の
記
述
に
よ
っ
て
微
言
と
大
義
と
を
定
義
す
る
こ
と
と
、『
孟
子
』
の
趙
岐
注
・
朱
子
注
を
根
據

と
し
て
微
言
に
對
す
る
定
義
を
論
證
す
る
こ
と
の
二
つ
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
、
梁
啓
超
と
の
交
流
や
葉
德
輝
と
の
論
難
と
い
っ
た
、
皮

錫
瑞
が
生
き
た
清
末
の
湖
南
と
い
う
時
間
・
空
間
に
淵
源
す
る
こ
と
を
論
ず
る
と
と
も
に
、
こ
の
説
が
形
成
さ
れ
る
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
が

皮
錫
瑞
獨
自
の
も
の
と
し
て
見
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
論
じ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
個
々
の
今
文
學
者
の
「
微
言
大
義
」
言
説
を
丹
念
に
檢
討
し
直
す
必
要
が
あ
る

こ
と
を
示
し
た
。
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第
二
章
「
宋
翔
鳳
『
論
語
説
義
』
の
微
言
説
」
で
は
、
前
章
の
内
容
を
承
け
て
、
宋
翔
鳳
の
「
微
言
大
義
」
言
説
の
特
徴
を
探
っ
た
。
宋
翔
鳳
は
、
微
言
大

義
が
滅
び
た
と
す
る
古
文
家
の
劉
歆
の
説
に
反
駁
し
た
上
で
、
微
言
と
大
義
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
『
論
語
』
に
基
づ
い
て
定
義
し
て
い
る
。
し
か
し
、
仔
細
に

檢
討
し
た
結
果
、
そ
れ
は
『
禮
記
』
中
庸
篇
を
思
想
的
根
據
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
惠
棟
・
錢
大
昕
と
い
っ
た
、
彼
に
先
行
す
る
漢
學
家
の
説
に

基
づ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
は
、
宋
翔
鳳
自
身
の
學
術
の
特
徴
、
す
な
わ
ち
、
漢
學
と
今
文
學
と
の
雙
方
に
通
曉
し
た
こ
と
の
表
れ
と
言
え
る
が
、

よ
り
廣
く
、
今
文
學
の
發
展
史
と
し
て
捉
え
る
な
ら
ば
、
漢
學
家
に
よ
っ
て
唱
え
ら
れ
て
い
た
萌
芽
的
な
説
を
今
文
學
の
體
系
中
に
取
り
込
み
、
今
文
家
の

「
微
言
大
義
」
言
説
に
發
展
の
契
機
を
與
え
た
も
の
と
し
て
評
價
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
二
章
に
わ
た
る
考
察
を
通
し
て
、
漢
學
家
に
よ
っ
て
す
で
に
唱
え
ら
れ
て
い
た
「
微
言
大
義
」
を
、
清
代
中
期
の
宋
翔
鳳
ら
が
今
文
學
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
と
し
て
提
唱
し
、
そ
の
後
、
魏
源
ら
を
經
て
清
末
の
皮
錫
瑞
・
廖
平
・
康
有
爲
ら
に
至
る
と
い
う
流
れ
を
明
ら
か
に
し
た
。

第
三
章
「
廖
平
の
今
古
學
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』」
で
は
、
ま
ず
廖
平
の
『
今
古
學
考
』
を
讀
み
解
く
こ
と
で
、
禮
制
に
よ
り
今
文
・
古
文
を
分
類
す
る
と
い

う
彼
獨
自
の
學
説
を
確
認
し
た
。
そ
の
上
で
、
同
書
に
お
い
て
『
春
秋
穀
梁
傳
』
が
と
り
わ
け
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
竝
び
に
廖
平
が
『
今
古
學

考
』
に
前
後
し
て
『
春
秋
穀
梁
傳
』
の
注
釋
書
『
穀
梁
古
義
疏
』
を
著
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
て
、『
今
古
學
考
』
と
『
穀
梁
古
義
疏
』
と
に
依
據
し
つ
つ
、

彼
が
『
春
秋
穀
梁
傳
』
を
評
價
し
た
背
景
を
探
っ
た
。
こ
れ
に
加
え
て
、『
春
秋
穀
梁
傳
』
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
彼
獨
自
の
説
を
整
理
す
る
こ
と
で
、
そ

の
總
體
的
な
『
春
秋
穀
梁
傳
』
觀
の
解
明
を
試
み
た
。
『
今
古
學
考
』
に
よ
れ
ば
、
今
學
の
禮
制
と
は
孔
子
が
晩
年
に
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
『
禮

記
』
王
制
篇
に
遺
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
、
群
經
中
の
禮
制
の
う
ち
『
春
秋
穀
梁
傳
』
の
禮
制
が
最
も
そ
れ
に
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
該
書
は
孔
子
晩

年
の
理
想
、
す
な
わ
ち
微
言
を
傳
え
る
書
と
し
て
高
く
評
價
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
評
價
は
『
春
秋
穀
梁
傳
』
の
成
立
・
傳
承
に
對
す
る
『
穀
梁
古
義
疏
』

中
の
説
と
も
關
わ
っ
て
お
り
、
廖
平
の
『
春
秋
穀
梁
傳
』
觀
の
基
礎
を
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。

第
四
章
「
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
―
―
そ
の
舊
注
批
判
と
劉
向
説
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」
で
は
、
第
三
章
で
明
ら
か
に
し
た
内
容
を
も
と
に
、
廖
平
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の
經
書
解
釋
の
特
徴
を
探
っ
た
。
廖
平
は
『
今
古
學
考
』
に
お
い
て
『
禮
記
』
王
制
篇
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』
と
の
合
致
を
説
い
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
二
書
の

代
表
的
注
釋
者
で
あ
る
後
漢
の
鄭
玄
や
東
晉
の
范
甯
は
、
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず
に
經
書
の
今
文
・
古
文
を
混
同
し
た
と
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
以
前
の
、

劉
向
を
代
表
と
す
る
漢
人
の
説
に
よ
っ
て
『
春
秋
穀
梁
傳
』
を
解
釋
し
直
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
第
四
章
で
は
、
こ
れ
ら
舊
注
批
判
と
劉
向
説
の
引
用

と
に
注
目
し
て
、
廖
平
の
經
書
解
釋
の
中
で
も
特
に
『
穀
梁
古
義
疏
』
に
展
開
さ
れ
て
い
る
『
春
秋
穀
梁
傳
』
解
釋
を
檢
討
し
た
。
こ
の
う
ち
、
舊
注
批
判
の

根
據
は
、
王
制
篇
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』
の
禮
制
と
が
合
致
す
る
と
い
う
自
説
で
あ
り
、
廖
平
は
こ
れ
に
反
す
る
讀
み
方
を
す
る
鄭
玄
・
范
甯
の
説
を
斥
け
る
一

方
で
、
二
書
の
記
述
を
對
應
さ
せ
な
が
ら
傳
文
の
意
味
を
確
定
さ
せ
て
い
た
。
ま
た
劉
向
説
は
、
上
記
の
自
説
や
そ
れ
を
應
用
し
た
傳
文
解
釋
を
補
足
し
、
立

證
す
る
た
め
に
引
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
廖
平
の
『
春
秋
穀
梁
傳
』
解
釋
は
、『
今
古
學
考
』
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
自
身
の
學
説
を
背
景
と
し
て
、

そ
れ
を
一
貫
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
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初
出
一
覽

本
研
究
は
、
以
下
に
擧
げ
る
各
稿
、
な
ら
び
に
口
頭
發
表
に
基
づ
く
。

序
章

書
き
下
ろ
し

第
一
章

「
皮
錫
瑞
の
微
言
大
義
説
に
つ
い
て
」

（
日
本
中
國
學
會
第
七
十
二
回
大
會
、
二
〇
二
〇
）
口
頭
發
表

第
二
章

「
宋
翔
鳳
『
論
語
説
義
』
の
微
言
説
」

（
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
七
號
、
二
〇
一
九
）

第
三
章

「
廖
平
の
今
古
學
と
『
春
秋
穀
梁
傳
』」

（
『
日
本
中
國
學
會
報
』
第
七
十
集
、
二
〇
一
八
）

第
四
章

「
廖
平
の
『
穀
梁
傳
』
解
釋
―
―
そ
の
舊
注
批
判
と
劉
向
説
の
引
用
を
め
ぐ
っ
て
―
―
」

（
『
中
國
哲
學
』
第
四
十
五
・
四
十
六
合
併
號
【
論
考
篇
】、
二
〇
一
八
）

終
章

書
き
下
ろ
し


